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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　何かアイディアを探そうと思っていたわけじゃない。

　半年前に一度だけ来たことがあるビルの上層階のプラネタリウムに立ち寄ったのは、明日締しめ切りの仕事が終わらずに行き詰づまっていたせいだろう。

『深呼吸をして瞼まぶたを開けて空を見上げてください。あなたの頭上に輝かがやく全すべての星々にはいくつもの神秘的なエピソードが隠かくされているのです。それでは一年を通した星々の移り変わりをご覧に入れましょう』

　そんなアナウンスを聞きながらふかふかのシートに仰あお向むけになる。息いき抜ぬきのために立ち寄ったのに、考えるのは明日のプレゼンのことばかりだ。

　取引先からは何度もリテイクを貰もらっている。明日のプレゼンが駄だ目めなら、この仕事は無かったことになるだろう。

『若いのにどうして無難でありきたりなデザインばかりなんだ？　君は本当にあの長なが月つき湊みなとか？』

　先日言われたその言葉を思い出すと、胃の奥が重くなる。

　高校の時にトリエンナーレで賞をとって、大学はロスに留学した。大学時代からデザイン会社と契けい約やくして、作品をいくつも作った。今では誰でも知ってる大手ＩＴ企き業ぎようが有名になったきっかけの一部は、俺の制作した販はん促そく映像のお陰かげだ。

　もともとデザインなら何にでも興味があったが、中でも一番関心を持っていたのは店てん舗ぽデザインだった。そのため大学ではデザインだけじゃなく建築も学んだ。卒業後は大手のデザイン事務所に就職が内定していた。

　しかし卒業する少し前に父親が亡なくなり、自分の会社を継ついで欲しいと俺に遺ゆい言ごんを残した。

『お前と一いつ緒しよに働きたかった。お前が俺の椅い子すに座るところを見たかった』

　臨終の床とこで父親は泣きながらそう言った。父親の最さい期ごの願いを叶かなえてやりたかった。

　それに俺には自信があったんだ。バカみたいに自分の才能を信じていたから。

　本当にバカだった。それから今日までの一年の間は経営者としての仕事に追われて、デザイナーとしての仕事なんてほとんどしていない。デザイナーとしての自分を捨ててがむしゃらに働いても、会社は傾かたむいていく一方だ。

　今回の仕事には社運がかかっている。うちみたいな小さなデザイン事務所がやっと手に入れた大きな仕事なんだ。なんとしてもものにしなければならない。しかも専門の店舗デザインだっていうのに、アイディアは欠片かけらも浮うかんでこない。

「才能なんてとっくに涸かれてたのかもな……」

　学生時代は良かった。

　ただ純じゆん粋すいに自分の才能を信じて、手にしたいくつもの賞を誇ほこらしげに掲かかげていた。作りたい物はいくつもあって、放って置いても頭の中はアイディアで埋うめ尽つくされた。

　なのに今ではどんなに徹てつ夜やをしてもどんなに時間を作っても、目の前に置いた紙は真っ白のまま簡単な下絵エスキースすら描かけない。

　もう疲つかれた。

　星空も見ずに、柔やわらかで落ち着いた女の声のアナウンスを聞きながら、俺はゆっくりと目を閉じた。










「お客様」

　ふいに肩かたを叩たたかれた。

　一体なんだと思って目を開けると星空はなくなり、白いドームの腹が天てん井じようを覆おおっているだけだった。いつの間にかプラネタリウムの上映は終わっていたようだ。

　ほんの数秒目を閉じただけだと思っていたが、そのまま眠ねむり込んでしまったらしい。

「申し訳ございません。閉館の時間になります」

　そう言われて、鼻の上でずれていた眼鏡めがねを直しながら顔を上げると、凜り々りしい黒くろ髪かみの青年が懐かい中ちゆう電灯を片手に立っていた。

　薄うす暗ぐらい中でもわかるすっと通った鼻び梁りように、切れ長の目が印象的な青年だった。整った顔はどこか冷たくて、見る者に鋭えい利りな印象を与あたえている。

「悪いね、寝ねてたみたいだ」

　迷めい惑わくを掛かけたことを詫わびる。

「出口までご案内します」

　俺を先導するために背中を向けた青年を見て立ちあがる。案内などなくても出口にはたどり着けるが、恐おそらく閉館時間にどこかに寄り道されるのが嫌いやなのだろう。

「暗いな」

　通路はホタルのような仄ほのかな光が点々と点つけられているだけだった。自分の足あし下もとはなんとか見えるが、足場が不安でついつい壁かべに手をついてしまう。

「申し訳ありません」

　青年はそう言うと手にしていた懐中電灯の明かりを、俺の足下に向けてくれた。

　案内すると言った意味はここにあるのかもしれない。入った時もこんなに暗かっただろうか。それとも閉館時間で電気を消されたのか。プラネタリウムに入った時は、今のルートを通らなかったので分からない。

「階段になりますので、お気を付けください」

　廊ろう下かの終わりにさしかかり少し明るくなったところで、俺は眼下に広がる展示に思わず目を奪うばわれる。

「あ……」

　吹ふき抜ぬけのホールに沿うような螺ら旋せん階段を下りると、ホールには天体図や古い望遠鏡、そして尺度機などがケースに入れられ展示されていた。以前来たときはただホールに雑然と置いてあるだけで興味も湧わかなかったが、今はちゃんと展示の体てい裁さいを整えられているせいか、不思議な魅み力りよくを感じた。

「どうかされましたか？」

　歩調が遅おそくなった俺を青年が振ふり返る。

「いや、面おも白しろいなと思って」

　青年の目が、俺の視線を辿たどって展示品に向けられた。

「展示のことですか？」

「ああ。前はこんな展示じゃなかったと思うんだが」

　照明を落としたホールで、ケースに入った展示品にだけ真下から真上に向かってまっすぐに少し暗いオレンジのスポットライトを当てている。そして真上から真下にかけては、明るいオレンジの光が注いでいた。このルクスの違ちがう二種類のライトのせいで、展示物は妙みような立体感を持って浮かび上がるように見えるのだ。

　それだけじゃない。フロアにはケースに入れられた展示品を結ぶ動線として、波打つような曲線が金色で描かれている。その西洋と東洋を合わせたような神秘的なラインにはぼんやりとしたライトが当てられ、うっすらと暗くら闇やみの中で金色が浮かびあがっていた。

　───真っ暗だったのはこのためだったのか。

　光と影かげ、西洋と東洋の技法を用いたデザインは、以前自分も興味を持ちこだわったことのあるモチーフだったが、こんなにも綺き麗れいに見せることはできなかった。

「少しいじってみたんです」

「君が？」

　青年は頷うなずきながら「プロに頼たのむほど予算がなかったので」と口にする。

　いや、そこらのプロよりずっといい。プラネタリウムという特とく殊しゆな空間の神秘性を崩くずしていないどころか、引き立てている。

「こういうのが好きなの？」

「いえ、色々と参考にして初めて作りました」

　確かに幾いくつか気になる点はあるが、それでも素人しろうと業わざとは思えない。

　初めてでここまで作れるだろうか。

　照明から動線までを完かん璧ぺきに空間と調和させられるのだろうか。

「でも、階段が危ないという意見が来たので、週末には明るいデザインに変えます。たった一週間で片づけるのは残念ですが」

「勿もつ体たいないね。良いいデザインなのに」

　青年は微笑ほほえみながら「ありがとうございます」と言った。その表情がやけに大人おとなびていて、どきりとする。僅わずかに唇くちびるを歪ゆがめただけで、冷たい印象ががらりと変わった。

　これは女が放っておかないだろうな、と思わずそんな事を考える。

「でも、プロの方には粗あらが目立つと言われてしまいました」

「プロにだって粗が目立つ奴やつはいるよ」

　何を以もつて自身をプロと呼ぶかなんて人それぞれだ。それに大体、空間デザイナーなんてあってないような肩かた書がきだ。正式な資格が必要とされないから、誰だってすぐに名乗れる。きっとこの青年にそんなことを言った奴は見る目が無かったんだろう。

　大事なのは細部のディテールじゃない。全体的な雰ふん囲い気きをどう演出するかだ。それが出来て初めて、細部を考えることができる。

「技術は努力すれば付いてくるけど、才能は努力したって手に出来ないから、大事にしたほうがいい。君のデザインにはリズムがある」

　俺は偉えらそうにそんな事を言った。

　技術よりも才能だ。才能がなくなった俺は、本当にそう思う。今目の前にあるこの才能が欲しくて堪たまらない。技術は替かえが利きくが、才能には替えが利かない。

　展示物に近づこうとして足を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、足下に置いてあったものを蹴け飛とばして転びそうになり、思わず近くに立っていた青年にしがみつく。

「っ」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　耳の近くで、腰こしに来るような低い声でそう問われて、女でもないのにぞくりとした。

「余所よそ見みしてた。悪いね」

　はは、と恥はずかしいのを誤ご魔ま化かすように笑いながら青年の体から離はなれる。偉そうな事を言った直後だから余計に恥ずかしい。こんな風になるなら、気取った事を言わなきゃ良かった。

　足下を見れば青い掃そう除じ用のバケツが転がっていた。明るかったら躓つまずかなかっただろう。確かにこれでは苦情が来るのも納なつ得とくできる。

　転びそうになった拍ひよう子しに落としてしまった鞄かばんを見ると、床ゆかにぶつかった衝しよう撃げきで中に入っていた封ふう筒とうが鞄から飛び出している。

「どうも」

　俺が落とした鞄と封筒を拾った青年は、その長封筒に書かれているうちの社名をちらりと見た。〝長月デザイン〟と隅すみに書かれたその長封筒には先日、散々駄だ目め出だしされた店てん舗ぽのイメージ画が入っている。このパース画とイメージ画を明日までにどうにかしないといけない。今夜は長い夜になりそうだ。

　思わずため息を漏もらして、受け取った封筒を鞄の中に乱暴に押し込む。

「長月デザインというと、あの長月湊の？」

　ふいにそう尋たずねられて俺は驚おどろいて顔を上げた。

「よく知ってるね。あんまり有名じゃないと思うけど……」

　我ながら悲しいがそう言った。日本じゃ俺の知名度はもちろん、会社の知名度も低い。

「日本ではあまり知られていませんが、アメリカではいくつもデザイン関係の賞を受賞している方ですから」

　あまり愛あい想その良いとは言えない顔がふいに緩ゆるんだ。先ほどの笑えみとは違ちがう柔やわらかい表情に、なんだかこちらまで顔が緩みそうになる。プラネタリウムに入るまではネガティブな感情に支配されていたのに、青年と話しているといつの間にか気分が楽になってくる。

　先ほどから冷たく整った顔が時折見せる柔らかな雰囲気に、もっと触ふれたいと知らぬ間に思う。

「まぁでも、大したことないよ。あの人は…なんていうか、運が良かっただけだよ」

　見知らぬ青年に褒ほめられて、照れくさいのを誤魔化すようにそう口にする。このところ賛辞なんて受けていなかったから、どういう風に対処すればいいのかよく分からなかった。

「俺はそうは思いません」

　青年はきっぱりと俺の目を挑いどむように見て言い切る。

　俺は思わず「ありがとう」と言っていた。プラネタリウムで居い眠ねむりし、偉そうな事を言っておきながら間ま抜ぬけにも転こけそうになり、青年に迷めい惑わくを掛かけた自分こそがその長月湊だとばらすつもりはなかったのに、気付いたらそう口にしていた。

　まさかそう返されるとは思っていなかったのだろう。驚いた顔をした青年に誤魔化すように「長月湊に伝えとくよ」と言って金色のラインの上を歩いて出口に向かう。ホールを抜けて、エレベータまで延のびた金色のラインの先は蕨わらびのように丸まっていた。

　これ以上話をして自分の正体がばれないうちにと、足早にエレベータに乗る。

　久しぶりに誰かに認められたのが嬉うれしくて、ほっと息を吐はき出してエレベータの壁かべに寄りかかった。

「でも、勿体ないな」

　先ほどの展示を思い出すと、いくら足あし下もとが危ないからと言っても、あの展示全すべてを取り替えてしまうのは惜おしい。かといってホールを明るくすれば金色のラインもライトも効果を失ってしまう。

「一週間しか展示されてないのか」

　口にした瞬間、ふいに頭に浮うかんだのはデザイナーとして最低のことだった。

　たった一週間、ビルの中のプラネタリウムの前で行われた展示のことなんて、一体誰が覚えているだろう。

　流れるような、けれど細かい装そう飾しよくの施ほどこされた金色のライン。オレンジ色のライトが作り出す立体と幻げん想そうの世界。遊び心がある東洋と西洋の混ざり合った雰囲気。考えれば考えるほどイメージが固まっていく。彼の雰囲気を活いかして俺はもっと凄すごいものを作れる気がした。

　タクシーで家に帰ってすぐに描かき出した。頭の中に残ったイメージに突つき動かされるようにして、何枚も何枚もデザイン画を仕上げる。

　気がつけば朝になっていた。パワーポイントを使うはずだったのに、一枚もできていない。それでも手書きの粗あらいデザイン画を持って先方に向かう。

「今までのより断然こちらのほうがいいね」

　顰しかめっ面つらしか見せたことのない先方の担当者が、そう言って微笑む。

　上に見せるために模型モデルを作ってくれと頼まれて、ほっとすると同時にどうしようもない罪悪感を覚えた。

　冷静になって考えてみれば、これは明らかに昨日のプラネタリウムで見たあのデザインがモチーフになっている。それに自分らしさを足したものだからと言っても、言い訳にはならない。

　だからこそ俺は、生まれて初めて他人のデザインを盗ぬすんだこの日の事を、生しよう涯がい忘れられないんだろうと思った。

　いくらそれが、会社を救うためだと言っても───…。
















　十人目の就職希望者が部屋から出ていくと、我が慢まんできないとばかりに隣となりに座っていた金かな井い武たけ彦ひこが顔をあげる。

「いい加減にしてくださいよ、長月社長！」

　金井の文句に俺はノートパソコンの陰かげで読んでいたマンガ雑誌を置く。

「何がだよ」

「僕にばっか面接やらせるのやめてくださいよ！　二次選考も僕と森田さんにやらせるし。最終選考まで僕にやらせるって、どういうことなんスか」

「なんだよ、黙だまってればエリートっぽくて格好いいって言ったのお前だろ」

「黙ってるにも程ほどがあるだろ！　思い出してください社長、僕正社員ですらないんスよ。むしろ僕が向こう側に座りたいぐらいなんスから！」

　金井の指が目の前に置かれた青いキャスター付きの椅い子すを指す。

「座っても良いいぜ。肩かた叩たたきする手間が省ける」

　小さな体で顔を真っ赤にして怒おこる姿が面おも白しろくて、ついつい顔がにやける。日本人は西せい欧おうに比べれば童顔が多いが、特に金井はひどい。これで同じ二十六歳だなんてとても信じられない。時々中高生に間ま違ちがえられると怒っているが、相手に罪はない。

「おい！　あんた、何衝撃的な事言ってくれてんだよ！　あんたがそういう考えならこっちだって労働基準監かん督とく署に訴うつたえ出るだけの用意はできてんだぞ！　サービス残業とサービス休出ばっかさせやがって…」

　立ち上がった金井が俺を怒ど鳴なりつけてる間に、ノックの音がする。

「はい」

　がちゃりとドアが開く。

　入ってきたのは背の高い青年だった。

「失礼します」

　その声にはっとなった金井はひきつった顔になんとか笑え顔がおを浮かべると「どうぞ、かけてください」と目の前の椅子を勧すすめる。俺は再び雑誌を開こうとして、金井に軽く足を蹴けられた。

　社長に暴力を振ふるうなんてとんでもない奴やつだ。

「国くに友とも英えい次じです。よろしくお願いします」

　礼れい儀ぎ正しい青年がお辞じ儀ぎをしてから椅子に座るのを見届けて、金井は気を取り直すようにテーブルの上の水を飲む。

　金井は履り歴れき書を見ながら、今までの経歴と今後の展望を聞いていく。他ほかの奴らにもしていたが、おもしろみのない質問だ。

　退たい屈くつさに欠伸あくびをかみ殺しながら、それでも雑誌は捲めくらずに仕方なく履歴書のコピーを眺ながめた。

　その中で、ふとバイト歴のところに目が留まる。

　自然科学館に一年とある。

「この科学館はどこにあるの？」

　嫌いやな予感がして、思わず聞いてしまう。

「ＭＫビルです」

　そう答えた青年の顔を見て、思わず「あ」と言いそうになった。

　三年前に一度だけ会ったことのあるあの顔と重なった。間違いなく「あの時の青年」だ。記き憶おくの中よりも少し髪かみが伸びているが、相変わらず整った顔をしている。

　俺は思い出す度たびに常に感じ続けていた罪悪感が、胸の奥底から込み上げてくるのがわかった。

「科学館って、行ったことないけど何があるんですか？」

　金井は不思議そうに青年に尋ねる。

「日本で出土した化石ですとか、有名な発明品の展示や発明に至る経緯いきさつのパネル説明です。実際に子どもたちに昔の道具を触さわって貰もらったり、休日には教室を開いて実験を行ったりしていました」

　青年は慣れた様子でそう答える。礼儀正しいが、緊きん張ちようした雰ふん囲い気きはない。

「そんなので人なんて来るんですか？」

　金井の直球過ぎる物言いにも青年は動じない。

「プラネタリウム目当てで来る方がいましたから」

「へぇ、プラネタリウムですか。僕行ったことないんですよ」

　金井は雑談をしながら青年に色々と質問をする。趣しゆ味みや特技の話なんてしている。

　俺はそれを聞きながら、まったく別のことを考えていた。

　───あれは、三年前の事だ。

　当時、全国チェーンの居酒屋を持っていた株式会社嗚お潟かた屋が、大衆居酒屋とは異なった高級なイメージで新たな店を出そうとしていた。そんな折に、俺の海外での評判を知った嗚潟屋の上層部の人間が、俺を担当者に推すい薦せんしてくれたのだ。

　大きなチャンスだった。失敗すれば父親から受け継ついだこの会社は倒とう産さんする。だが、成功すれば崖がけっぷちに立たされていた会社経営を持ち直すことができる。

　ところが俺はそのプレッシャーの中、自分らしいデザイン一つ思い浮かべることもできなくなり、担当者の前でろくなプレゼンが出来ずに行き詰づまってしまった。

　ギリギリまで粘ねばったものの、翌日に最終のプレゼンを控ひかえ、何のデザインも思いつくことができない。あの時の俺は、会社も自分の才能も諦あきらめかけていた。

　そんな時、ふと訪おとずれたプラネタリウムで、展示作品に使われていた幻想的な光と、名画を彷ほう彿ふつとさせる技法に心を奪うばわれて───俺は、ついそのデザインを元にプレゼン用の嗚潟屋の店てん舗ぽデザインを作り上げてしまったのだ。

　そのデザインを用いた店舗はクライアントである嗚潟屋や俺の想像を超こえて繁はん盛じようし、今なお店舗数を増やしている。お陰かげで父親の代から抱かかえていた借金を完済することができたくらいだ。

　だが、それも全すべて俺の目の前にいるこの男がいたからだ。

　あのデザインの元となるものを作り上げたこの男がいなければ、俺もこの会社も今はもう存在していなかったかもしれない───…。

「俺がデザインを手がけた居酒屋に行ったことあるか？」

　二人の会話の切れ目を待って、そう尋たずねる。聞かずにはいられなかった。

　イレギュラーな質問に、金井はきょとんとした顔で俺を見る。けれど青年は特に動どう揺ようした様子も見せずに頷うなずいた。

「はい」

　───やっぱりか。

　こういう日がいつか来ると思っていた。

「どう思った？」

　男がどう答えるかで、何を目的にここに来たのかが分かる。あの時の盗とう作さくの件で俺から金をせびるつもりなのか、それともただ俺を罵ののしりに来たのか。もし、俺を告発するつもりなら、直じかに会いにくる必要はないはずだ。

　しかも面接に紛まぎれ込むような、手の込んだまねはしないだろう。

「長月さんらしいデザインだと思いました」

　その答えを聞いて、俺は無理矢理微笑ほほえんだ。

　俺らしいなんて、よく言う。お前が誰より本当のことを知っているはずだ。あのデザインが本当は誰のモノであるのか。

「わかった。もういい。面接は終わりだ」

　そう俺が口にすると、国友は立ち上がって「ありがとうございました」と頭を下げた。金井は驚おどろいた顔で「まだろくに聞いてないですよ！」と抗こう議ぎをしたが、青年がドアを閉めて出ていってしまうと、再び俺を睨にらみ付ける。

「自分が早く切り上げたいからって…」

「いいんだよ。あいつは採用するんだから。話が聞きたいなら後でいくらでもしろ。なんなら、あいつの教育係はお前がやればいい」

「はぁ!?」

　どんな目的があるかはわからない。でもわざわざ俺の所に面接に来て、さっきの質問にああいう答えを返すってことは、採用しなきゃばらすという脅おどしなんだろう。でも中に入れてしまった方がかえって好都合だ。目の届く範はん囲いにいてくれる方が安心できる。

「採用って……」

　ぶつぶつ言いながらも金井は「まぁ、彼なら僕も納なつ得とくですけどね」と言う。

「二次選考の時に出して貰った作品で一番うまかったの彼ですから」

「へぇ」

「へぇって、見てないんスか？」

「金井と森田には全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せている」

「おい！」

　怒おこって見せた金井だが、再びマンガ雑誌に手を伸のばした俺を見て呆あきれたようにため息を吐つく。

「だったらなんで採用なんですか。まさか男前だからとかじゃないッスよね」

「俺がそんないい加減なことするわけないだろ。自分の顔を鏡で見れば分かるだろ」

「おい!!　ケンカ売ってんのかよ。それにあんた誰よりいい加減だろ！」

　思い切り怒鳴ると金井は気が済んだのか、椅い子すに腰こし掛かけて頭を苛いら立だったように搔かきながら、次に入ってきた希望者を面接する。最低でも二人は採用しようと思っていたが、特にぱっとする人材はいなかった。二人目を採用するかしないかは金井か女性事務員の森田が決めてくれるだろう。

　最後の一人が終わってから面接会場に使っていた会議室を出て、自分のデスクに戻もどる。黒の分厚い手帳を開いたら今日の日付で「嗚潟屋　新宿に七時」と書いてある。今すぐ出て間に合うかどうかだ。

「忘れてた」

　舌打ちして、脱ぬいだばかりのジャケットを手にして立ち上がる。

「少し出てくる」

　フロアに向かってそう言ったが、社内からはやる気のない返事が返ってくるだけだ。事務の森田は席を外しているので、面めん倒どうに思いながらもホワイトボードに外出のマグネットを張り、出で掛かける場所と戻りの時間を書いた。

　金井は会議室から持ってきた履り歴れき書をデスクに置き、パソコンの電源を入れようとしている。

「丁度良いい。お前も一いつ緒しよに来いよ」

「え？　どこ行くんスか？」

「嗚潟屋が新しいクライアントを紹しよう介かいしたいっていうからちょっと顔合わせだよ」

「僕スーツ着てないッスけど」

「いいんだよ。デザイナーなんてそんなもんだろ」

　金井はぶつぶつ言いながらも、トレーナーの上にデスクの中に丸めて入れられていたラフなジャケットを着る。しわくちゃのそのジャケットを着るぐらいなら、いっそトレーナーのままのほうが失礼じゃないだろう。

　しかしジャケットを着ないと、普ふ段だんよりももっと子どもっぽく見えてしまう。着ていれば皺しわもある程度はのびてくるだろうと希望を持って、そのことに関しては何も言わずに金井を伴ともなって外に出た。

「そう言えば、さっきの子ですけど」

　駅に向かって歩きながら、金井が思い出したように口にする。

「さっきの子？」

「ほら、社長が採用だって言った国友君スよ」

　馴なれ馴なれしい呼び方だと思ったが、そう言えば金井は二次選考で一度国友を面接している。

「今回は薄はつ給きゆうで準社員にもかかわらず、三十人以上の応おう募ぼ者がいましたけど、国友君が一番しっかりしてましたよ」

「薄給で悪かったな」

　俺は思わず愚ぐ痴ちるように言葉を返してしまう。

　給料を上げられるほどの儲もうけは正直まだ出せていない。俺の名前や会社の名前は少しずつ知られてきたが、それでもまだまだだ。

　結局、海外でどれだけ賞を取っても、学生時代にいろいろな仕事を手がけていたからと言っても、日本国内での実績がどれだけあるかで評価されてしまう。

　三年前は、その現実に挫くじけそうになっていたし、大学時代に自分が必死でやってきたことが無む駄だだったと思いこんでしまっていた。会社の借金は人件費を払はらうたびに嵩かさんでいき、社会経験もないまま社長の椅子に座った自分の浅はかさを何度も呪のろった。

　そんなときに舞まい込んだ嗚潟屋の新店舗の企き画かくは、起死回生を図はかるまたとないチャンスだった。

　しかし、デザイナーとしての自分の能力に対しては確かに自信を持っていたのに、いざ大きな仕事を任されたらなんのアイディアも浮うかばなかった。会社の社員全員の生活を背負っていると考えると、アイディアはどうしても自分らしくない無難なものにまとまってしまう。そんな保身に走ったデザインは、もちろんクライアントからダメだしの嵐あらし。何が悪いかなんてわかっていた。全部、俺のデザイン案が悪かった。

　だからあのプラネタリウムでの国友英次との出会いは、俺にはなくてはならない物だった。

　あのときプラネタリウムに行かなかったら、会社はとっくになくなっていただろう。でもその代わり、澱おりのように心の底に残る罪悪感は知らずに済んだのだろう。

「まだ二十歳だなんて思えませんよ。専門卒ですけど、作品はすごく良かったし……」

「まだ二十歳なのか？」

　大人おとなびた見た目や落ち着いた雰ふん囲い気きから、もっと上だろうと思っていた。

　ということは、三年前はまだ高校生だったということか。あんなデザインを高校生が…？

「僕、あの子知ってるんスよね」

「……へぇ。知り合いなのか？」

「個人的な知り合いじゃないです。彼、いろんなイベントに出てるんです。国友君、結構有名ですよ。アマチュアの世界で、ですけどね」

　アマチュアのアート系のイベントなら、俺もよく高校時代や大学時代に参加していた。

　高いブース代を払って、一日、二日のイベントで作品を売る。あれはある種の自己満足で、売れようが売れまいが参加するってことが楽しいのだ。

　俺が売っていたのは自分で作った家具だった。日本じゃあまり売れなかったが、海外のイベントではその家具が飛ぶように売れて、一日で三ヶ月分の家賃を稼かせぎ出したこともある。恐おそらく竹や葦よし簀ずを使った和風の家具が外国人に受けたのだろう。

　そう言えば日本に帰国してから、そういうものに顔を出した記き憶おくはない。

「インディーズバンドのＣＤのジャケットとか個人経営の店のウェブサイトとか、国友君が作った作品はいくつか見られますよ。興味有るなら教えましょうか？」

　そんなこと先ほどの面接の自己紹介では言っていなかった。多分、口にしなくても、受かる自信があったのだろう。

　社長の弱みを握にぎっているんだから、いちいち媚こびへつらって自己アピールする必要はないと考えたのかもしれない。

「画像ソフトはもちろん使えるよな？」

　普ふ通つう、どこのデザイン事務所でも採用条件としては有名な二種類の画像ソフトが使えることが必ひつ須すだ。それが使えないと話にならない。半年も仕事で使っていれば使いこなせるようになるだろうが、半年待つぐらいだったら最初から使える子を採用したいというのがどこの事務所でも本音だろう。仕事を教えるだけでも大変なのに、ソフトの操作まで教えていられない。

「履歴書に書いてありましたけど、読んでないんですね」

　金井の苦情を俺は無言で聞き流す。すると、金井は小さくため息を吐く。

「国友君は画像ソフトだけじゃなくて、製図用のソフトも使えますよ。でも、僕はパソコンでカチカチ作るよりも、自分でカッターで切ったりアクリルで色塗ぬったりして手で作る方が好きですけどね…」

　金井は未いまだに画像ソフトがうまく使えない言い訳のようにそう口にする。

　年齢こそ同じだが、金井は高校卒業後に一度普通の企き業ぎように就職し辞やめてから美大に入った。だからうちに入社してからは、一年と少ししか経たっていない。入社と言っても、金井も正社員ではなく準社員なのだが。

「好きならもっとちゃんと作れ。この間のやつ、運んでる最中に崩ほう壊かいしたって聞いたぞ」

　金井は「はは」と困ったように笑う。

　正社員にしてやりたい気持ちはあるが、技量はまだ未熟だし会社的にも余よ裕ゆうがない。ただ、人材派は遣けん会社にいたせいか人を見る目はある。

　金井がぱっと見て「すぐ辞めそうだな」と思った子は、三ヶ月も続かずに辞めてしまう。見た瞬しゆん間かんに辞める時の言い訳までびしりと当ててしまうから恐ろしい。

　金井の意見を無視して痛い目をみてからは、人事に関しては全面的に金井を信頼している。

　他ほかの面接者に関しても意見を交かわしながら、約束の場所に着くと金井はジャケットの皺を伸のばすように裾すそを引っ張りだした。

「今日会うのは嗚潟屋さんと誰なんスか？　次のクライアントを紹介して貰もらうんスよね」

　俺は名めい刺し入れを取り出して、中に名刺が入っているかどうかを今いま更さらながらに確かく認にんする。

　数えてみたらあと三枚しか残っていない。厚みがあったのでたくさん入っていると思っていたが、それは貰ったまま整理をしていない他人の名刺だった。会社に帰ったら、森田に名刺の追加を頼たのんでおく必要がありそうだ。

「嗚潟屋の田た崎さきさんの個人的な知り合いだよ」

　嗚潟屋の田崎部長は、三年前に俺に仕事を持ち掛かけた人でもある。だからあの時に日本ではなんの実績もない俺を信用し、俺のデザインを推おしてくれた田崎さんには恩がある。

　そんな人の紹介なのだから、どんな仕事であっても単純には断れない。

「つきましたよ」

　エレベータが開いて、嗚潟屋の経営する居酒屋が目の前に現れた。「わ庵あん」という店名のこの店の光と影かげを用いたこのデザインこそ、三年前俺が国友から盗ぬすんで作り上げたものだ。

　初めてこの店てん舗ぽを見たときに、嗚潟屋の社長は思わず感かん嘆たんのため息を吐ついたという。先方からの強い要求であった「高級な温泉宿に来たような雰囲気で、若者にも人気がでるような店」という課題を俺はクリアできたらしい。

「いらっしゃいませ、長月様」

　縹はなだ色いろの着物に麻あさ色の前まえ掛かけをした店員が顔を出す。

「田崎さんはもう見えてますか？」

「はい。先ほどお見えになりました」

　靴くつを脱ぬいで木目の美しい廊ろう下かに上がると、ぎしりと床ゆかが鳴る。

　わざとそうなるように設計してある。

　店は竹や古木が調和する落ち着いた色しき彩さいで統一した。床の木目の上に描えがかれた輝かがやく蕨わらびのような、渦うずのような金の図ず柄がらを辿たどれば店内の奥へと導かれる。廊下の両りよう脇わきには竹で三角かく錐すいを作り、その側面に和紙を貼はって中に電球をいれた置き行灯が、左右互たがい違ちがいに等間隔で配置されている。

「雪見の間になりますね」

　客席を仕切る舞まい良ら格ごう子しの隙すき間まが作り出す陰いん影えいが廊下に落ちて、アールヌーボー風の柄がらを木目の上に映し出す。作った当時はここまで想像していなかった。蛍けい光こう灯とうではなく柔やわらかくルクスを抑おさえた白熱灯の照明は、時々こんな風に想像しなかった面おも白しろい効果を与あたえてくれる。

　賽さいの目のようになっている廊下を進んで、「雪見」と札が掛けられている部屋の前まで来ると店員は立ち止まった。

「失礼致いたします。長月様がお見えになりました」

「おお、待っていましたよ」

　廊下に膝ひざを突いた店員がすっと格子戸を開ける。

「お久しぶりです、部長」

　俺がそう声をかけて頭を下げると、金井も慌あわててぺこりと下げた。

　室内には二名しかいない。部長と、新しいクライアントらしき人物だ。部長の傍かたわらに座っているその人物は、どう考えても水商売としか思えない風ふう体ていの男だった。

　俺が名刺を男に差し出すと、男も自分の名刺を差し出す。名刺には男が勤めているクラブの名前とその所在地が書かれている。

「美み木き透とう夜やです」

　名刺にも書かれた「美木透夜」という名前が源氏名か本名かは判断できない。

　自己紹しよう介かいを簡単に済ませて、空いている座ざ布ぶ団とんに座ると、料理が次々に運ばれてきた。打ち合わせでいつも利用するから店側も慣れたもので、適当にバランス良く料理を出してくれる。

　その料理に箸はしをつけながら景気の話をして、部長の息子むすこの自じ慢まん話を聞いた後に、部長は傍らに座る美木を俺達に簡単に紹介した。

「実はこれ、似てないけど俺の甥おいっ子でね。今まではホストとして働いてたんだけど、今度新しく店を出したいって言うんだ。それならってことで、こうして長月さんをお呼びしたわけですよ」

「いつもありがとうございます」

　頭を下げて部長に酒を注ぐ。

　なんの仕事かと思えば店舗デザインの仕事か。俺は「わ庵」以外の店舗デザインの仕事は断っている。今回も丁てい重ちように断ろうとしてから、先ほど会った青年の顔が頭に浮うかぶ。三年前の事で彼は俺を利用する気なんだ。だったら、俺だって彼に遠えん慮りよして店舗デザインの仕事を断る必要なんてない。

「うちの妹夫婦は水商売なんか冗じよう談だんじゃないって未だに認めたがらないけどね、いいと思うんだよ俺は。もうそういう時代じゃないでしょう？」

　最初はろくにしゃべらなかった美木だが、酒が進むうちに店のイメージやコンセプトを語り出す。それを聞いているうちに、時間はあっという間に過ぎる。

　そんなに遅おそくなるつもりはなかったのに、気付けば終電はなくなっていた。

　タクシーで金井を送り、家に帰ったのは午前三時だった。

「疲つかれたなー」

　ため息交じりにそう呟つぶやく。こんなに疲れているのに、今日は雑用ばかりで肝かん心じんのデザインの仕事は一つもこなしていない。といっても、このところ大きな仕事は入っていない。細こま々ごまとした単価の低い仕事ばかりだ。もっと営業を頑がん張ばらなければならない。

　本当なら新人を雇やとっている場合ではないのだが、古株の社員が産休と夫の転勤のために二名抜ぬけるので、補ほ充じゆうしないわけにはいかなかったのだ。

「営業か……」

　それを考えると、余計に体の疲れが増す。

　シャワーを浴びて、明日の予定を確認してから寝しん室しつに入る。その瞬間、目に入るのは海外で取ったトロフィーや盾たてだ。

　そして写真立ての中に飾かざられた雑誌の切り抜き。

　絶対に忘れるな、という想おもいで切り抜いたその記事は先ほどまでいた「わ庵」を扱あつかったものだ。名のある評論家に絶賛されているが、読んでいると嬉うれしいどころか気分は沈しずむ一方だ。

　───人のデザインを盗んで成功したことを忘れるな。

　でも、結局そんな風に飾る必要なんてなかった。それを見なくとも、忘れたことなんて一日だってない。

「今日はそのことばかり考えてたな」

　面接で国友に会って、金井から国友の話を聞いて、「わ庵」で食事をした。

　まるで俺を責めるため仕組まれたようなスケジュールだ。

「国友英次」

　口の中でぽつりと呟いてみる。そんな名前だなんて、今日まで知らなかった。三年前より背は高くなっていた。記き憶おくに残る声よりも少し低くなっているような気がする。

　もっとも三年前に一度だけ会った俺の記憶なんて、それほど信用できるものではないけど。

　国友自身のことはあまり思い出せないのに、今でもあの日見た彼のデザインは簡単に細部まで目の前に浮かびあがる。

　もともと和の様式美に憧あこがれがあったし、明確にそれをデザインに取り入れようとも考えていた。学生時代の研究テーマも東洋と西洋の合がつ致ちで、論文も何本も書いている。

　だけどいくら言い訳しようとも、国友のデザインがなかったら「わ庵」は作れなかった。

　俺が彼のデザインを盗んであの作品を作り上げたのは、どうしようもない事実なのだ。

「何度後こう悔かいしてんだよ」

　吐き捨てるようにそう呟く。

　俺が肩かた書がきのない、ただのデザイナーだったらあんなことは決してしなかった。

　社員全員の生活を背負う社長として、会社を潰つぶすわけにはいかなかったんだ。あの状じよう況きようじゃどうしようもなかった。俺にとって会社は父親の忘れ形見のようなものなんだ。

　だけど俺が盗とう作さくをしたなんて知ったら、父親は悲しむだろう。そう思ったら余計に胸が痛んだ。

「…どうしようもなかったんだ」

　苦々しくそう呟いて、写真立てをぱたんと倒たおしてベッドに入って布団にくるまる。

　こんな風に自己弁護に逃にげたとしても、面接で採用してしまったんだから、一ヶ月後には国友は会社に来るだろう。

　その時に自分はきっと素知らぬふりをして、国友に接するんだろう。

　そんな場面を想像したら、心底自分に嫌いや気けがさした。
















「本当に使える子ですよ。国友君って」

　辛しん辣らつな物言いが得意な森田が、満面の笑えみでそう口にする。

「へぇ」

　俺はオフィスの外に置いてあるサーバでいれたカプチーノを飲みながら、図面をチェックする。先日視察した美木の店の図面だが、やはり耐たい震しん強度の問題から中央に配置された柱は取れないようだ。

　頑がん固こなところがある美木を説得する手間を考えると、うんざりする。

「経理がしやすいように簡単なマクロ組んでくれたんですよ。すごく気が利きくんです」

　国友がうちに来て二ヶ月ほど経たったが、今やオフィスのアイドルと化していた。

　まず国友に陥かん落らくされたのは、教育担当の金井だ。現在では金井のほうが国友に画像ソフトの扱い方を教えて貰もらう始末だから笑えない。一度、金井に「教育係」という言葉の意味を教えてやる必要がありそうだ。

　次に陥落されたのは、父親の時代からいる古株デザイナーたちで、今時の子にしては礼れい儀ぎ正しさと謙けん虚きよさを持ち合わせた国友に骨ほね抜ぬきにされている。社員の多くは普段着で来ているのに、いつ打ち合わせに同行してもきちんと挨あい拶さつできるように、という理由で毎日スーツで出社する点も好感度をあげるのに一役買っているらしい。

　整った顔は冷たい印象を与あたえるし、どちらかと言えばよくしゃべるタイプでもないのに、社内の人間関係によく順応している。いや、順応しすぎていると言っても過言ではない。

「そうか、良かったな」

　図面を捲めくりながら言うと、森田は俺が話を聞いていないと判断して、怒おこったように手に持っていたカタログをどさりと置く。

「これ、先日社長が言ってらしたメーカーから取り寄せたシャンデリアのカタログです」

「んー…」

「あとこっちは見積書のファックスになります」

「わかった」

「本当に分かってるんですか？　また見積書無くしたとか言わないでくださいね」

　可愛かわいらしい顔をして口うるさい。そういうところも好きだ。同どう僚りようだったらとっくに口く説どいているが、恨うらむべきは上司と部下という関係だ。下手へたに口説いたら訴うつたえられかねない。

「かりかりしてると男にモテないぞ」

「今月で通算三回目のセクハラです」

　凍こおるような眼まな差ざしで睨にらみ付けられ、俺は素知らぬふりで視線を逸そらすと、カプチーノを啜すする。こんな軽口一つで訴えられたら堪たまらない。

　俺は森田の視線をかわすために、渡わたされたカタログをぱらぱらと捲る。

　美木は内装は全面的にうちに任せると言っていた。ある程度絞しぼり込むのはいいとしても、壁かべ紙がみや家具までこっちが勝手に決めてしまうというわけにはいかない。

　けれど美木は多た忙ぼうらしく、その打ち合わせですら電話で済ませられないのかと渋しぶっていた。自分の店に対する野望や理想はたくさんあるのに、どうも細かい話をするのは好きじゃないようだ。

「頼たのんだら全部やってくれるんだろ？」

　何度目かの打ち合わせの時、さも当然のようにそう言われた。

　こちらとしては、完成後に決して文句を言わずに請せい求きゆう金額を全額支し払はらうと念書でも書いて貰えれば一向にそれで構わない。

　しかし多くの施せ主しゆが「気が変わった」「新しいアイディアが浮うかんだ」「予算を切りつめたい」という理由で、当初聞いていたのとはまったく違ちがうような要望を口にする。

　ほぼ完成に近い状態で行う最後の打ち合わせで、そんな要望を口にされようものなら施せ工こう業者から文句を言われるだけでなく、店てん舗ぽのオープンに間に合わない場合もある。その際に契けい約やく不ふ履り行こうを理由に支払いを渋る施主もいる。

　だから打ち合わせは適度な回数を適度な間かん隔かくを空けて行うのが一番なのだ。

「社長、今時間大だい丈じよう夫ぶですか」

　金井が近づいてくる。珍めずらしくスーツ姿だと思ったら、今日は美木のところで打ち合わせだった。

「ああ、どうだった？」

　金井は肩かたを竦すくめた。金井の背後ではアクリルのケースに入った店舗の模型を持った国友が立っている。

「会議室で話すか」

　そう言って、携けい帯たいと図面だけを持って傍かたわらの会議室に入る。金井は椅い子すを勧すすめるまでもなく座ったが、国友は座れというまで座らない。こういうところが古株に気に入られる由ゆ縁えんなのかもしれない。

　国友がアクリルのケースを外すと、十分の一サイズのミニチュアの店舗が現れる。

　スチレンボードで作った壁かべや家具にはちゃんと柄テクスチヤーが貼はり付けてあり、完成予想がしやすい造りになっている。

「どうもこうも、内装はそのままでいいから、もっと客を入れられるようにしてくれっていわれましたよ」

「高級感あるイメージって聞いてたけどな」

　高級感と空間の関係は最初の打ち合わせのときに説明したはずだ。ゆったりと贅ぜい沢たくに空間を使い、一つのブースを広くすることで高級感が生まれると説明した。その時は納なつ得とくしたように頷うなずいていたが、ここに来てあの時の説得に対する反発が出てきた。

　こういうタイムラグは日常茶さ飯はん事じだが、何故なぜ今になって言うんだ、という不満はある。けれど、やはりそれが要望ならば聞かなくてはならない。金を出すのはクライアントであり、俺達はクライアントの「作りたい物を作りたいように作る」ことで金を貰っているのだから。

　もっとも、無茶苦茶な要求をさも当然と口にするクライアントに出会うと、その意見はときどき覆くつがえる。

「そこはパーティションをうまく使うしかないでしょうね」

　金井はそう言って、図面の中にパーティションをいくつか追加で配置する。

　パーティションと言っても、オフィスでよく使われている見るからに色気のない仕切り壁ではない。最近ではデザイン性に富んだものも多く出回っているし、オーダーメイドで作ることも可能だ。だけど、この家具の雰ふん囲い気きに合わせてパーティションを作るのは随ずい分ぶん大変そうだ。

　いっそ使わないで済ませてしまうのも良いいかもしれない。

「あと、このソファも追加ッスね」

　金井はそう言って図面の中に次々と家具を描かき足していく。そうなると、あっという間に店舗の中は窒ちつ息そくしそうなほど物であふれかえった。

「これじゃ、とてもじゃないけど無理だな」

　ため息をついてそう口にする。配置をもう一度考えなきゃならない。

　家具は海外から輸入する予定だ。美木からの要求は「とにかく豪ごう華かで派手な王様の部屋って感じにしてよ」だった。金井が用意した予算と納期の見合ったカタログは全すべて却きやつ下かされ、最終的に注文することになったのは、美木がどこからか見つけてきた輸入家具のカタログの商品だった。

　内装は全部任せると言っていたはずなのに、蓋ふたを開けてみれば色々な事に口を出してくる。

　販はん売ばい元に確かく認にんを取ったら、注文を受けて船便で輸入するそうだ。聞いたことのない会社の商品で店内の家具を統一するのは心底不安だが、クライアントが持ってきた話なんだから何かあったら責任は美木が持てばいい。一応忠告はしてあるのだ。そこまでこっちは責任を負えない。

「新しい見積もりはいつまでにできる？」

「美木さんに何点か確認を取る必要があるので、早くても今週中ですね」

　そう言った金井に俺はため息を吐ついて頭を搔かく。

　美木の携帯に電話をしてもいつも留守電だ。メッセージを入れても滅めつ多たにかけ返してこない。

　しかも美木は内装工事がすぐに終わるものだという認にん識しきを持っているらしく、オープンの日を勝手に決めている。日程的には相当きつくなりそうだ。

　施工業者がようやく決まったところなのに、気が早い。水商売やパチンコ屋の内装工事はときどき、限界に挑ちよう戦せんするかのごとく短時間で行われる事がある。しかし、結局のところは「時間」「質」「料金」のどれを優先させるかという話になる。どれかを優先すれば、残りはおざなりになってしまうのだ。

「一ついいでしょうか？」

　突とつ然ぜん、今まで黙だまって俺達の話を聞いていた国友が口を開く。

「どうぞ」

　許可を出せば、国友はまっすぐに俺を見る。やましい気持ちがある俺は、そんな風に見られると視線を逸そらしたくなってしまう。

「こういう仕事は通常前金を頂くものなんでしょうか」

　国友の質問に俺は思わず自分が入社したての頃ころを思い出す。

　森田や金井、他ほかの社員は散々褒ほめているがやはりまだ学校を卒業したばかりの新人だ。当たり前の事を知らないという事実に、なんだかほっとする。

「会社による。今はどこも前金で一部払はらってもらうだろうけどな」

「当社もですか？」

　そう尋たずねられて「施工業者に払う分は一応貰もらってるよ」と答える。

「施工業者には全額前まえ払ばらいしたほうが安くなるんだ」

　それにうちが契けい約やくしている施工業者は父親の代からつきあいがあるところだ。経営も安定している。〝前払いで全納していたが、施工業者が潰つぶれた〟という話はよく聞くが、そんな場合のための保険もかけてある。

　施工業者に払った金は予算の中に含ふくまれている。その分は前金として美木から貰っている。

「作品を作るときに業者に頼むことはないのか？」

　国友は「作品ですか？」と聞き返してくる。

「金井から聞いたんだ。それなりに有名なんだろ？」

　挑ちよう発はつするように、わざと嫌いやみに聞こえるようにそう聞いてみた。

　しかし、国友はそんな俺の思おも惑わくをものともせずに、平然と「いえ、大したことありません。それに業者が必要な作品は作りませんから」と口にする。

「大したこと有るよ！　国友君は県から推すい薦せん貰もらってベルギーの芸術祭にも出たんですよ！」

　金井が前半は国友に対して、後半は俺に対して言う。まるで自分のことのように誇ほこらしげだ。

　でも、国友が凄すごいことは金井よりも俺が知ってる。三年も前から知ってる。

「そうなんだ」

　投げやりであまりその話に乗り気じゃない俺を見て、金井は非難めいた眼まな差ざしを送ってきた。

「それだけじゃないんですよ。国友君はグラフィックだって水すい彩さいだって立体だってうまいんですから」

「いえ、本当に俺なんて大したことありません」

　力説する金井の言葉を遮さえぎって、国友が謙けん遜そんした。

「長月さんに比べたら、俺なんて足あし下もとにも及およびません。長月さんみたいな作品を俺も作りたいです」

　嫌みを最初に口にしたのは俺だったが、こんな風に切り返されるとは思わなかった。

　国友が口にする言葉は耳に痛くて反論すらできない。

　黙り込んだ俺を感動してるとでも勘かん違ちがいしたのか、金井は「まぁ、確かに社長も凄いと言えば凄いですよね。いろいろな賞を取ったみたいですもんね」と言う。

「お世辞は結構だ」

　話の流れを元に戻もどすために、俺は一番最初に作った見積書の控ひかえを見返す。当初の予算を大おお幅はばに出て、今ではその倍の予算が組まれている。これ以上家具が増えるようなら、また予算を修正しなければならない。

　ただでさえ家具が予算を圧あつ迫ぱくしているのだ。これ以上はもう無理だろう。

「増やすのは一ブースだけだ。面積的にもそれが限界だからな。あとで美木さんを説得しておけよ」

「えー…社長やってくださいよー…僕苦手なんですよ、あの人」

　金井は嫌いやそうな声を出す。

「お前に良いことを教えてやる。社長っていうのは動くんじゃなくて、人を動かす仕事なんだよ。分かったらつべこべ言わずに働け。馬車馬のように」

「うわー…」

　何か言いたげな目で金井がコチラを見たが、俺は素知らぬ顔で図面の中に追加された椅い子すとテーブルセットの幾いくつかに×をつける。

「どうせ家具は後で追加注文ができるんだ。それより、壁かべ紙がみはどうなってるんだ？」

「うちで決めたものでいいそうです。あと、シャンデリアの件はなくなりました」

「そうか、良かった」

　低い天てん井じようでシャンデリアなんか垂らしたら、息苦しい感じを与あたえるだけだ。なのに美木はその事にひどく拘こだわっていて、電球ではなく本物の蠟ろう燭そくを使いたいとまで熱弁していた。

　先ほどカタログを見直していたが、やはり普ふ通つうの天井につけて映はえるようなシャンデリアはなかった。

「僕や社長があんなに言ってもだめだったのに、国友君が言ったらすぐに了りよう承しようしてくれましたよ」

　そう言えば前に四人で話をしたとき、美木は異様に国友を気に入っていた。その時は初対面なのにもかかわらず、やたらと国友の肩かたや手に触ふれていた。最後には少し軽めの色にした方が良いと言いながら、国友の髪かみに触さわっていた。

　もしかしてそっちの気けがあるんじゃないだろうか。

　整った顔の国友なら、男女ともに人気がありそうだ。本人にすれば男に気に入られるなんて、迷めい惑わくなだけだろうけど。

「そうそう、忘れてました。国友君にウェブサイトのデザインも頼たのみたいそうです」

「何？」

「オープンした店の内装とかスタッフとかを写真で紹しよう介かいできるウェブサイトを頼まれたんですよ。一応、国友君はまだ入ったばかりだってことを言ったんスけど、国友君が良いいってきかなくて……」

「ふーん。まぁ良いんじゃないか？　何度か作ったことあるんだろう？」

　前に金井が言っていたから、実は国友の手がけたウェブサイトを調べてみた。フラッシュも使った凝こった作りだったが、全体的な印象はシンプルで統一感のあるデザインだった。

「はい」

「やり方は松まつ島しまさんに教えて貰え。美木さんのほうから具体的な話を聞いて、その話はすすめてくれて構わないから。ただ日程的にオープンには間に合わないって事は伝えておけよ」

「分かりました」

　メモを取りながら頷うなずく国友に、金井が「ちょっと社長と別件の話があるから、先にデスクに戻ってていいよ。一ブース増やすために配置考えておいてくれる？」と頼む。

　頷き、頭を下げて国友が部屋を出ると、その途と端たん金井がトーンを落として内ない緒しよ話ばなしするように身を乗り出す。

「国友君、最近すごく誘さそわれてるんスよ」

「美木さんにか？」

「はい。僕が側にいてもずっと国友君に話しかけてるし、食事とか買い物とか誘ったりしてるんスすよ。挙げ句、この間は嵌はめてた時計をくれようとしたりして……」

「貰ったのか？」

「流石さすがに国友君も断ってましたよ」

　金井は珍めずらしく深刻そうな顔をして「国友君を外した方がいいッスかね」と言った。

「今回はおまけみたいなもんだからな、外しても支障はないだろうけどな」

　でも、このままこのポジションに置いておけば、嫌いや気けがさして自分から辞やめてくれるかもしれない。こちらからクビにすることはできなくても、自分から辞めるなら恨うらまれなくていい。

「もう少し様子を見よう。向こうだって担当者がいきなり変わったら不ふ審しんに思うかもしれないしな」

「はい。でも国友君に後で話を聞いてあげてくださいよ」

「俺なんかより、教育係のお前の方がそうすべきだろうが」

　俺は国友にばかり構っていられないのだ。

　言外にそう含めて口にすると、金井は唇くちびるを尖とがらすようにしゃべる。もとが童顔なだけにそんな風にすると、本人には悪いがまるで高校生と話しているような気分になる。

「国友君、あんまり深いところまで話してくれないんスよ。この間も悩なやみを聞きに行ったのに、僕の方が国友君に相談しちゃって……」

「なんだよ、お前にも悩みがあるのか？」

「ありますよ、正社員じゃないし。社長はいまいち頼たよりがいないし」

　金井に頼りがいがないと言われるようじゃ、俺も終わりだ。自分が頼りがいのあるタイプだとは少しも思わないが、金井よりはましだ。少なくとも俺は新入社員に三点透とう視し図法の書き方なんて聞かない。いくら大学では日本画しかやってこなかったからと言っても、仮にもプロなんだからそのぐらいは難なくこなして欲しい。

「お前が正社員になれないのは一言多いからなんじゃないか」

「言わなきゃやってられませんよ。とにかく、国友君のこと、気にかけてあげてくださいよ」

「はいはい」

　金井は俺の返事に不満そうな顔をしたが、黙だまって資料を纏まとめて出ていく。その後ろに続いて会議室を出る。窓まど際ぎわにある国友のデスクを見たが、特に悩んでいる様子もなくてきぱきと仕事をしながら、向かいの席の松島さんと談だん笑しようしている。

　国友ほど、新人らしくない新人はいない。ミスをしたところを見たことがないし、手際も良い。まだ国友にデザインはさせていないが、会議には出席させている。意見を求められれば当を得たアドバイスを出すし、デザイナーとプログラマーの橋はし渡わたしもうまい。

　あいつがぎこちない雰ふん囲い気きなのは、せいぜい俺に対してぐらいだ。一番最初の印象こそ近寄りにくいが、社内の人間とうち解けるのは俺より早かった。

「俺よりもよっぽど人間関係が円えん滑かつだと思うけどな」

　うちの会社は店てん舗ぽデザインばかりしているわけじゃない。俺が来てからは手がけたのは「わ庵あん」だけだし、父親の時もブースデザインを除けばせいぜい数店舗手がけたきりだ。普ふ段だんの仕事はウェブサイトの制作だとか、カタログの制作、ポスター制作などの平面がメインだ。

　ウェブサイト制作ではデザインする人間と、デザインされた通りにコードを組む人間がいる。デザイナーだってある程度は制作できるが、動画や予約システム、在庫管理が絡からんだ注文フォームなどが来ると対応できなくなる。それはプログラマーの仕事だ。

　けれどデザイナーはあくまで自分のデザインを押し通し、プログラマーは要求仕様書もろくにつくれないデザイナーのあやふやな要求をひたすら退ける。

『デザインと違ちがうじゃないか』

『プログラム上不可能なんだから仕方がないだろう』

『それをどうにかするのがお前らだろう。画面の変へん更こうはもっとクワッという感じにしたいんだ』

『クワッてなんだよ！　見たことねぇよ！』

　そんな会話が日常茶さ飯はん事じに繰くり広げられている。

　多少の例外はあれど、普通はデザイナーとプログラマーの仲はどの会社でも悪い。イメージで物を考えるデザイナーと、コードで物を考えるプログラマーが相あい容いれないのは当たり前だ。

　けれどその仲が悪い連中の会議に国友を交ぜると、不思議とうまく纏まるのだ。

「まるで潤じゆん滑かつ油だ」

　思わず独り言を呟つぶやいて、俺は遅おそくなった昼飯を食うために財さい布ふを持ってオフィスを出る。

　エレベータで一階まで降りて、ビルを出ようとしたところで森田が帰ってきた。手に持ってる買い物袋ぶくろの中身はおそらく会社でつかう消しよう耗もう品だろう。

「あ、社長。もしかして今からご飯ですか？」

「そうだ」

「一いつ緒しよに行きます。私もまだ食べてないんです」

　森田がそう言って、俺の横に並ぶ。

「うなぎ行きませんか？　駅南においしい店ができたらしいんですよ」

　誘われるがままに歩いて駅に向かう。大通りから一本入ったところにあるその店は、ろくに看板もでていなかった。

　店らしいものといえば、黒に白しろ抜ぬきで店の名前が書かれた暖の簾れんと、引き戸に下げてある「商あきない中」の札だけだ。

　がらがら、と音を立てて引き戸を開けて中に入ると、お昼をとっくに過ぎたとはいえ、半分以上の席が客で埋うまっている。

　カウンター席に座って、うな重を注文してからおしぼりで手を拭ふいていると、森田がまた国友の話題を口にする。

「金井君から聞きました？」

「何を？」

「だから、セクハラですよ。国友君のセクハラ」

「勘かん違ちがいだろう。国友がお前にセクハラするとはとても思えないけどな」

　もうそんなに若くないんだから、と付け加えると「ぶっ殺しますよ」と普段会社では聞けないような低い声で森田が言った。こういうところが森田と金井は似てる。

「私じゃなくて、クライアントに国友君がされてるって話ですよ」

「ああ、あれか。なんだ、金井に聞いたのか？」

「聞きましたよ。髪かみ触さわられたり、腰こし触られたり、肩かた触られたり、食事に誘われたりしてるみたいじゃないですか！　挙げ句メルアドや住所聞かれたりしてるみたいですよ！」

　現場を見てないからなんとも言えないが、男同士でそれをセクハラだと言うのは難しい。

　確かに俺もなんとなく美木にはそういった傾けい向こうがありそうだとは思っていたが、美木の職業病だと思えなくもない。水商売の人間はみんな人ひと懐なつっこい印象がある。

「国友君が何かされたらどうするんですか！」

「国友のほうが向こうよりも絶対強いから安心しろ」

　青白い顔で始終軟なん派ぱな印象の美木が、国友を力ずくでどうにかするのは無理だろう。

　まぁ、不意打ちでキスぐらいは奪うばえるかも知れないが、おそらくそれが限界だ。

　一いつ瞬しゆん、二人がキスをしている嫌いやな場面を想像してしまって、思わず顔を顰しかめる。男同士のキスシーンを脳のう裏りから追い払はらおうと、出された熱い緑茶を飲んだ。

「はい、おまち」

　カウンターに出された盆ぼんを受け取って、タレが光るうなぎに山さん椒しようをかける。食欲をそそる匂においを楽しみながら、ご飯と一緒に一口食べると口の中に懐なつかしい味が広がった。

　そう言えば、うなぎを食べるのは随ずい分ぶん久しぶりだ。うなぎの脂あぶらと濃こいタレがじわりと染しみこんだ白米は、柔やわらかく香こうばしいうなぎの身と一緒に食べると最高にうまい。まさか六月にこんなにうまいうなぎが食べられるとは思わなかった。

「そんなこと言わないでもっと気にかけてあげてくださいよ。しっかりしてるように見えてもこの間まで学生だったんですよ。こういう問題は周りがサポートしてあげないと」

「わかったよ」

　言われてみれば確かにそうだが、あいつにサポートが必要だとは思えない。

「本当に分かってるんでしょうね」

「わかったって今言っただろ」

「大体社長はもっと社員とコミュニケーション取るべきです」

　旨うまい飯を食べてるときにお小言なんか聞きたくない。俺は森田と食べに来たことを後こう悔かいした。ただ、このうなぎ屋を教えてくれたことには感謝している。今度は是ぜ非ひ一人で来たい。

　飯を食べ終わって、会社に戻もどる道すがら森田がぽつりと言った。

「この間の新人みたいに国友君が辞やめたら嫌なんですよ」

　そう言われて、僅わずか数ヶ月で辞めた新人を思いだした。

「ちゃんと、国友君のこと考えてくださいね」

　森田の言葉にため息をついて頷うなずく。客観的に見れば俺は国友の上司として失格なんだろうか。それとも、森田や金井が過か剰じよう反応過ぎるのだろうか。

　国友に関しては私情が混じっているからよく分からない。正直、俺はあいつにあまり近づきたくない。脛すねに傷を持っているからというのもあるが、国友は俺のその弱みを利用しようとしている。だからあいつはうちの会社にきたのだ。いつ、どう向こうが仕し掛かけてくるか分からないというのに、そんな奴やつにわざわざ自分から近づきたいなんて思えるわけがないじゃないか。

「今日、飲みに誘さそってみるよ。そこで国友から話を聞く」

　それでいいだろ、というように森田を見たら笑え顔がおで「お願いします」と口にする。

　つくづく、あの男のコミュニケーション能力には舌を巻く。俺に対して社内で一番影えい響きよう力を持ってる森田を懐かい柔じゆうするなんて、大したものだ。

　会社に戻って、その日一日中飲みに誘う機会を窺うかがったが、なかなかタイミングが摑つかめない。

　退社時間が過ぎると、国友は荷物を纏めて席を立つ。仕方がないから、今まさに会社を出ようとしている国友をデスクに呼びつけた。

「なんでしょうか？」

「美木さんのことで話があるんだけど」

「はい」

　続きを促うながすように国友が俺を見る。まさか「セクハラされてるのか？」と社内で聞けるわけもない。そんなことしようものなら、後で森田と金井に給湯室に呼び出されて、説教されるだろう。

「今日、時間有るようなら飲みにいかないか？」

「今日ですか」

　国友は一瞬困ったような顔を見せる。そのことにほっとした。国友に何か用事があるなら仕方がない。それなら行かなくて済む。

「いや、都合が悪いなら……」

「いえ、行きます」

「無理をしなくていい」

「無理じゃありません」

　国友はそう答えると、極きわめて事務的に「何時にしますか？」と聞いてくる。

　この二ヶ月、俺はできるだけ国友と関かかわらないようにしてきた。同じ会社じゃそれも限界があるが、二人きりになったことは今のところ無い。今夜、初めて差しで話すことになる。

「そうだな、じゃあ…九時頃ごろでいいか？」

　俺は少し考えてから言った。九時なら終電までの時間は数時間。話が続かなかったとしても耐たえられる範はん囲いの時間だ。

　一体、国友は俺にどんな態度を取ってくるんだろう。三年前の事を責め立てて、告発する代わりにもっと好条件で働かせろとか、うちよりもっと良い事務所を紹しよう介かいしろとか言い出すかもしれない。

　だけど、どのみちそんなに逃にげてはいられないのだ。どんな要求を提示されるにしろ、早めに言ってくれた方が対策が取れる。

　この二ヶ月は蛇へびの生殺し状態で、いい加減ストレスが溜たまっていたんだ。他ほかの社員にはうち解けて軽口をたたき合ってるのに、俺の前じゃあからさまに身構えて、ただでさえ多くない口数が減る。そのくせ態度は丁てい寧ねいだから、はたから見たら新人が社長に恐きよう縮しゆくしている程度にしか見えないだろう。本当は心の底から俺を嫌きらって、軽けい蔑べつしてるくせに大した演技力だ。

　もっとも、あんなことをした俺が国友を責める権利なんてどこにもない。

「九時ですか」

　ちらりと国友は時計に目を向ける。

「俺の仕事はもう終わっていますから、何かお手伝いしましょうか？」

「特にないから、九時まで外で時間潰つぶしてくれていていいぞ。それとも一度帰るか？」

「そうですね…ちょっと考えます」

　あからさまに追い出すかのような言い方になってしまったが、ここで国友に見守られながら仕事をしても捗はかどる気がしない。

「どの辺りの店なら都合が良いんだ？」

「ここからも近いですから、わ庵あんの一号店が良いと思います」

　───いい神経してる。

「分かった。わ庵に九時だな。予約を取っておく」

「俺がしておきます。社長のお名前で予約をしておけばよろしいでしょうか？」

「ああ。じゃあ頼たのむ」

　まただ。国友は俺の前で畏かしこまった態度をいつも崩くずさない。周りからすれば国友はきちんとした礼れい儀ぎ正しい青年だ。だけど俺の目には慇いん懃ぎん無礼にしか映らない。どうせ俺のことを盗とう作さく作家とバカにしているに違ちがいないのに。

　それとも、それもこいつの復ふく讐しゆうの一つで、何も言わず俺が追い詰つめられていくのを見て楽しんでいるんだろうか……？

「では、あとでよろしくお願いします。お先に失礼します」

　国友は俺にそう言ってから、今度はオフィスのみんなに聞こえるように口にして頭を下げた。

「お疲つかれさまー」

　方々からそんな声が上がる。前はみんな無言で帰っていたが、国友が来てから挨あい拶さつする習慣ができた。認めたくはないが、オフィスに活気がでてきた気がする。

　森田は先ほど俺に社員とのコミュニケーションが足りないと言っていたが、それは社員間にも不足していたものだ。だけど国友が来てから、徐じよ々じよにそれも改善されている。

　人間関係も上手でデザイナーとしての才能もある。なんでもそつなくこなして、使える新人だ。まったく関係のない人間だったら、きっと部下として好きになれたんだろう。

「残念だ。……なんて、俺が口にしていい言葉じゃないな」

　それから九時までになんとか仕事を終わらせた俺は、残っていた社員を帰し、会社を閉めると「わ庵」に向かった。

　一号店は会社からタクシーで十五分の場所にある雑居ビルの一階と二階に居を構えている。

　週末の夜ということもあって、「わ庵」はなかなか繁はん盛じようしていた。

　出てきた店員に名前を告げると、二階の個室に案内される。この店の一階はブースとカウンターになっている。それぞれのブースは胸の高さまでの昔風の柘植つげの衝つい立たてで仕切られていて、座ざ卓たくの下は掘ほり炬ご燵たつのように足を伸のばせる作りになっている。

　案内された部屋の襖ふすまを開けて貰もらうと、国友が正座しているのが見えた。

「遅おくれて悪かった」

　その言葉に国友は「俺も今来たところです」と答える。

　一度家に帰って着き替がえてきたらしく、珍めずらしくスーツじゃない。

「何か頼んだか？」

「社長がいらっしゃったらビールと料理を持ってきてくれるようにお願いしてます」

「そうか」

　すぐに襖が開いて料理が運び込まれてくる。「わ庵」に来るのは美木との顔合わせの時、国友と再会した面接のあの日以来だ。あの時は一号店では無かったが、内装や料理は同じだ。

　とりあえず国友と乾かん杯ぱいをしてビールに口を付ける。

　運ばれてきた料理を食べながら、他愛たわいない会話をした。国友は適度に沈ちん黙もくを作らないように話題を振ふってくる。興味深い話題ばかりを国友が選ぶから、気が付けばいい気分で笑いながら酔よっぱらっていた。

　国友は三年前の話なんてしようとしない。二人きりになったら、必ずその話題を振られると思っていたのに。

　国友が切り出さない気ならとりあえず俺は美木の事で国友を誘った手前、その事を口に出さないわけにはいかない。

　腹も膨ふくれて、そろそろ頃ころ合あいかと思い、烏龍ウーロン茶ちやに口を付けている国友に俺はいよいよ「美木さんとは仲いいみたいだな」と切り出した。

「仲良くさせて貰っています」

「メルアドとか、住所も教えたんだって？」

「教えたのは会社名義のメールアドレスだけです」

「時計も贈おくられそうになったって聞いたけど」

「時計を褒ほめたら、その場で外してくれると言われたんですが、断りました」

　そう言えば美木は豪ごう華かな時計をしていた。長年使える良い物というよりも一見して高価だと分かるような装そう飾しよく過多な時計は、もしかしたら客からの貰い物かもしれない。

「金井や森田が君の事を心配してるんだよ」

「森田さんが？」

　国友は意外だというような顔をした。金井ほど接点のない森田に心配されているのが不思議なのかも知れない。しかし、それほど大きな会社でもないから、人間関係はわりと濃のう密みつだ。それに彼女の気質柄がら、年下の新入社員の心配をするのは不思議でもなんでもない。

　まさか、森田が国友に惚ほれてるってことはないだろうな。いくら国友が男前でも俺より一歳上の森田からしたら、国友なんて七つも年下だ。

「美木さんが国友君になにか、変な感情を抱いだいてるんじゃないかって」

「変な感情ですか？　俺は何も感じませんが……」

　些いささか困こん惑わくしたように国友が言う。

「そうか。ならいいんだ」

　困惑したような国友の顔を見ていると、なんだか恥はずかしくなってくる。俺は森田や金井に言われたから聞いたのに、まるで自分が間ま抜ぬけな勘かん違ちがいをしてしまったようだ。

「今のところ、困ったことはありません。でも…心配して頂いてありがとうございます」

　国友はどきりとする笑えみを浮うかべた。口の端はしを少し上げただけだというのに、嫌いやみなくらい格好いい笑い方に、本当にこいつは年下だろうかと疑いたくなる。

「うん、まぁ…困ったことがあったら言ってよ」

「はい。ありがとうございます」

　その言葉に邪じや気きがなかったから、国友が俺の前でいつも纏まとっている硬こう質しつな雰ふん囲い気きが和やわらいだから、もしかしたら国友は俺のことを恨うらんでないのかも知れないなんて考えが浮かぶ。

　でも国友が俺のことを恨んでなかったら、面接で「わ庵」を「長月さんらしいデザイン」なんて言うだろうか。今夜この店を指定するだろうか。

　もしかして、俺も国友に懐かい柔じゆうされかかってるのだろうか、と訳のわからないことまで考え出してしまう。

　だけど国友はその後も、三年前のことには一度も触ふれることがなかった。

「ただ、一つだけ気になることがあるんですが……」

　そろそろ頼んだ料理もなくなり、曇くもり硝子ガラスの猪ちよ口こに入った日本酒を舐なめるようにちびちびと飲んでいると、国友がそう切り出した。

「なんだ？」

「美木さんの後納金はいくら残っているんでしょうか？」

「後納金？」

　突とつ然ぜん想像もしなかった事を聞かれて、思わずぽかんとしてしまう。

「前金を頂いてると仰おつしやってましたが、どの程度支し払はらって頂いてるんですか？」

「ああ、あの話か。貰ってるのは施せ工こう費だけだよ。うちの取り分や、家具の購こう入にゆう代金の立て替かえ分は後納金の中に入ってるからな。どうしてそんな事が気になるんだ？」

「美木さんはとても良い方ですが、金銭面は少しいい加減な部分があるようです」

「どういうことだ？」

「一いつ緒しよに食事に行った時に、全すべてのクレジットカードが使用できませんでした」

　もしかしたらあまり金が無いのかも知れない。

「そうか、じゃあ少し気を付けてみるよ。でも、そんなに気にしなくても良いい。今回支払ってくれるのは美木さんじゃなくて、別の人間だからな」

　クライアントは美木だが、支払うのは保証人である嗚潟屋の田崎部長だ。保証人が付かなければ、前金に家具代も含ふくめていただろう。最初からそういう話になっている。本来の契けい約やく者は美木だが、返済能力から見て実質金を出すのは田崎部長だということは初めから決まっていた。

「そうですか」

　国友はそれでも考え込むような顔をしていた。ついこの間まで学生だったなら、この世界のシステムを理解できなくても仕方ない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。そんなに気にしなくても」

　そう言って俺は小こ振ぶりの瓶びんの底に残った日本酒を飲み干して、追加の注文を出す。

　国友はビールを一いつ杯ぱいしか口にしなかったが、俺はその後もたくさん飲んだ。

　二人で店を出たあと、飲み直すと口にした俺を国友が宥なだめる。もう最終の過ぎたバス停のベンチに俺を座らせて、国友は携けい帯たいでタクシーを呼んだ。

　さっきまでの楽しい会話を思い出すとここで別れるのが勿もつ体たいなくて、飲み足りないとだだをこねると「また今度つき合いますから」と諫いさめられる。

「なんでお前、酒飲んでもちゃんとしてるんだよ」

　支えてもらわないと、予期しない方向に足が進んでしまいそうな俺と違ちがって、国友は呂ろ律れつも足あし下もともしっかりしている。

「一杯しか飲んでませんから」

「苦手なのか？」

「好きですけど、弱いんです」

　酔っぱらって体てい裁さいを崩くずしている国友なんて想像できない。どんな風になるんだろうか。

　一度見てみたい。今度会社で飲み会があったら、無理矢理飲ませてみよう。

　国友が立ったままだったから横に座ればいいと言おうとした時に、若い男が俺達の目の前で足を止めた。明るい色の髪かみでそんなに背の高くない男は、国友を見て嬉うれしそうに近寄ってきた。

「英次！　お前近くで飲んでたのか？」

　俺の見たことのないそいつは、じゃれるように国友の腕うでに自分の両腕を巻き付ける。顔を見るかぎり、そいつも俺に負けないくらい酔っているようだった。

「純じゆん太た。久しぶりだな」

　俺が聞いたことのない様なくだけた声で国友がそう言う。

　純太と呼ばれた男は楽しそうに国友に話しかけていたが、不意にその視線が俺を捉とらえると、そいつの表情は見る見る歪ゆがんだ。まるで不ふ愉ゆ快かいな物を見たというような変わり様に、思い当たる節もなくただ驚おどろく。

　この男と知り合いである記き憶おくはない。なのに見知らぬ相手にそんな顔をされるなんて訳が分からなかった。昔の女性関係で誰かに恨まれている可能性は充じゆう分ぶんあるが、年ねん齢れい的にこの男と昔の女性関係は繫つながりそうにない。

「どういうことだ？」

　俺がそんな風にぐるぐる考えていると、国友を責めるように男が言った。

「なんでもない」

「なんでもなくないだろっ。何考えてんだよ」

　頭を振って男は俺を睨にらみ付ける。金井に負けず劣おとらず男にしては可愛かわいい顔をしている。今はつり上がった目がまるでリスみたいに大きい。

「まさか英次がこんな奴やつと……」

「純太、だまれ」

　いきなり険悪な雰囲気になった男を宥めるように、国友が男の肩かたを叩たたいた。男はぐっと唇くちびるを嚙かんで言いかけた言葉を吞のみ込む。

「すいません、ちょっと話してきて良いですか？　友達なんです」

「……ああ」

　国友は俺の了りよう承しようを得ると、純太と呼んだ男を連れて近くの交差点を曲がって消えた。

　一人ベンチに残された俺は、一体なんだったんだろうとあっけに取られて酔よいが少し醒さめた。

　ポケットから煙草たばこを取り出して一本吸い終わる頃ころに、国友が呼んだタクシーが来た。

　自動で開いた後部座席に近づくと、眠ねむそうな運転手が「どこまでです？」とぶっきらぼうに尋たずねてくる。

「連れがいるんだ。呼んでくるから、少し待ってて貰もらって良いいかな？」

　運転手は少し顔を顰しかめながらも頷うなずく。

　国友を呼ぼうと携けい帯たい電でん話わを取り出して、番号を登録していなかったことを思い出す。

　普ふ段だん、国友は金井とセットで動いているし、何か用事があるときは金井に連れん絡らくして金井から国友に伝えて貰っていた。俺は早足で国友が消えた交差点まで向かう。

　交差点を曲がっても二人の姿は見えなかった。どこに行ったのかと思いながら捜していると、一本脇わきを入った路地から先ほどの男の声が聞こえてきた。

「あいつと二人きりで飲んでたのかよっ」

　その声に足を止める。怒ど鳴なっている男を宥めるように国友が肩に触れている。背を向けた国友がどんな顔をしているのかは分からない。そして次に何か国友が言ったようだが、俺には聞こえなかった。

「俺があんなに言ったのにどうしてだよ！　なんでいつもそうなんだよ！」

　国友を焦じれったそうに見た男は、やり場のない怒いかりをぶつけるように怒鳴る。

「勘かん違ちがいだって何度も言ってるだろ。お前こそ、どうして俺の言うことを信じないんだ」

　呆あきれたように、少し苛いら立だつように国友が言うと、男はますます憤いきどおった。

「勘違いなんかじゃないだろ！　俺はっ……俺はっお前がまたあの時みたいになるんじゃないかって思って……」

　次し第だいに弱々しくなる声に、国友はため息を吐ついて宥めるようにその体を抱だきしめる。国友がそうするのを待っていたかのように、男の手は傍はた目めからも分かるほど強く国友の背中に回された。

「……心配しなくていい。もう大丈夫だ」

　純太という男は、明らかに俺と国友が二人でいるところを見て怒っていた。これじゃまるで痴ち話わ喧げん嘩かだ。

　抱きしめる腕を解いた国友は、かがみ込んで男の涙なみだを拭ぬぐった。その時に国友を見上げた男の目はあきらかに恋れん情じようを含んでいた。

　───何だよあれ……。

　見てはいけないものを見た気がして、俺は慌あわてて踵きびすを返す。国友がどんな顔をしていたかなんて知りたくない。なぜか見たくなかった。

「出してくれ」

　タクシーに乗り込むと、運転手は俺が一人であることに疑問を感じたようだが、何も言わなかった。車を出してから「どこまでです？」と再び聞かれ、俺は自分の家の住所を口にする。

　さっきまでは飲みたい気分だったが、なんだかそんな気分ではなくなってしまった。それに一人で飲むのも詰つまらない。

　タクシーは先ほどまで俺がいた道を通る。一いつ瞬しゆん路地の向こうに二人が見えたが、すぐに通り過ぎてしまった。

　あの二人は恋こい人びと同士なのだろうか。あの男は国友が浮うわ気きをしたと思いこんで、俺に嫉しつ妬としたんだろうか。

　そういえば、さっき国友は「困っていない」と言っていた。

　つまりそれは、恋人がいるから他ほかを見ることはない、という意味だったのではないか？

　それか、男には慣れているから困ることはない、という意味だったのだろうか？

　だから国友は美木に言い寄られても嫌いやじゃないのだ。もしかしたら、とっくに美木とも深い関係になっているのかもしれない。あんな高そうな時計を贈おくられようとするぐらいだ。

　セクハラなんかじゃなくって、合意の上だったんじゃないのか？

　───なんだ、心配したのが馬ば鹿かみたいだ。

　やっぱりあいつは腹の中じゃ俺のことを馬鹿にしていたんだろう。そう考えたら、俺は余計に国友の顔を見たくなくなった。
















　国友と飲みに行ってから一ヶ月後、俺は嗚潟屋の会議室で衝しよう撃げきの話を聞くはめになった。

「もう信じられない話だよぉ。だってあの人の懐ふところだけが膨ふくらんでいくんだからさぁ」

　課長は笑い交じりにそう言ってから、我に返ったように「これ、黙だまっててね」と口にする。

　久しぶりに見た課長はいつもより高めのスーツを着ていた。

　馴なれ馴なれしい話し方や、芝しば居いがかった口調はいつもの通りだ。

「何社から賄わい賂ろ貰もらってたか分からないんだよね。調査で俺も散々話訊きかれてさぁ。参っちゃうよねぇ」

　今日は鳴潟屋の新しい店てん舗ぽについて話す予定で、「わ庵」とは違ちがったコンセプトの店舗のデザインについての打ち合わせだった。

　だけど約束していたはずの田崎部長は来ずに、代わりに背が低く太めの課長がやって来た。

　そして課長は、何故なぜここに田崎部長が来ないのかを説明してくれたのだ。

「それで…どう、なったんですか」

　課長が話してくれたのは、田崎部長が取引先からの過か剰じような接待や賄賂を貰っていた事が、内部監かん査さで明るみに出たという話だった。田崎部長とは前に「わ庵」で美木を紹しよう介かいして貰い、その後電話で一、二度話したきりだ。その間にまさかこんなことになっているとは思わなかった。

「どうなったと思う？　長月ちゃん」

　俺は小さく首を振ふる。その先は聞きたくないが、もうすでに最悪の想像をしていた。

「クビだよクビ！　なーんか、弁明するときに不味まずいこと言っちゃって余計に社長の怒りを買ったみたいだよぉ」

「ク…ビ…？」

　呆ぼう然ぜんと口にした。部長がクビになったら、美木の件はどうなるんだ？

　一体誰が金を払はらうんだ？　クビになった部長に、払えるのか？

　今いま更さらながら、国友が言っていた美木のクレジットカードの話を思い出した。時計を質に入れさせれば何とかなるだろうか、ホスト時代に稼かせいだ金は返済できるだけの額残っているだろうか。考えても詮せん無いことをぐるぐる考える。

「まぁ当然でしょ。今まで賄賂で好き勝手やってきたんだから。どーも愛人とか囲ってたらしいよぉ。いい年して凄すごいよねぇ」

　課長はひどく上じよう機き嫌げんのようだった。部長がいたときはひたすら諂へつらっていたが、いなくなったらこの言い様だ。

「だから悪いんだけど、あの人が関係していた会社とか今どんどん切ってるんだよね。長月ちゃんのところも悪いけど、いったん見直しかな」

「見直しって…」

「うん。わ庵は当たったけど、次の新しい仕事頼たのむかどうかは分からないなぁ。悪いけどこれ、持って帰ってよ」

　そう言って、課長は持ってきたまま一度も開けられなかったファイルを俺の前に突つき返す。

「そんな、課長」

「そうそう、俺もう課長じゃないんだぁ。今度から部長になるからさぁ。もう色々忙いそがしくて困ってるんだよねぇ。断ったんだけど、どうしても俺じゃなきゃ駄だ目めだって言われちゃってさぁ。参った参った」

　課長は話は終わりとばかりに椅い子すから立ち上がって、俺のためにドアを開いた。

　出ていけ、という無言の仕草に俺は何も言えずに、持ってきた資料や鞄かばんを持ってそのドアを出る。

「でしたら、また今度よろしくお願いします」

「はいはい、また用があったら呼ぶよ」

　早く切り上げたいという気持ちをありありと滲にじませながら、課長はなおざりに返事をして歩き去っていく。

「お忙しい中、ありがとうございました」

　課長の背中に向かって機械的にそう口にしてから、俺はエスカレータに向かう。

　そのエスカレータが一階に着いたところでようやく我に返って、慌てて携けい帯たいで田崎部長にかけたが繫つながらない。

　賄賂を貰もらってクビなんて、おそらく解かい雇こだ。当然、退職金は貰えない。美木の支し払はらいはどうなるのだろう。こういうときに、親おや父じはどうしてたんだろう。

　焦あせる指で俺は自社に電話をかける。

『はい、長月デザインです』

　森田の声がそう告げた。

「俺だ。金井はいるか？」

『金井君は国友君と一いつ緒しよに美木さんとの打ち合わせに出てますけど』

　その言葉に舌打ちして通話を切った。金井の携帯に掛かけたら、三回目のコール音が鳴りやむ前に繫がる。

『はい、金井です』

　のほほんとした金井の声に、八つ当たりのように苛いら立だつ。

「美木さんはそこにいるのか？」

『美木さんですか？　それが打ち合わせの時間になっても来ないんですよね。電話も二、三日前から繫がらないし。何かあったんですか？』

　電話が繫がらないと金井から報告は上がってこなかったが、普ふ段だんから美木にはルーズなところがあったから、たとえ報告があったとしても気にしなかっただろう。

「部長が、クビになった」

　俺の言葉に金井が息を吞のむ音が聞こえた。

「家具はもう注文済みだよな。とりあえず今からでもキャンセルできるかどうか、向こうに問い合わせてくれ。可能かどうか聞くだけで良いい」

『わ、分かりました』

「それと、美木さんに電話して支払い方法について話せ。美木さんが捕つかまらなかったら、国友を残してお前は会社に帰って来い。国友には一時間待たせて美木さんが来ないようなら引き上げるように言え。いいな」

『は、はい』

「俺はこれから施せ工こう業者に確かく認にんを取って、とりあえず現状でストップして貰うようにするから」

　それだけ言って通話を切る。一ヶ月前の飲み屋の席で国友が心配していたことが、今更現実になった。七月のじわりと暑い日差しの中で、地下鉄に向かって歩きながら背中に嫌な汗あせが滲にじむ。

　立ち止まって冷静に頭の中を整理したいとも思ったが、そうも言っていられない。焦る気持ちのままに一度会社に帰ってから、前に貰った美木の名めい刺しに載のっているクラブに金井と向かう。

　繁はん華か街がいの雑居ビルの地下一階に美木の勤める店はあった。歩道から階段を下りて店のドアノブに手を掛けると、鍵かぎは閉まっていた。

　力任せにドアを何度か叩たたくと、施せ錠じようが解除される音がして不ふ機き嫌げんそうな男が顔を出す。

「どちら様？」

　そいつは白いシャツにスラックス姿で、胡う散さん臭くさいものを見るような目を俺と金井に向けた。

「開店前に申し訳ございません。美木さんと約束があったのですが、連れん絡らくが取れなくなってしまいまして。コチラのお店にいらっしゃいませんか？」

　男は警けい戒かいを解かずにじろじろと俺を見ながらも、質問の意味を考えるように首を傾かしげる。

「みき？　…ああ、美木ね。アイツならとっくに辞めてるよ。三ヶ月前かな。遅ち刻こくも無断欠勤も多いし、客にも不評でさ。ヘルプもまともに出来ないベテランなんていらないからな」

「三ヶ月前って……」

　金井が呟つぶやいてから、俺の方を引きつった顔で見た。

　美木は今月いっぱいでこの店を辞めることになっていたはずだ。

　俺達には今の店では充分に接客ができないから、自分のやり方でやれる新しい店を持ちたいと三ヶ月前に言っていたが、要はクビになるから自分の店を持とうとしたんじゃないか。

「住所、分かりませんか？」

「あー…、悪いんだけど一応そういう個人情報は教えられないんだよ。あんたらアイツに金でも貸してんの？　トラブルだったら店長のいる時間に警察と来てよ」

　そう言って男はばたんとドアを閉めた。

　呆然と立ちつくす俺に金井が「社長～、どうするんスか」と縋すがる。一いつ瞬しゆん頭が真っ白になった。

　どっちもクビじゃ、支払いは一体どうなるんだろう。クレジットカードの返済も滞とどこおっているような男が、今までの金を払えるだろうか。

　とりあえず、階段を上がる俺の後に金井が付いてくる。

　歩道に上がったところで鳴り出した携帯を手に取る。

『国友です』

　とっくに会社に戻もどっているであろう国友の声は、こんな時だというのにいつものように落ち着いていた。だけどその声を聞いていると、どうしてか分からないけど安心する。

「どうかしたの？」

『今、美木さんと一緒にいます』

「え？」

　予想外の言葉に思わずぽかんと口が開く。

『今から言う場所に来られますか？』

「あ、ああ。ちょっと待て」

　俺は手帳とペンを取り出して、国友が言うファミレスの名前と住所を空いている頁ページに書き込む。

「三十分で行く」

　通話を切って、丁度通りかかったタクシーを捕まえる。

　事情が吞み込めていない金井に国友が美木を捕まえたと話すと、金井はただでさえ丸い目をさらに丸くした。

「国友君、どうして美木さんを捕まえられたんですかね」

「色いろ仕じ掛かけでもしたんだろ」

　半分冗じよう談だんで半分本気の俺の言葉に、金井は笑いながら「森田さんに聞かれたらまたセクハラだって怒おこられますよ」と言った。

　それから笑えみを消して、沈しずんだ表情で俺に家具の件を報告する。

「インテリア業者の方なんですが、キャンセルは無理だと言われました。キャンセルできないからこの値段なんだって怒られました」

　ということは一週間後にはあの荷物が日本に届くのだろうか。

　あんなに高い家具なのに、向こうからみたらそれでも格安らしい。価値観の違ちがいは恐おそろしい。

　気落ちした金井を励はげますべきなのに、思わずため息が漏もれる。

「クーリングオフとかないんスかね……」

「クーリングオフっていうのは電話販はん売ばいや訪問販売のために設けられた制度で、カタログ販売には適用されないんだよ。大手の通つう信しん販はん売ばい会社は自主的にそういう制度を設けてるところもあるけど、義務じゃないんだ」

　俺の言葉に金井はぽかんとした顔で「じゃあ、どうするんスか」と口にする。どうするも何も、そんなこと俺が聞きたい。もう料金は向こうに払はらってあるし、向こうも商品は発送済みなのだ。うちが商品を受け取ればその時点で売買契けい約やくは終しゆう了りようする。

　美木から貰った前金は既すでに施工業者への支払いで無い。家具代を含ふくむ後納金分がまるまるうちの損害になる。

「最悪だな」

　部下に聞かせるつもりはなかった独り言が口から零こぼれる。

　それを聞いて金井は不安そうに眉まゆ根ねを寄せた。

　約束より数分早く着いて、車を降りてファミレスに入る。窓まど際ぎわの喫きつ煙えん席に国友と美木は向かい合う形で座っていた。俺達の姿を見てびくついた美木の手を、軽く国友が握にぎる。

　勇気づけるような仕草だが、やはり二人の間に何かあるのではと勘かんぐってしまう。

　じゃなきゃ国友だけが美木と連絡が付いた理由が分からない。ただの取引相手にしては二人は親密過ぎる。

　美木は立ち上がって俺の前まで来ると、言葉を探すように視線を泳がせた後で「すいません、この話、なかったことにしてください」と言ってきた。

　金井は俺の後ろで「マジかよ」と呟く。

「金出してくれるはずの叔父おじさんがクビになっちゃって、今向こうの家大変で。浮うわ気きがばれちゃって、叔母おばさんは離り婚こんするって言ってて、慰い謝しや料りようとか養育費とかあるみたいで……」

　その言葉に課長が愛人を囲っていたと話していたのを思い出す。

「俺も金なくて、今破産の手続きしてるんで、そのうち裁判所から通知行くと思うんで、だからこの話、なかったことにしてください」

　なかったことにしてください。その一言で全部なかったことになるなら、俺の方がそうしたい。これから美木の代わりに施工業者に事情を説明して、インテリア会社とも話をしなきゃならないんだ。

　だけど今回の仕事に関かかわった全員が「なかったことにしてください」の一言で納なつ得とくしてくれるわけがない。子どものごっこ遊びじゃないんだ。そんなので、なかったことになるわけない。

「本当にすいませんでした」

　頭を下げる美木を見ながら、とりあえず弁護士に相談しなきゃならないと考える。

　これ以上こいつと話していても無む駄だだ。殴なぐりたいし、逃にげようとしたんだろうと、その無責任さを詰なじりたいと思った。

　でも結局そんなことをしても、どうしようもないことは俺にだって分かっている。

　美木が自己破産をしたらもうそれまでだ。業者は泣なき寝ね入いりするしかない。この業界じゃ珍めずらしくもない話だ。だけど、保証人である田崎部長が潰つぶれるなんて予想もできなかった。

「あんた、最悪だな」

　思わずそう言った俺に、美木は泣き出す。だけど美木はまだましだ。自己破産したら全すべて借金は綺き麗れいになり、返済義務も消えるんだから。

　大変なのはうちの会社だ。嗚潟屋との契約も切られて、この先どうしたらいいんだろう。美木の泣き声を聞きながら、いっそ俺が泣きたいと思った。
















　───あれから一ヶ月。

　じわじわと蟬せみのうるさい八月の暑い日に、俺は路上に横付けされたトラックから降ろされる荷物をチェックしていた。リストの全てにチェックをつけたら、これから中で緩かん衝しよう材ざいを取ってから傷の有う無むを確かく認にんする作業が残っている。

「三階でしたよね？」

　首のタオルで汗あせを拭ふきながら確認してくる業者に頷うなずいて、俺は一足先に上の店てん舗ぽに向かった。

　捨てる神あれば、拾う神ありとはまさにこのことだ。

　悪いことが続いた後には良いことが続いた。

「魔ま法ほうでも使ったのか？」

　俺は椅い子すやソファをエレベータから降ろす業者を手伝う国友を見ながらぽつりと呟く。ロココ調の豪ごう華かな椅子やソファが次々と店舗の中に運び込まれていく。

「これ、ここでいいですかー？」

　そう聞かれて、青い制服を着た運送業者に「もっと寄せてください」と指示を出す。

　内装工事が再開されたのは美木がこの店舗を新しいオーナーに譲じよう渡としたからだった。一体いくらで譲渡したのかは知らないが、その新しいオーナーは家具の代金を含めた残りの金額を前まえ払ばらいで全額納入してくれた。

　そしてその新しいオーナーを見つけてくれたのは、今業者と一いつ緒しよに汗を流して家具を運ぶ国友だ。

　それがうちの会社にとって、一つ目の良いことだった。

　粗あら方かた内装が完成して業者の人間が出ていき、全体的なチェックをしていると取り付けたばかりのドアを開けて、新しいオーナーが入ってきた。

「どうも、ご苦労様です」

　そう言って頭を下げた新しいオーナーは店を見て「ああ、良いいですね。すごく良いです」と手放しで褒ほめると、ソファに座ったりランプシェードの傾かたむきを変えたりする。

「気に入って頂けて何よりです」

「本当は自分の店を持つのはまだ早いと思ってたんですけど、英次君に説得されて良かったです」

「国友が？」

「ええ、でも言われてみれば確かに、こんなに良い条件は滅めつ多たにないですから」

　そう言うところを見ると、美木は二束三文でこの店をこの新しいオーナーに譲渡したのかもしれない。仮にそうだとしても、破産管財人からしても、美木にとっても、この男にとっても、うちにとっても喜ぶべき事だ。

「失礼ですが、国友とはどのような知り合いですか？」

　俺の言葉に新しいオーナーは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような顔をしてから「それは英次君に聞いてください」と笑う。国友に聞いたが教えてくれなかった。

　水商売系の友人なんてどこでどうやって作るもんなんだ？　まさか美木に関係するような人物なのか？　もしかしたら美木の店で働くことになっていたホストか何かなのだろうか？

　店舗の引き渡わたしが終わってから国友に再度聞いたが、なんとなくはぐらかされてしまった。

　まぁ、無事に金も入ったのだから、俺にとってはどうでもいいことと言えばどうでもいいことだ。

　夜になってから会社に戻もどったら、森田が死にそうな顔でデスクに突つっ伏ぷしていた。

「もう、電話鳴りっぱなしですよ。取材の依い頼らいからデザインの依頼の電話まで、纏まとめて社長の机の上に置いておきましたから見ておいてくださいね」

　これが二つ目の良いことだ。

　先日、国友が現代美術館主しゆ催さいの公こう募ぼ展で空間デザインの賞を取った。まさかそんなものに応おう募ぼしていたとは知らなかった。新聞にも載のったし、その手の雑誌でも取り上げられた。そのお陰かげで、うちの会社に取材や依頼の電話が何十件もかかってきている。

　嗚潟屋なんて真っ先に電話をかけてきて「この間の話ねぇ、すすめたいんだけど時間あるかなぁ。上が乗り気でねぇ、俺も長月ちゃんのところなら心配ないって思って推おしておいたよ」なんて調子よく言っていた。

　それもこれも全部国友のお陰だ。

「とりあえずそれは明日見るとして、今から飲みいくぞ。もう今日は仕事したくない」

　美木の事が片づいた打ち上げだ。週末ぐらいはぱーっと飲みたい。

「何言ってるんですか。今日は安あ陪べ先生の個展のレセプションパーティに顔を出さなきゃならないって言ってたじゃないですか、もう」

　森田に言われて思い出した。安陪遥はるかは大学時代の同期で、今はフリーのデザイナーをしている。俺にとっては良きライバルであり、友人だ。

　今になって行かないなんて言ったら、安陪に殺されかねない。

　それに安陪には噂うわさの国友を連れてこいと言われている。

「じゃ、花でも買っていくか」

「もう会場に送ってあります。タクシーも手配してあります」

　有能な森田に感謝しながら、まだ会社に残っている社員に労ねぎらいの言葉をかけてから国友を連れてタクシーに乗った。

「悪いな、疲つかれてるのに連れ回して」

　ここ連日、国友は恐おそろしく忙いそがしい。取材の件もあるし、授賞式や受賞者のためのパーティもある。それに今日引き渡しが終わった新しいオーナーとの打ち合わせは、金井ではなく国友が担当していた。

「いえ、安陪遥先生の個展は見てみたいと思ってましたから」

　国友が安陪の名前を知ってるのは意外だった。安陪も先日国友が取った賞を過去に受賞しているから、その関係で知っているのかも知れない。

「そうか、それなら…良かった」

　見てみたいと思っていたというのはもしかしたら社交辞令かもしれないが、そう言ってくれたことにほっとする。

　レセプションパーティは個展を開く会場で行われている。入り口や会場には所ところ狭せましと花が飾かざられていた。中にはうちの会社が贈ったものもある。

　会場ではグラスや皿を片手に作品を見ている人たちでにぎわっていた。安陪は忙しく来客者に挨あい拶さつして回っている。あいつにしては珍しくちゃんとした格好をしているようだ。

　俺と目があったが、安陪は会え釈しやくしただけだった。

　おそらく「後で」ということなのだろう。俺は軽く頷いて見せると、料理が並んだテーブルに近づき皿に料理を盛る。国友と一緒に食べていると、しばらくしてから安陪がやってきた。

「悪いな、忙しいのに」

「そうでもないよ。それより個展おめでとう」

「どうも。まぁ大して目め出で度たくもねぇけどな」

　挨あい拶さつ回まわりが苦手な安陪はそう言うと、セットした髪かみをいつものようにばりばりと搔かこうとしたが思い留とどまる。

「おい、紹しよう介かいしてくれよ」

「国友、この熊くまみたいなのが安陪遥だ。見かけはむさ苦しいが意外に繊せん細さいな造りのものが好きなんだ。可笑おかしいだろ」

　俺が国友にそう紹介すると、ただでさえ細い目をさらに細めた安陪に軽く睨にらまれる。

　遥という名前の持つ優ゆう雅がな雰ふん囲い気きはまったくない。いっそ「権ごん兵べ衛え」だとか「鉄てつ男お」とかの方が似合う。

「それでこっちがうちの新人だ」

「これが例の子か」

　興味深そうに安陪が国友をじっと見る。

「はじめまして、国友英次です」

　頭を下げた国友に安陪は笑いながら手を差し出す。二人の間で握あく手しゆが交かわされた後、安陪はまた誰かに呼ばれて席を外す。腹も膨ふくれたし、安陪に国友を紹介することもできた。いい加減疲れていたので適当に会場を見て回ってから帰ろうと思い、国友を誘さそって安陪の作品を見ていたらいつの間にかはぐれてしまった。

　狭せまい会場だからそのうち会えるだろうと思って特に気にもせずに、安陪の作った照明器具や実用的とは思えないソファを眺ながめていると、背後から安陪に肩かたを叩たたかれた。

「写真で見るより格好良い子じゃないか」

　安陪は髭ひげ面づらをにやりと歪ゆがめてそう言った。一見またぎのようなこの男が〇・一ミリの誤差も許さない完かん璧ぺき主義者だなんて誰も思わないだろう。人は見かけじゃ判断できないとはよく言ったものだ。

「写真？」

「新聞に出てただろ」

　そう言えば文化面に載った小さな白黒写真は解像度が粗あらくて、よく分からなかった。

「どこの出だ？」

「専門学校だよ」

「ふーん、それじゃ周りのやっかみもひどいだろうな。怖こわい先生方にいじめられないように守ってやれよ」

「言われなくても」

　どうせ、俺にはそれぐらいしかあいつにしてやれることなんてないだろう。仕事じゃフォローするどころかフォローされてるんだから、せめて業界の人間関係ぐらいは面めん倒どうを見てやりたい。

「向こうで真ま柴しば夫人に早さつ速そく声をかけられてたぞ」

　安陪は内ない緒しよ話ばなしをするように、俺の耳元に顔を近づけて囁ささやく。

「それは大変だな」

　俺より十歳も上だが、彼女はこの業界で有名な美人画家だ。俺も彼女には熱ねつ烈れつに気に入られているが、流石さすがに人間国宝に指定されている巨きよ匠しようの奥方に手を出すほど向こう見ずじゃない。

　───国友は女性にも興味があるんだろうか。

　あるとしたら、真柴夫人は相手が悪いということを忠告しておかなければ。

「まぁ、彼女も本気じゃないと思うけどな。どうせ本命はお前だろう」

　安陪の言葉に俺は小さく肩を竦すくめる。未亡人になったら一度くらいお手合わせ願いたいが、今は指一本触ふれる気にもならない。面倒事はごめんだ。

「女連中はお前のどこがいいのかね。大学時代だってケイティやシンシアはお前に夢中だったよな。顔が良いのは認めるが、事なかれ主義の面倒くさがりだし、お前が美術をやってなきゃ俺は絶対友達にはならなかった」

　安陪が出した名前を聞いてもピンと来なかったが、安陪とよく一いつ緒しよにいたブロンドの子たちだろうか。

「ロスではあんなに米を分けてやったのに酷ひどい言いぐさだな」

「夕飯時になると来る厄やつ介かいな日本人がいたせいで食費が嵩かさんで米が買えなくなったんだ」

　安陪は呆あきれたように「食べることも忘れて作品の制作をして倒たおれられるよりはましだったけどな」と言いながら俺の頰ほおをするりと撫なでる。

「相変わらず、陶とう器きみてぇに血の通ってない顔してやがる。ちゃんと食ってんのか？」

「食べてるよ」

　大学時代に一度だけ安陪の前で倒れたことがある。あの時はいくつも仕事を抱かかえていて、学校の授業や賞に応おう募ぼするための作品制作も重なって、三時間程度しか睡すい眠みんを取らない日々が続いていた。忙しくて食べる暇ひまがないというよりは食欲もあまり湧わかなくて、何日もろくな物を食べていなかった。

　アパートの階段で倒れたときに、背後にいた安陪が支えてくれなかったらと思うと今考えても恐ろしい。

　あれ以来、安陪は何かと俺の食生活を気に掛かけている。

「ちゃんと栄養のあるもの食べてるならいいけどよ」

　栄養のあるものってなんだろう。そう言えば最近はまた忙しさを理由に夕食をインスタント食品やジャンクフード、コンビニ食にしているがあれは栄養のあるものには入らないんだろうか。

「そうそう、この間うまいうなぎ屋みつけたから今度行こう」

　このまま話をしていると食生活がばれてしまいそうで、誤ご魔ま化かすように食事に誘う。

「良いな、時間が空いたら連れん絡らくしてくれよ」

　日本食が何より好きな安陪はそれを聞いて、にやりと笑うと来たばかりの客を持て成すためにまた俺のそばを離はなれる。

　俺は先ほど国友が真柴夫人に声を掛けられていたという話を思い出して、国友の姿を捜す。

　背の高い国友を見つけるのは大して難しくなかった。隅すみの方で初老の男と話している。もしかして早くもベテランの先生方に目を付けられたのかと、慌あわてて側に行ったら予想外な会話が聞こえてきた。

「あんな小さな事務所じゃ、ろくな仕事が回ってこないだろ？　うちに来ないか」

　そう言って名めい刺しを差し出す初老の男の顔はどこかで見たことがあった。確か、関西の方を拠きよ点てんに活動している店てん舗ぽデザイナーだ。彼自身建築士の免めん許きよは持っていないが、その代わりに共同経営者は一級を持っていると聞いたことがある。

　店舗デザインをやる人間に、建築士の資格取得は義務じゃないが、やはり無いよりは有る方がいい。俺は一応免許を持っているが、同業者では二級すら持っていない人間も多い。もっとも施せ工こう業者がちゃんとしたところなら、デザイナーが免許なんて持って無くても、そう問題はない。

「正社員ですら無いっていうじゃないか。うちなら、はるかに良い条件で君を雇やとえるよ」

　国友は男が差し出した名刺を受け取る。二人ともすぐ近くにいる俺の存在に気付かないようだ。

「ありがとうございます。少し考えさせてください」

「もっと詳くわしい話がしたいな、良かったら…」

「国友」

　俺は人混みをかき分けて、国友の腕うでを摑つかんだ。

　初老の男は少し気まずそうな顔をしたが、国友は顔色一つ変えなかった。

　もしかしたら俺が近くにいるのを知っていて「考えさせてください」なんて言ったんだろうか。

　───冗じよう談だんじゃない。今国友を奪うばわれてたまるか。

　今度の雑誌の特集では、国友と一緒に俺も取材されることになってる。そうなればどれだけの宣伝効果になるか知れない。それに今、いろいろと仕事が舞まい込んでいるのは国友のお陰なのだ。ここで手放したら、全すべてが駄だ目めになる気がする。

　国友がいなくなったら……会社はまた傾かたむいていくのではないか。

　そんな恐きよう怖ふ心から、知らず知らずに国友の腕を握にぎる力が強くなる。

「明日も早いから帰るぞ」

　国友と話している男には気付かないふりをし、国友だけを見てそう言う。明日は休日だから、お互たがい仕事の予定は入っていないが、この男から国友を引き離すために吐つく噓うそに罪悪感はない。

「もう帰るのか。是ぜ非ひ電話してくれ、今度はもっと詳しい話をしよう」

　男はそう言って人混みに紛まぎれる。俺は国友の腕を引きながら、人がひしめく会場を抜ぬけ出す。

「安陪先生にご挨あい拶さつしなくても大だい丈じよう夫ぶですか」

　会場を出て、贈おくられた花が両側にひしめく廊ろう下かを歩きながら国友が口にする。

「いいんだよ」

　安陪はそんなこと気にしない。それぐらいで不満を抱いだくような器うつわの小さい男ではない。

　それに今はそんなことどうでもいい。

「なぁ、国友」

「はい」

　さっき貰もらった名刺に電話をかけるつもりなのか。少し考えるって、社交辞令だよな。うちの会社辞やめないよな。正社員になりたいならしてやる。給料をあげてほしいなら、考えるから。だからうちの会社辞めたりするなよ。

　喉のどもとまででかかった、言葉を吞のみ込む。

　こいつにとって俺の存在はただの盗とう作さく犯だ。でも入社から数ヶ月経たつのに何も言い出してこない。もしかしたら忘れているのかもしれないし、俺が盗ぬすんだことに気づいていないのかもしれない……。

「───俺の家に来いよ。誰かと飲みたい気分なんだ」

　俺の命令のような誘さそいに国友は「分かりました」と頷うなずいた。

　どうやって国友を引き留めたらいいのかとひたすら考えた。とりあえず説得するにしても、自分を嫌きらっている相手をどう扱あつかえばいいのか分からない。

　通りでいつものように国友がタクシーを捕つかまえる。先に乗り込んで運転手に行き先を告げた瞬しゆん間かん、ふいにこの間のことを思い出した。

「わ庵あん」で飲んだ後に国友は男と痴ち話わ喧げん嘩かをしていた。そうだ、美木ともやたらと親しかったじゃないか。美木は国友を体で陥かん落らくしたのかも知れない。だから国友は最後まで美木に優やさしかったんじゃないのか？

　破産した美木の負担が軽くなるように、新しいオーナーまで見つけてきてやったのは何か関係があったからじゃないのか？

　───だったら俺も……。

　俺が体を差し出したら、こいつは俺のために何かしようとしてくれるだろうか？

「ははは」

　思わず自分の浅はかさを笑う。

　───盗作の次は体で取り入ろうとしてるのか。相変わらず馬ば鹿かな考えばかりする。でも今はそれくらいしか思いつかない。

　三年前も会社のことを考えてあんなことをした。未いまだにあのことをひどく後こう悔かいしてる。しなきゃ良かったと悔くやんでる。だけど、三年前に戻もどってもきっと俺は繰くり返すんだろう。だって、今また馬鹿なことをしようとしてるんだから。

　いや、あの時よりももっと悪い。社員のための前に、考えているのは自分の会社のためだ。

「どうかしましたか？」

「別に。ただ……ただの思い出し笑いだ。気にするな」

　国友はそれきり黙だまり込んだ。

　俺はさりげないふりで、国友の肩かたに寄りかかる。嫌いやがるそぶりは見せなかった。目を閉じて、国友の体温を感じる。

　男に抱かれたいとも抱きたいとも思ったことはない。だけど、これが男の体温だとわかっていても引き返す気にはなれなかった。

　タクシーがマンションに着いても、俺は心変わりをせずに国友を部屋に連れ込んだ。ドアの鍵かぎをしめたところで、俺は背を向けたままの国友に抱きつく。

「どうかしましたか？」

　真っ暗な部屋の中で国友が俺に言う。あくまで会社に居るときと変わらずに、国友は冷静に自分の腹に回された俺の手に触ふれる。

「なぁ、お前男好きなんだよな…」

　そうじゃなかったらどうしようと最悪の事態を想像しながら問いかける。これであの純太という男とただの友人だったら、俺はとんだ間ま抜ぬけだ。でもそれならそれで、酔よったせいにしてしまおう。安陪の個展で飲んだ一いつ杯ぱいだけのグラスワインを、この馬鹿げた行動の理由にしてしまえばいい。

「長月社長？」

　訝いぶかしげに国友が俺を呼ぶ。俺はジャケットを脱ぬいで、ネクタイも取る。袖そでのカフスを外して、ワイシャツのボタンに手をかけて脱いだ。ベルトに手を掛かけた俺の手を国友が押さえる。

「酔ってるんですか……？」

「お前がいなくなると困るんだよ」

　俺の手首を摑む国友の指に唇くちびるを押しつけ、舌で指を舐なめた。視界の隅で、国友が驚おどろいている顔が見える。

　そんな顔もできるのかと思った。

　いつも冷静で動じない国友が、そんな顔をするのを見るのは悪くない。さっきまではこれから自分がしようとしている事を考えると、憂ゆう鬱うつでたまらなかったのに少しだけ楽しくなった。ランナーズハイのようなものかもしれない。

　国友の顔に嫌けん悪お感や憐れん憫びんが浮うかんでいないのを知ってほっとする。

「会社が倒とう産さんしたらさ、他ほかの社員だって食べていけなくなるんだよ。松島なんて子ども生まれたばかりだしさ、西川さんだって家買ったばっかりだろ」

　俺のことを嫌っている国友に俺を抱かせるために、逃にげ道を塞ふさぐように会社の人間の名前を引き合いに出す。

「社長がこんなことしなくても、俺は辞める気なんてありません」

　口では何とでも言える。だけどそれを信じられる保証なんてどこにもない。うちの会社に国友をつなぎ止めておけるだけの魅み力りよくがあるとは思えない。だったら、国友の弱みを握ればいい。うちの会社に居ざるを得ないような理由があればいい。俺と寝ねたという事実は諸もろ刃はの剣つるぎだけれど、それでも充じゆう分ぶん国友を引き留められるような気がした。

　国友が辞めると言いだしたら、純太や家族に体の関係をばらすと脅おどせばいい。

「そんなんじゃ信用できねぇんだよ。黙って俺のこと抱けよ。それとも抱かれる方がいいか？　なぁ、美木みたいな奴やつでもお前は見捨てなかっただろ。だから俺達のことも見捨てるなよ」

　国友がなにかまたごちゃごちゃ言う前に俺はその唇を塞ぐ。眼鏡めがねがかちゃりと当たった。それでも構わずに舌を入れた。

　唇を合わせて知った。国友は俺よりも背が高い。意識したことなんてなかった。

　歯列の間から舌を入れる。それを絡からめながら、国友のネクタイを取ってシャツのボタンを外す。硬かたい胸むな板いたを手でなぞってベルトに手を掛けると、国友がまた俺の手を摑つかんだ。

「なんだよ」

「本気でするんですか？」

　確かく認にんするように国友が聞いてくる。自分に言い聞かせるように、強い口調で俺は「するよ」と言った。

　国友はそんな俺に対して、諦あきらめたようにため息を吐く。

「寝しん室しつ、どこですか」

　吞のみ込みが良くて助かる。俺は何も言わずに、国友の手を引いて寝室に向かう。

　ドアを開けて、ダブルベッドに国友を誘った。カーテンを閉めた部屋は真っ暗で何も見えないから、サイドボードの上のランプを点つける。オレンジの光が、国友の顔を照らす。

　引き出しからゴムを出して、ランプの足の上に置く。男同士のセックスがどんなものなのか具体的には知らないが、とりあえずゴムは必要だろう。

　顔を上げると、ふいに国友と目があった。見つめ合ったら、そのまま動けなくなる。次に何をしたらいいのかと考えたが、何も浮かばない。ゴム以外に、あと何か要いるものはあるだろうか。

　間を埋うめるために何か口にしようとしたら、近づいてきた国友が俺の髪かみに指を入れる。

「国友？」

　それから国友の手は背中を撫なでた。抱だきしめられた瞬間に、自分がベッドで男を相手にしているのだとまざまざと感じた。国友の体は柔やわらかい女の体じゃない。

　最初から分かっていたその事実を、今いま更さら実感する。

「俺は優しく抱けませんよ」

　国友はやけに真面目まじめな顔でそんなことを言う。だけど別に優しくされたいと思っていたわけじゃない。だって俺は、恋れん愛あい感情から国友と寝るわけじゃないんだから。

「……お前の好きなようにしていいよ」

　それじゃなきゃ意味がない。主導権を渡わたすように俺は体の力を抜ぬいた。

　国友の手が脱ぎかけだった俺の服を取り払はらう。下着だけを残して裸はだかにされると、羞しゆう恥ちが広がった。普ふ段だんなら下着姿なんて別に恥はずかしいことはないのに、今は国友の視線から逃のがれたくてしかたがない。

　ベッドに座ったまま足を開かされて、国友がその間に手をついて体を近づけて来る。国友は何も言わずに、しばらくいつもと変わらない冷静な顔で俺の体を見ていた。全身を見られているという事実に耐たえられずに思わず顔を逸そらす。

「はやくしろよ」

　羞恥から呟つぶやいたその言葉は、誘うように聞こえたんだろうか。国友が俺の眼鏡を外してサイドボードに置いた。その時近づいた国友にどきりとする。眼鏡がないせいなのか、それともライトのせいなのか、いつもは穏おだやかな国友の顔がやけに締しまって見える。

「ん」

　国友の顔を見ていたらキスをされた。先ほどのキスよりも、もっと荒あら々あらしくて上手うまい。どれだけの相手とこういうことをしてきたんだろうか。

「ふっ」

　キスをしながら、国友が俺の髪の中に手を入れた。そのままセットした髪をぐしゃぐしゃとわざと乱す。前髪を横に流して、サイドを後ろに撫でつけると実じつ年ねん齢れいより老ふけて見える。だからいつも、そういう風に髪はセットしている。若いデザイナーはそう問題ではないが、若い経営者というのは往々にしてクライアントに不安感を与あたえる。それが年ねん輩ぱいのクライアントや、嗚潟屋のような規模のでかい会社なら尚なお更さらだ。

「はぁ」

　息をつぐために唇を離はなしたら、そのまま国友の唇は下りて鎖さ骨こつを舐める。指が胸の突とつ起きを押しつぶす。

「あっ」

　ちくりとした甘い痛みを感じて、思わず声があがる。そんなところ感じるはずがないのに、俺はこみ上げてくるものを誤ご魔ま化かすようにシーツを握にぎりしめた。

　年下の男に胸を弄いじられて声を上げるなんて、プライドに関わる。だけどこれからすることを考えたら、プライドなんて邪じや魔まになるだけだ。

　もう片方を国友の舌が舐める。わざと音を立てて国友がそこを舌で嬲なぶるから、俺はますます強くシーツを握りしめるはめになる。いやらしく太ふと股ももをはい上がってくる掌てのひらが熱くて、内側の柔らかい皮ひ膚ふに触れられた時に背中がぞくりとした。

　体を支えるために後ろについていた肘ひじの力が抜けて、そのまま背中からベッドに倒たおれ込む。

　そんなところが感じるなんて知らなかった。自分が男相手に感じることが出来るなんて知らなかった。

「国友っ」

　国友の指がゆるく立ち上がった俺の性器に下着の上から触れる。煽あおるように指先で形を確かめるように撫でられて、目眩めまいがする。

「もう濡ぬれてますか？」

　楽しむような声こわ音ねでそう問われて、これ以上赤くはならないと思っていた頰ほおにまた血が上る。

「あっ…う」

　下着を脱がされ、硬く反り返る性器が目に入った。そう言えば、最後に女を抱いたのはいつだったろう。二ヶ月も前だった気がする。ちゃんとした彼女はもう二年以上いない。

　忙いそがしさにかまけてちゃんと相手をしないからいつも振ふられてしまうんだ。最近は適当に寝るだけの女友達しか相手にしていなかった。

「国友、もう…手、離せ」

　国友は俺の言葉に顔を上げたが、言うことを聞かずに「どうして？」と言う。

「いきそうだからだよ」

　国友はうっすらと滲にじんだ先走りを親指の腹で拭ぬぐうと、そのまま先せん端たんを強く擦こする。

「ひっあ…、あっ」

　強い刺し激げきに思わず全身が強こわばる。弄いじられた場所はますます濡れた。気持ちよくて恥ずかしくて、首を振る。

「ばか、お前っ」

　やめろって言ってるのに、そう思いながら国友を押しのけようとするのにぴくりとも動かない。それどころか、もっと愛あい撫ぶされて嬌きよう声せいばかりが上がる。

「だめだ、そこ…」

　震ふるえる。出したくてたまらない。早くいきたいけど、国友の手の中で出すのはまだ抵てい抗こうがあった。

「国友…」

「誘さそったのは社長でしょう？」

「そう、だけど」

「いくときの顔、見せてください」

　いつもみたいに国友が笑う。だけどその顔は爽さわやかでも穏やかでもない。

「っあ…あ───」

　口を押さえて、嬌声を吞み込む。我が慢まんしようとしたのに、気がつけば国友の手を汚よごした精液は、俺の腹の上まで飛んだ。快楽で小刻みに震える体の奥に、国友の濡れた指が入り込む。

「うっあ」

　今まで誰も、自分ですら触ふれたことのない所に国友が触れている。体の内側を国友の指がなぞっていると考えると、途と端たんに何かすごく怖こわいことをされてるような気持ちになった。

「国友、国友っ」

　焦あせって名前を呼ぶ。

「痛いですか？」

　まるで医者が触しよく診しんでもするようにそう聞いてくる。

「痛くはない、けど」

　だけど苦しくて怖い。それに恥ずかしい。

　そう答えようとしたら、国友の指が前の方を擦る。その瞬しゆん間かんに感じたこともないような衝しよう撃げきが走って、いつの間にか摑んでいた国友の腕うでに思わず爪つめを立てた。

「気持ちいいですか？」

　確認するように先ほど国友が抉えぐった場所に触れられて、一度出して萎なえた性器が再び硬かたくなるのが分かった。

「国友、そこ……嫌いやだ」

「あなたの良いいところなのに？」

　からかうように国友が言う。意地悪な言葉にかあっと頰が赤くなる。

　俺の年上としてのプライドや、上司としての意地を考こう慮りよしてくれたらいいのに。

「ここ、好きなんでしょう」

　突つくように指が出入りする。その度に擦れた場所が淫いん猥わいな音を立てた。濡れた音といつの間にか乱れた俺の吐と息いきばかりが部屋中に響ひびいて、居たたまれなくなる。国友は冷静なままだから、余計に恥ずかしい。

　服を着たままの国友の股こ間かんが膨ふくらんでいるのかどうかすら分からない。

　俺が気持ちよくなるばかりじゃ駄だ目めなんだ。国友に気持ちよくなって貰もらわないと意味がない。体で引き留めるっていうのは、そういうことのはずだ。

　なのに気付けば俺ばかり翻ほん弄ろうされている。

「あっ…あっ…」

「また勃たってきましたね」

　会議の時と変わらない、淡たん々たんとした国友の声に煽られる。

　中に入った指が抜ぬかれて、俺は息を整えようと努力したがうまく行かない。国友が一度ベッドから降りて、服を脱ぬいでるのが見える。シャツの下から現れた肩けん胛こう骨こつの形が綺き麗れいだと思った。

　裸はだかになった国友が、ランプの足の上に置かれたコンドームを取る。

　その指が、濡れているのを見てまた恥はずかしくなった。

「足、もっと開いてください」

　ゴムを嵌はめて、国友が再びベッドの上に乗る。ぎしりとベッドが軋きしむ。

　そろそろと足を広げると、焦じれたように国友が膝ひざを摑つかんで強ごう引いんに開く。

　勃ぼつ起きした国友の性器を見た瞬間に、怖くなってぎゅっと目を瞑つぶる。

　国友の指が、先ほどまで入り込んでいた場所を広げる。

「んぅ」

「力抜いてください」

　そんなの、どうするんだよ。

　心の中で反論したら、まるでそれが聞こえたかのように「口を開けて呼吸してください」と言われる。言われたとおりにしたが、力が抜けたとは思えなかった。

　それでも国友の硬い性器は入り込んできた。ゴムに付いたジェルはベトつくような感じがして違い和わ感かんを覚える。

「はあっ、痛いっ、国友、抜いて」

　思わず口走った言葉は自分でもまずいと思ったが止まらなかった。

「国友、もう入れないでくれ……っ、痛い。痛い国友」

　首を振って、やめてくれと頼たのんだのに、国友はまるで聞こえないかのように強引に入ってくる。全部収めきった頃ころには、俺は涙なみだを流して止めてくれと哀あい願がんしていた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、もう全部入りましたから」

　まるで他人事のようにそう言って俺の背中を撫なでる。横おう隔かく膜まくのあたりまで国友が入ってきているんじゃないかと、錯さつ覚かくしそうなほど奥までいっぱいになっている。呼吸するのも苦しくて、荒あらい息を吐はき出す度たびに限界まで広がった入り口がびくびくと震えた。

「無理……、抜いてくれ」

「嫌です」

　どうにか口にした言葉はあっさり国友に断られた。国友に何かを頼んで断られるなんて初めてだ。無む慈じ悲ひな言葉を恨うらめしく思って、国友を睨にらみ付ける。

「すごく気持ちいい」

　満足そうに国友が呟つぶやく。どれだけ痛いかなんてきっとお前には分かりもしないんだろう。俺だって、こんなに痛いと思わなかった。やっぱり男同士なんて、しちゃいけないことなんだろう。

　文句を言いかけたけれど、国友に揺ゆさぶられてそれもままならなくなる。

「ひ…っあ、あ、や」

　慌あわてて国友の首にしがみつく。しがみついてないと、どうにかなってしまいそうだった。

「国友っ。も、そんな風に、しないでくれっ」

　駄目だ。嫌だ。止やめろ。

　そればかり口にしたのに、国友は揺さぶるのをやめてくれなかった。

　終しまいにはまた涙を流して頼んだ。

「や、国友、無理だ。もう、あ、あ、国友、嫌だ」

「社長」

　吐息交じりに国友が耳の近くでそう呼んだ。その声に、その呼び方にぞくりと背中が粟あわ立だつ。

「気持ちいいっていうんですよ。そういうの」

　子どもにでも教えるように国友が言った。

「気持ちいいって言ってみてください。ほら」

　腰こしを摑まれて、より強く奥まで突かれる。

「はあっ…あ、あ、きもち…いい」

　そう言ったら褒ほめるように優やさしく髪かみを梳すかれた。

「きもちいい」

　二回目はすんなりでてくる。口にして初めて、いつの間にか体が痛み以外に感じているものの正体を知った。国友の腹と俺の腹の間で擦こすれて、俺の性器はぐちゃぐちゃに濡ぬれている。

　国友の胸むな板いたに乳ち首くびが擦れるたびに、嬌きよう声せいが漏もれる。

「んんっ…きもちいい」

　無視できないぐらい強い痛みは残っているのに、快楽も同時に感じている。擦り上げられるたびに、体温が増していくような感覚。

「俺も気持ちいいですよ、社長」

　何度も出入りしている国友に、体の奥を抉られながら「いきそうだ」と震ふるえる声で告げると、国友はぐっと腰を寄せる。

「いいですよ」

　国友はそう言って掌てのひらで俺の性器を擦る。前も後ろも国友に触れられて、体中に電流が走ったような錯覚を覚えながら、俺は一回目と同じように国友の手の中でいってしまう。

　最後の一ひと滴しずくまで国友の手の中にはき出してしまうと、国友は俺の中にあった未いまだ硬い性器をずるりと抜いて、汚れたゴムを取るとその手で自分自身の性器を擦る。

「っ」

　国友は小さく息を吞んで自らの手の中でいった。国友が出した白はく濁だくした精液が、俺の太ふと股ももにも飛ぶ。熱いそれが垂れて、俺が出したものと混じった。俗ぞくっぽくていやらしいその光景に、初うぶな子どものように目を逸そらす。

　国友はそのまま息を整えていたが、しばらくして事務的に「体を洗うの手伝いましょうか？」と聞いてきた。

「いい。先に使えよ」

　俺の言葉に国友は礼を言ってから立ち上がり、服を拾ってバスルームに消えた。

　俺は自分の体を、おざなりに拭ぬぐってからリビングに行って脱ぎ捨すてたシャツを羽は織おり、普ふ段だんは滅めつ多たに吸わない煙草たばこをくわえる。シンクに寄りかかりながら、換かん気き扇せんの向こうに消える煙草の煙けむりを見るともなしに見ていた。立っていると辛つらくて、膝が震えそうになる。それでも虚きよ勢せいを張るように、立ったままで国友が出てくるのを待つ。

　十数分後にバスルームから出てきた国友は、まるで俺達の間に何もなかったかのように服を来て、いつものように冷静な顔をしていた。

「こんな時間になってしまってすみませんでした」

　国友はそう言って時計を見る。とっくに日付は変わっていたが、それは国友の責任じゃない。

「今夜はもう失礼します」

　そう言って国友は頭を下げた。俺はそれに適当に返答する。

　まるで仕事で遅おそくなった時のような挨あい拶さつだった。

　がちゃりと音を立ててドアがしまり、鍵かぎが自動でかかる音がするのを聞いてから体の力を抜いて、そのままずるずると床ゆかに座り込む。体の奥に感じる鈍どん痛つうが俺を責めるように酷ひどくなっている気がした。

「やっぱしちゃいけない事だったんだよな」

　帰っていく時の事務的な態度の国友を思い出したら、さっきさんざん流した涙がまた頰ほおを伝うのを感じた。
















　それからの国友はいつも通りだった。

　俺も普段の通りに振ふる舞まった。月曜日も、一週間後も。

　だから国友と寝ねてから一ヶ月以上経たった今も上司と部下というだけで、俺達の関係は変わらない。あの夜のことは俺の妄もう想そうなんじゃないかと思うほどに変わっていない。

「看板にもう少し角度つけて。それからここは液えき晶しようのでかいやつが来るから、周りに凝こったデザインが来ないようにしろよ。それ以外は文句ない。このまま進めていい」

　新しく入った仕事は大きなイベントのブースデザインだった。試ためしに国友にデザインをやらせてみた。細かいことが分からなければ松島に聞けと言った。

　試験的にやらせてみただけだったが、実際には申し分ない出来だったから、そのまま国友に任せることにした。

　次はそのデザイン画とクライアントの予算をどう合わせていくかだが、国友はそのあたりもちゃんと計算してデザインしているようだ。初めての空間デザインが予算を切りつめたものだったために、最初からどんな素材を使うか、どれぐらいのスケジュールで作るかということが誰に言われなくても頭の中で計画されている。

　ここまで新人らしくないと、粗あらを探したくなるほどだ。

「社長」

「何か質問か？」

「いえ、顔色がすぐれないようですが、大丈夫ですか？」

「……平気だ。お前はそれよりも、仕事の方を心配しろ」

　そう言って、国友にデザイン画を返す。国友は反論もせずに大人おとなしくデスクに戻もどる。

　国友は何一つ変わらない。でも俺は違ちがう。あの夜からろくに眠ねむれない。いつも通りに振る舞っているだけで、本当は全然いつも通りなんかじゃない。

　けれど国友が変わらないから、俺もそう振る舞うしかない。

　あんなことをして国友を本当につなぎ止められたのかは分からない。だけどまだ、国友はこの会社にいる。でも明日には好条件の所と契けい約やくして、会社を辞やめてしまうかもしれない。

　そうなれば国友目当てで依い頼らいをしてきたクライアントの仕事は全すべて流れてしまう。

　それを考えると今の内に仕事をこなさなきゃと気が急せいて、必要以上に過密なスケジュールを組んでしまう。それにどうせ家に帰っても眠れないんだから、仕事をしていたほうがいい。

「社長は仕事のしすぎなんスよ。絶対死因は過労死ですね。間ま違ちがいない」

　側で俺達の会話を聞いていた金井は吞のん気きにそう言いながら、俺に新しい動画制作ソフト購こう入にゆうのための申しん請せい書しよを持ってきた。

「却きやつ下か」

「なんでですか！　これ凄すごいんスよ！　動画の合成だってめちゃくちゃ簡単なんですから！」

「ＡＶ女優とアイドルの顔をすげ替かえるために会社の金を使うな」

「僕は会社のためを思って……」

　捨てられた子犬のような目をして金井が俺を見るが、俺はその目をただ見返す。

　男だということと、同い年だということを知らずに見ればカワイイと思えなくもないつぶらな瞳ひとみだ。しかし同じ年の男が個人的な欲望を満たすためにそんな目をしていると考えると、カワイイというよりもカワイソウだ。

「会社のために合成が簡単にできる動画制作ソフトを見つけてくるなら、新しい仕事でも見つけてこい」

　金井は心の底から悲しそうな顔をしながらデスクに戻る。

　その背中を見送りながら今度女でも紹しよう介かいしてやろうかと考えていると、ちょうど通りかかった森田が「何言ってんですか」と呆あきれた声を出した。

「これ以上仕事あっても無理です。みんな無理ですし、社長自身ぼろぼろじゃないですか。ひどい顔ですよ」

　そう言われて、思わず自分の顔に手を滑すべらせた。

　隈くまがあるのは知っているが、そこまで酷い顔だっただろうか。自分の顔なんてそんなにじっくり見ないから分からない。

「そんなんで午後大だい丈じよう夫ぶなんですか」

「午後？」

　何か予定なんて入っていただろうか。そう思って尋たずねたら森田の眉まゆが、片方だけぴくりと上がった。

「あんなに何度も言ったのに忘れたんですか？」

　まるで脅おどすようなトーンで口にするから少し考えてみたが、何も浮うかばない。鞄かばんの中に先ほどしまった手帳を取り出そうとしたところで、森田がため息交じりに「奈良工務店さんとの打ち合わせ、今日に変へん更こうしたじゃないですか」と言う。

「あ」

　そういえばそんなことを森田が先日言っていたのを思い出す。手帳に書こうと思って、忘れたままだった。

「スケジュール管理できないほど予定入れるの止やめたらどうですか。ここまで来ると仕事中毒ですよ。昨日も日付変わっても残ってたでしょう」

　責めるような視線に、どうして先に帰った森田が知っているのか不思議に思いながら「仕方ないだろ」と大して効果のない反論をする。

「忙いそがしいならまた募ぼ集しゆうかけてくださいよ。今度は事務も採とってくれると嬉うれしいです。あ、社会人経験ない子は嫌いやですよ。電話応対から教えなきゃいけないなんて真っ平ですから」

　確かに人手は欲しい。

　けれど今は国友の話題性で仕事が来ているが、しばらくすれば落ち着くだろう。無計画に雇やとってしまっては人件費が経営を圧あつ迫ぱくしてしまう。募集するかどうかはもう少し様子を見てからだ。あんなことをしたとはいえ国友だって、いついなくなるか分からないんだから。

「分かったよ」

　おざなりにそう言って午後のための資料をプリントアウトする。

「金井」

　打ち合わせ中のメモ係が必要だ。

「無理ッス。午後に色校が入ってるんで」

　スキャナをガーガー鳴らしながら金井は振り返りもせずに答える。

　オフィスを見回したが暇ひまそうな人間はいなかった。さすがにベテラン勢を書記に使うのは気が引ける。

「……国友」

「はい」

「打ち合わせなんだけど、一時に出られるか？」

　国友は「はい」と頷うなずく。俺が国友の名前を呼ぶ前に少し時間を空けたことに気付いただろうか。その不自然な躊躇ためらいに、当然周りは気付くわけがないが、国友はどうだろう。

　あの夜のこと本当に気にしていないのだろうか。それとも俺と同じで気にしないふりをしているだけなのか。

　何を考えているのか分からない。

　予定していた時間が来ると、国友は自主的に俺の側に来て荷物を持つ。

　渡わたすときに指が触ふれて、初はつ恋こいの頃ころみたいに緊きん張ちようする。荷物を落とすような愚ぐは犯おかさなかったが、それでも掌てのひらにじわりと汗あせが滲にじむ。

　こんな事程度で動どう揺ようしている自分が信じられない。あれから極力国友に対しては寝ねる前と変わらぬ態度を取るようにしていたが、体が触れ合うことに関しては細心の注意を払はらっていた。

　考えてみれば、たとえ一いつ瞬しゆんであっても国友に触れたのはあの日以来だ。

「仕事終わったらこの間みたいに飲みに行かないで、まっすぐ帰って来るんですよ」

「うるさい女だな、モテ…」

「モテてますからご心配なく」

　怖こわい顔をした森田から社用車の鍵かぎを受けとる。その瞬しゆん間かんも指が触れた。

　だけど別にどうということもない。気に入っている女に指が触れたぐらいで、どぎまぎするような子どもじゃない。でも、だったらさっき国友に触れた時の感覚はなんだったのか。

「出で掛かけます」

　国友がオフィスに向かってそう声をかけると、社員全員から「いってらっしゃい」と返ってくる。この数ヶ月で国友はしっかりオフィスに自分の居場所を作った。

　ベテラン勢からは国友を早く正社員にしろとせっつかれている。彼らも国友がどこか別の会社に行くのは惜おしいと思っているのだろう。けれど今は抱かかえてる仕事で手て一いつ杯ぱいで人事にまで手が回らない。一区切りついたら、金井と国友をひとまとめに正社員にしてしまおうと思っている。

　もっとも、それまで国友がうちの会社にいたらの話だが。

「俺が運転しましょうか？」

　地下の駐ちゆう車しやスペースに着いて、俺は社名の入った白いバンのドアを開ける。

「いや、いい」

　俺は運転席に座り、シートベルトを締しめる。何度も通ったことのある道を運転していると、隣となりで国友が欠伸あくびをかみ殺した。

「睡すい眠みん不足なのか？」

「すみません」

「責めてる訳じゃない」

　接客業じゃあるまいし、仕事中の欠伸を見み咎とがめるほど狭きよう量りようじゃない。ただ、お前も俺みたいに眠ねむれないのかと思っただけだ。

「グループ展のために作品作ってるんです」

　俺はこんなに国友に影えい響きようされてるのに、国友の生活にはなんの影響も与あたえていないようだ。

　それを知ってがっかりしたが、今度はがっかりした自分に驚おどろいた。がっかりも何も、最初から国友には嫌きらわれていたはずだ。どうして期待なんかしたんだろう。

「どんなのを作ってるんだ？」

　この間取ったのは空間デザインの賞だが、国友は色々なことができると前に金井が言っていたから、純じゆん粋すいに興味があった。

「……」

　珍めずらしく困ったように、国友が黙だまり込む。

「ああ、そうか。…悪い」

「制作途と中ちゆうなのでまだ何とも言えないんです」

　国友はそう言い訳したが、実際は俺に作品の内容を教えるのが嫌なのだ。一度は自分の作品を盗とう作さくした相手だ。未発表の作品の詳しよう細さいなんて語りたくないに決まっている。

　国友は話題を変えるように仕事の質問をしてきた。そのたわいない質問に答えながら、表面上はにこやかな笑えみを浮かべながらも、国友に信用されていないということに内心傷ついた。

　そんな資格もないのに、自分でも図ずう々ずうしいと思う。二人きりだと気持ちが重かったから、工務店に着いた時はほっとした。

「待ってたよ、湊君」

　部下の前だろうがクライアントの前だろうが、相変わらず下の名前で呼んでくる社長に苦く笑しようしながら頭を下げる。

「どうも、お世話になってます」

　打ち合わせはいつものように狭せまい事務室で行われた。縁ふちが少し欠けた茶ちや碗わんに番茶がなみなみと注がれている。愛あい想そ笑いの一つも浮かべない事務員の女性は、俺や国友を見ると少し顔を赤らめながらますます仏ぶつ頂ちよう面づらになった。

　小太りの工務店の社長は話好きで、本題が終わってもなかなか帰してくれない。

「それにしても湊君も大きくなったなぁ。初めて見たときはまだ小学生だったのに」

　部下の、それも国友の前で子どもの頃の思い出話なんて勘かん弁べんして欲しい。

　このままだと延々続いて、いつものように居酒屋かなにかに雪崩なだれ込んでしまいそうだったので、用事があると噓うそを吐ついて事務室を出た。

　打ち合わせの最中からなんだか気分が悪かったが、ハンドルを握にぎる頃には幾いく分ぶん落ち着いた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　国友は心配げに俺を見る。

「何が？」

「顔色が悪いですよ」

　そんなことない、と言おうとして思わず目眩めまいを感じる。

「俺が運転します」

　国友が有う無むを言わせずにそう言って、助手席から降りる。シートは助手席と運転席で繫つながっている。俺は間にある肘ひじ置きを上げ、尻しりをずらして助手席に移動した。少し後ろにシートを倒たおしたら体が楽になった。

「寝ていてください。道は分かりますから」

　その言葉に目を閉じるが、眠ねむ気けはやってこなかった。横になっていると目眩も治まり、気分もよくなった。それなのに会社に着いて車から降りた途と端たん、ぐにゃりと世界が歪ゆがむ。そのまま俺は冷たいコンクリートの上に倒れた。

「長月社長！」

　国友が焦あせったように名前を呼ぶ。ほんの一瞬視界に入った国友の顔はひどく慌あわてていた。

　俺がお前にそんな顔をさせられるんだな、そう思ったらなんだか楽しくなったけど、すぐに意識は遠のいて国友の顔は見えなくなった。










「睡眠不足と栄養失調ですね。仕事お忙いそがしいんですか？」

　目を覚ますと、女性医師と目があってにっこりと微笑ほほえまれた。

　ベッドに横になった俺の傍らで白衣を着た女性医師がカルテを見ながらそう口にする。

　ふと見た俺の左手には点てん滴てきの針が刺ささっている。

　倒れたんだ、と思い出したら情けない気持ちになった。

　国友には情けないところばかり見せている。人前で倒れたのは学生時代以来だ。病弱や繊せん細さいといった言葉とはほど遠いと思っていたが、自分で思う以上に精神的に弱いのかもしれない。

　国友のことを考えて眠れなくて、挙げ句にその国友の前で倒れるなんてとんだ失態だ。

　女性医師は俺の顔を覗のぞくように屈かがみ込むと、長い指で額にかかった俺の髪かみを払う。

　その時に胸の谷間が見えた。もっと元気な時ならテンションもあがっただろうが、今はとくになんとも思わない。

「煙草たばこは吸われますか？」

「はい」

「偏へん頭ず痛つうとかありませんか？」

「ありません」

「他ほかに何か気になることは？」

「特には」

　そう答えると女性医師は少し残念そうだった。

「精密検査やＣＴはご希望ですか？」

「いいえ、自分でもただの睡眠不足だと思うので」

「先生、後は私がやりますから！」

　今まで側で黙っていた看護師が力強くそう言った。二日ふつか酔よいでもないのに、大きな声が頭に響ひびいて、気分が悪い。

「あら、そう？　じゃあ、長月さん、何かあったらいつでも言ってくださいね」

　名残なごり惜おしそうに女性医師が出ていくと、看護師は問もん診しん票を手にして先ほど女性医師が俺にしたような質問をもう一度繰くり返す。

　勘弁しろよ、と思って黙って目を閉じると余計にやかましくなった。

「どうされました!?　具合が悪いんですか!?」

　騒さわぎ出した看護師に苛いら立だちを覚えて何か文句を言おうとしたところで、国友が診しん察さつ室に入ってきた。

「どうかしましたか？」

「……少し、眠くなっただけだ」

　看護師が口を開く前にそう言う。国友はそれを聞いてほっとしたように表情をゆるませる。

「そうですか」

　そんな顔を見せる国友が意外だった。そんな柔やわらかい顔もできるのかと思ったら、なんだか急に国友の側にいるのが息苦しくて、恥はずかしくなった。

「看護師さん、これいつ終わるんですか？」

　点滴のパックを指すと看護師は「あと二十分ほどで終わると思います」と答える。

　二十分間も仕事以外で国友と一いつ緒しよにいるのか。どんな話をしたらいいのか分からない。先ほどみたいに寝ねたふりでもしようかと思っていると、国友が「あまり無理しないでください」と言った。

「……少し寝てないだけだ。学生時代だったら二、三日徹てつ夜やしても平気だった」

　倒れたのはたったの一度だけだ。学生の頃ころは展示会やコンクール前は寝ないのが当たり前だった。一月にニューヨークでやる展示会の前夜、大きな作品を組み立てるために雪が降る中に野外で毛布にくるまって体中にカイロを張り、マスクと耳当てをして寝ないで作品を作ったこともある。

　なのに今じゃちょっと睡すい眠みん時間を削けずっただけでこの始末だ。もう若くないってことを実感する。無理をすればすぐどこかにガタが来る。今日は他に何の予定も入って無かったからいいものの、体調管理もできないなら経営者でいる資格なんてない。

「もう少し、周りを頼たよってもいいと思います。社長の周りには優ゆう秀しゆうな先せん輩ぱい方がいます。社長が全すべて抱かかえ込む必要はないのでは？」

　生意気な新入社員だ、と笑い飛ばそうとしてできなかった。

　国友の目があまりに真しん剣けんだったからだ。本心から俺のことを心配しているのかもしれない。

　でも、だとしたらどうしてだ？　仮にも社長だからか？　まだ利用価値があるからか？

　一度寝たのが功を奏して、情でも移ったんだろうか。

「救急車を呼んだとき、いつもは冷静な森田さんが取り乱していました。先輩方も心配して、先ほどから何度も携けい帯たいに着信が来ています。大事はないと説明したら、皆みなさん安心していました」

　淡たん々たんと口にするが、まるで責めるような響きを持っている。

「心配掛かけて、悪かったよ。一生に一度くらい救急車に乗ってみたかったんだ」

　茶化すように言ったが、国友の顔は真剣なままだった。

「分を弁わきまえずに生意気な事を言ってすみませんでした。ですが、これ以上無理をするのは止やめてください」

「分かってるけど忙しいんだ……」

「でしたら仕事を削ってください」

「でも」

　そんなことをしたら次から依い頼らいが来なくなるんじゃないのか。うちはそんなに偉えらそうに仕事を選べる立場じゃないのだ。

　思った事を言い掛けたが、国友は俺の考えを読んだかのように首を振ふった。

「大丈夫です。もう、みんな気付きましたから」

「気付いたって何に？」

　意味が分からずに問いかけたら国友は「長月社長に」と答える。ますます意味が分からない。

「知ってましたか？　会社にかかってくる問い合わせの電話の殆ほとんどが長月社長目当てだってこと」

「謙けん遜そんはよせ。お前が賞を取ったからかかってくるんだ。クライアントはお前目当てだよ」

　それまではこんなに繁はん盛じようしていなかった。といっても、三年前ほど酷ひどい状じよう況きようだったわけじゃない。あれ以来赤字は出していないが、だからといってそれほど安心できる状態でもなかった。

「興味を持ったのは俺がきっかけでも、仕事の依頼をしてくるのは長月社長が作り上げた実績を知ったからですよ。そうじゃなきゃ、一度賞を取っただけで実績がない俺に仕事なんて依頼しません」

　実績と言ったって、俺が手がけた店てん舗ぽデザインなんて国内では「わ庵あん」しかない。確かに「わ庵」は好評だが、それだけでこんなに仕事が舞まい込んでくるだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶです。少しぐらい待たせたって、クライアントは離はなれていきません」

　根こん拠きよのない励はげましに、思わず小さく笑えみが漏もれる。そううまくいくもんか、と心のどこかでは思っているのに、国友に大丈夫だと言われると本当に大丈夫そうな気がするから不思議だ。

「分かった」

　点滴が終わって、会計で金を払はらう。金額はたくさん加算がついて予想以上だった。世せ知ち辛がらい世の中だ。しかもカードで払おうとしたら使えるカードは二種類しかないと断られる。仕方ないから国友からタクシー代もろとも金を借りた。

　体はぐったりとしていた。点滴で栄養を補給したはずなのに、献けん血けつでもしたような気分だ。タクシーに揺ゆられながら、気付いたら国友に体重を掛けていたので慌あわてて体を離す。

「辛つらいようでしたら寄りかかってください」

「いや、平気だ」

　虚きよ勢せいを張るように、背筋を伸のばす。

「失礼します」

　だけど国友は無理矢理俺の肩かたをぐいっと引き寄せて自分に寄りかからせる。肩を摑つかむ手は力強くて、有う無むを言わせないような明確な意志を持っていた。なのに触ふれたところから気き遣づかいが沁しみ込んでくる気がする。

　国友に寄りかかっているのが心地ここちよくて、タクシーがマンションに着くのを残念に思った。

「金はすぐに返したいんだ。上がっていけよ」

　俺は国友の返事も待たずに、借りた金で運転手に代金を支し払はらってタクシーを帰してしまう。

　エレベータの中ではお互たがい無言だった。コンクリートの打ちっぱなしの寒々とした廊ろう下かを抜ぬけて、部屋の前まで来る。鍵かぎを差し込んだ瞬しゆん間かん、国友が俺の部屋に入るのは二度目だと気付いた。すると、否いや応おうなく前回の事を思い出す。

「失礼します」

　国友はそう言って俺の後から部屋に入った。

　俺は電気を点けて、ソファを勧すすめる。リビングからロフトに上がり、鍵がかかってるデスクの引き出しを開けて金を取り出す。それを手に階段を下りていくと、国友は勧めたソファには座らずに壁かべに掛けられた絵を見ていた。

「安陪の絵だよ」

　飾かざってあるのは安陪が俺のために作った銅版画だ。瑠る璃り色いろの単色で刷すられたその絵を見ていると「頑がん張ばらなきゃいけない」と思う。俺が大学を卒業して安陪より一足先に帰国するとき、卒業祝いだとくれた。煉れん瓦がに囲まれた蛙が空を見上げているその絵は、安陪がアイスピックを使って五分足らずで彫ほった。

「〝井いの中の蛙かわず大海を知らず〟って意味でくれたんだ。きっと俺が社長職につくのに反対だったんだろうな」

　俺がなんの経験もなく社長職につくことに対して、友人の無言の反対が伝わってくる。だからこそ「頑張らなきゃいけない」と思う。あいつを見返してやろうという気持ちは、原動力になる。だけど最近はその絵を見ていると「俺の言ったとおりだろ」と言われている気分になる。

　井の中の蛙は結局の所、それ以上でも以下でもない。外の世界が広くても狭せまくても、結局は井戸の中で一生を終える運命なんだ。

「安陪先生とは仲が良いんですね」

「大学で知り合ったんだ。俺は最初ろくに英語がしゃべれなかったから、安陪がいなかったら生活もままならなかったよ」

「……そうですか」

「金借りて悪かったな」

　俺は国友に金を渡わたして、キッチンに向かう。

「コーヒーでいいか？」

　上の棚たなから豆を取ろうとして軽くふらつく。シンクに寄りかかって、豆の横にあるコーヒーカップを取ろうとしたら、手が滑すべってカップを床ゆかに落とした。

「大丈夫ですか？」

　ガタンと音はしたがカップは割れなかった。国友は床に落ちたそれを拾い上げる。

「もうお休みになってください」

「喉のどが渇かわいたんだ」

「でしたら俺が淹いれます」

　国友はそう言って俺を寝しん室しつに追いやる。俺は国友の言葉に甘えて、寝室のベッドの上にどさりと倒たおれ込んだ。

　ドアを閉めたが、隙すき間まから僅わずかにリビングからの光が漏れている。だけどキッチンの音は何も聞こえなかった。

　コーヒーを飲んだら、国友は帰るんだろう。

　泊とまっていけばいいと思った。そんなことを思う自分が不思議だった。あの夜のことはとても後こう悔かいしてるのに、もう一度あの夜のようになったらどうなるだろうかと考えたら体が熱くなった。

　国友を無理矢理家に誘さそったのは、そういう下心がまったくなかったと言ったら噓うそになる。

　あいつの温ぬくもりを手放すのが惜おしくて、もっと近くにいたいと思った。

　倒れたから、心細くてそんなおかしなことを考えるんだろうか。

「まだかな…」

　国友はいつまで経たっても来ない。あまりに遅おそいのでもう帰ってしまったんだろうかと疑う。

　考えてみればいくら相手が体調の悪い上司でも、こんな遅い時間までつき合う義務はない。俺みたいな人間につき合わされて一日を潰つぶされるなんて、国友にしたら良い迷めい惑わくだろう。

「失礼します」

　喉の渇きを諦あきらめて寝ねてしまおうと思った時に、ドアがノックされる。

　部屋に入ってきた国友は湯飲みと湯気の立つお椀わんをお盆ぼんに載のせて持ってきた。鰹かつおだしのいい匂においがする。嗅かいだ途と端たんに空っぽの胃が空腹で痛む。そう言えば夕食を食べ損そこねていた。

「冷蔵庫の中のもの勝手に使わせてもらいました」

　お椀の中には茶ちや漬づけが入っていた。ご飯の上に焼いた白身魚が載り、大根の葉を刻んだものと、細かく切られた海苔のりが盛られている。

　自じ炊すいは比ひ較かく的てきするほうだが、最近は忙いそがしくて作る暇ひまがなかった。賞味期限の切れた魚じゃないだろうな、と懸け念ねんしながらも食欲には勝てずに箸はしを付ける。

　一口食べたが、特におかしな味はしない。刻んだ大根の葉やご飯を混ぜて、白しろ胡ご麻まが浮ういた少し薄うすめの鰹だしの汁しるで飲み込む。

「不得意なものはないのか？」

　京料理のような上品な味付けだが、ほんの少し入ったわさびの風味が全体を引き締しめている。

　まるで名のある料りよう亭ていで出される料理のように味わい深い。

「たくさんあります」

　国友は苦く笑しようして、空になった俺のお椀を片づけにキッチンへ消えた。まだ食欲はあったが、これ以上国友に何か作らせるのは申し訳ないから、我が慢まんすることにする。

　サイドボードの上に置かれた湯飲みに手を伸ばすと、中にはやわらかな新緑色をした煎せん茶ちやが入っていた。夏の歳暮か何かで貰もらったきり、電子レンジの上に置きっぱなしになっていたやつかもしれない。

　煎茶なんて飲むのは久しぶりだ。いつもはコーヒーばかり飲んでいる。こんなに美味うまいものだっただろうか。そもそも茶こしをどこに仕し舞まったのかすら思い出せない。

「長月社長」

　湯飲みが空になる頃ころに国友が再び部屋に顔を見せたが、中には入ろうとしなかった。

　帰る気なんだろうと悟さとったら、思わず「こっちに来い」と命令していた。

　俺の要求通り、国友は俺のそばに来る。近づいた国友の手を取ったまま体を後ろに倒す。そうすると国友は自然と俺を押し倒したような格好になる。

「あれきり、してなかったよな」

　いつもより近づいた国友の顔に手を伸ばす。

「あの一度きりじゃお前をつなぎ止められる気がしないんだ」

　そう言いながら俺は国友の首筋に顔を寄せようとして、ため息を吐つかれた。

「社長……」

　吐と息いきが首に掛かかる。色っぽく、情欲の混じったため息ではなく、言外に窘たしなめるような響ひびきを含ふくんだその吐息に俺は国友を睨にらみ付けた。

「なんだよ、俺じゃ不満か……？　良くなかったか？」

　自分で口にしたのに、悲しくなった。二十歳はたちの国友から見れば、俺に魅み力りよくなんて感じないかもしれない。女相手なら自信があるが、男相手となると勝手が分からない。

　生まれた時からずっと顔は褒ほめられてきたけれど、国友が顔で相手を選ぶようなタイプだとは思えない。

　だけど外見ぐらい良くなきゃ困る。自分の中身が最悪だってことは俺が一番知ってるんだ。いや、その辺りは国友だって良く知ってるだろう。何せ、国友は俺の一番の被ひ害がい者しやなんだから。

「そういう問題じゃないでしょう」

　まるで物わかりの悪い生徒を前にした教師のような顔をして、国友は俺の体をぐいっとベッドの上に押さえつける。

「今日は大人おとなしく寝てください」

「ただの寝不足だ。……偉えらそうに、恋こい人びと気取りか？　前が良くなかったなら、今回はお前の望み通りなんでもしてやるよ」

　国友に手を伸のばして、耳の輪りん郭かくを指先で辿たどった。

「何をして欲しい？」

　できるだけ艶つやっぽく口にする。女はいつも、これで落ちた。

　だけど国友は違ちがった。

「俺はあなたの恋人じゃありませんが、あなたが倒れると困ります」

「……」

「そのくらい心配しています。長月社長」

　社長なんて呼ぶな、と言いそうになる。

　そんな風に見つめられて言われると、まるで口く説どかれているんじゃないかと錯さつ覚かくしそうになる。真しん摯しに紡つむがれる言葉に、俺は何の反論もできなかった。

「先せん輩ぱい方も社長が倒れてすごく心配しています」

　ゆっくりと俺から体を離はなした国友は、その代わりに子どもにするように俺の頰ほおを撫なでた。

「眠ねむるまで側にいますから」

　柔やわらかな声に目を閉じる。

　多分───落とされたのは俺の方だ。頰を撫でる温かい手が心地ここちよいと感じながら、その手が俺のものになればいいと思った。

　そんな事を考える自分が信じられない。

　国友は男だ。一度寝たとは言え、俺は普ふ通つうに女が好きだ。男なんて冗じよう談だんじゃない。

　だけど国友が欲しいと思った。手に入らないって分かっているのに、それでも欲しいと思った。

「お休みなさい」

　国友の声に誘いざなわれるように眠りに落ちながら、目覚めた時もこいつが側にいればいいのにと願ってしまう。

　これが、国友を好きだと俺が自覚した瞬しゆん間かんだったんだ───…。
















　秋の夜長に二人きりのオフィスで森田は「とっとと帰ってください」と俺に言う。

「はいはい、分かってるよ」

　薄うす手での黒いコートを着て、パソコンの電源を落とした森田は思い立ったように給湯室に向かった。俺はぼんやりと時計を見て、そう言えば腹が減ったと気付く。

　給湯室にカップラーメンがあったな。でもそんなものを食べれば、また森田に見つかった時にがみがみと怒おこられるんだろう。それにラーメンのような胃に重いものは食べたくない。

　国友が作ってくれた茶漬けは旨うまかったな。

「何か買って来ましょうか？」

　よほど俺が物欲しそうな顔でもしていたのか、森田は俺の前にことりと湯気の立つカップを置いて、そう聞いてくる。

「いや、国友が帰ってくれば俺も帰れるから」

「忙しいからって夕食抜ぬかないでくださいね。二度も会社に救急車呼ぶなんてごめんですから」

「悪かったよ」

　この間の事を責めるように言われて、俺は素直に謝った。

　倒たおれた日から三、四週間経たっているが、未いまだに残業をしていると森田にこういう嫌いやみを言われる。鬱うつ陶とうしいと思う半面、気にしてくれることが嬉うれしいと感じる。だけどそれは恋れん愛あいというよりも、友人同士のような感覚なのだと最近気付いた。

「なんだ、コーヒーじゃないのか」

　森田が俺の前に置いたカップの中身は卵とワカメのスープだった。そう言えばたまに森田が飲んでいる。スープなんて普ふ段だんじゃコース料理を頼たのまない限り飲む機会がないから相当久しぶりに口にする。

「社長はカフェインの摂せつ取しゆ量が多すぎるんです」

　森田はそう言うと、バッグを持って会社を出ようとする。

「ありがとう。お疲つかれさま」

　金曜日なのにこんな時間まで残ってくれた森田に、無意識に微笑ほほえみながら礼と労ねぎらいの言葉をかけると、森田はすこし顔を赤らめた。

「こういう時だけ無む駄だに格好いい顔するのやめてくださいよ。セクハラです」

「セクハラって、ハラスメントの要素ないだろ……」

　珍めずらしく俺が森田につっこむと「とにかく早く帰るんですよ、いいですね！」とお小言を付け加えてから、赤い顔のままで森田は会社を出ていった。

　昔だったら今の森田の反応に調子づいて、本当にセクハラまがいの誘さそい文句を口にしてしまっただろう。だけど今はそんな気は少しも起こらない。

「国友のせいだよな……」

　森田よりも誰よりもあいつのことの方が気になってる。でも気付かれたくはないから、仕事中は極力見ないようにしている。

　本当は今日だって国友を直帰にできたんだ。一度会社に戻もどって来いと言ったのは、半分は仕事の都合だけど、半分は俺の我が儘ままだった。

「職権乱用って、こういうこと言うんだろうな」

　でも社長職なんて辛つらいことばっかりだから、これぐらいの特典があったっていいじゃないか。

　ただ待つのも勿もつ体たいないから、仕事をしながら時計を眺ながめる。

　即席スープは全部飲み干した。薄うすい塩味のスープがなかなか美味おいしいから、自分でも今度買って来ようと思う。

「ただいま戻りました」

　手持ちの仕事を粗あら方かた片づけてぼんやりしていると、国友がドアを開けてオフィスに入ってきた。

「お疲れさま」

　持っていた荷物を自分のデスクの上に置くと、国友はまっすぐに俺の所に来る。

「遅おそくなってすみません」

「どうだった？」

「特に問題はありませんでした。これが先方から預かってきた契けい約やく書です」

「そうか」

　国友はいつもよりも少し疲れた顔をしていた。このところ国友の仕事が忙いそがしいのは知っている。俺には残業するなと言う癖くせに、自分は家に仕事を持ち帰って夜遅くまで作業しているらしい。

「社長までつき合わせてしまってすみません。メールだけ確かく認にんしてよろしいですか？」

「俺のことは気にするな」

　国友は自分のデスクに戻ってパソコンを起たち上げる。

　そんな国友を見ながら、コーヒーでも淹いれてやろうと立ち上がる。オフィスの外にあるサーバまで行って、紙コップを二つ手にして戻ってくると、国友が誰かと携けい帯たいで話をしていた。

「純太？　ああ、分かってる。……明日の朝迎むかえに行く」

　純太という名前に聞き覚えがある。あの時俺達のことを誤解して嫉しつ妬として怒っていた子だ。

「……そうだな、会えるのが楽しみだ。話したいことがたくさんある」

　国友がそう言うのを聞いて、胸が痛んだ。

　それから国友は二、三言話して通話を切る。

　そのタイミングを見計らって、俺はデスクに紙コップを置いた。

「すみません。ありがとうございます」

　国友のデスクに寄りかかりながら、パソコンの画面を見る。既すでにメールを確認し終わったのか、画面は終しゆう了りよう動作に入っていた。

「明日デートなのか？」

　茶化すような雰ふん囲い気きで軽く口にする。責めるような響ひびきが入ってしまわないように、細心の注意を払はらわなければならなかった。上司が部下をからかうニュアンスを出すために、必要以上に明るく言った。

　国友は何かを言いかけて、思い直すように口を噤つぐんでから「そういうわけじゃ、ありません」と答える。

　どんな言葉を吞み込んだのか問いつめたいけれど、それをしたらきっと責めるようになってしまうんだろうな。

「いいね、若いって」

「社長だってまだ若いじゃないですか」

「そうでもない」

　年ねん齢れいだけならそうかもしれない。だけど若いっていうのはもっと、がむしゃらになれるってことだろう。若い頃ころなら国友に嫌きらわれると分かっていても、自分の気持ちを告げられただろう。だけど今は無理だ。後先を考えて、自分の気持ちなんてとても口に出来ない。

　それに若い頃ならこんなに、狡ずるくはなかった。脅おどして抱だかせるようなまねは、きっとしなかっただろう。

「最近、全然誰ともしてないしな…」

　俺はそう言いながらマウスの上に置かれた国友の手に自分の手を重ねる。

「この間の続きをしよう。恋こい人びとがしてくれないようなことをしてやるよ」

「社長」

　国友の目は怖こわくて見られなかった。この間のように呆あきれた顔をしているのか、それとも最初の時のように無表情に俺を観察しているのか。そのどちらも見るのが嫌いやだったから、俯うつむいたままで国友のベルトを外してファスナーに手を掛かける。

「何、考えてるんですか？」

　酷ひどく冷たい声に聞こえた。構わずにファスナーを下ろして顔を近づける。

「軽けい蔑べつするならすればいい。でもお前だって、この間はあんなに硬かたくして俺のこと抱いただろう？」

　お前の目には俺が浅ましく見えるだろうな。俺だって、こんな風になる自分なんて想像できなかった。待ってる間は、こんなことをしようと考えていたわけじゃない。普ふ通つうに労って、一いつ緒しよに夕食でも食べられたらいいと思っていただけだ。

　ただ、電話で話しているのを聞いた途と端たんにこうせずにはいられなくなった。男を寝ね取とろうとする女と同じだ。

「俺が好みのタイプじゃないなら、目でも閉じて他ほかのやつのことを考えてればいい」

　萎なえた性器を取り出して、口に含ふくむ。こんなことが出来るなんて自分でびっくりだ。

　舌を這はわせながら早く硬くなればいいと思った。国友に気持ちよくなって欲しい。そうじゃなきゃ寝取れない。

　自分が今まで女にされたことを必死で思い出す。手で擦こすり上げたら、だんだんと硬くなってきた。唾だ液えきが勃たち上がった陰いん茎けいを伝うのを見て、体の奥が熱くなる。

「なんでこんなことをするんですか？」

　少しだけ呼吸を乱した国友が問う。

　好きだからだ。

「お前を会社につなぎ止めるためだ」

「俺はこんなことして欲しいなんて一言も言ってません」

　その言葉に胸の奥が痛くなる。

　そんなの知ってる。でも、じゃあどうすればいいのか教えてくれ。

　どうすれば好きになって貰もらえるんだろう。

　どうすれば、その純太って男じゃなくて俺を選んでくれる？

　どんな償つぐない方をすれば、三年前の事を許してくれるんだ？

「だったら力ずくで拒きよ絶ぜつすればいい。こんな風に硬くしないでさ」

　国友の性器に指を当て、音を立ててもう一度喉のどの方まで飲み込んだ。上うわ顎あごに引っかからないように首を傾かしげる。

「……っ」

　こんなものをくわえ込めるぐらいに好きなんだ。最初は確かに会社のためだった。だけどそんなの今じゃ建て前だ。最初に欲しかったのは国友の才能だ。だけど今は、国友が欲しい。

　でも、どうすればいいのか分からない。

　ただがむしゃらに欲しくて仕方がない。俺じゃ駄だ目めだって分かってるのに、それでも欲しい。

「はぁ」

　国友が吐と息いきをはき出す。熱のこもった響きに嬉うれしくなる。

　歯が当たらないように開いた口の奥まで飲み込む。すぼめた唇くちびるをスライドさせる。国友の性器は硬くなったが、まだイキそうには思えなかった。上手うまくできているのかどうか自信がない。

　だんだん顎あごが痛くなってくる。今までの女たちに感謝したい。こんなに大変だとは思わなかった。

「っん」

　吸い上げて、舌を使って舐なめるけど、国友はいつもと同じ顔をしてる。少しだけ、息が荒あらいぐらいだ。

「もういいですよ」

　だけどその声は先ほどまでの硬こう質しつなものと変わって、どこか艶つやを含んでいると気付いた。

　国友が俺の髪かみを搔かき上げる。

「離してください、長月社長」

　口を離すと、唾液と精液で汚よごれた俺の唇を国友の指が拭ぬぐう。

「会社のため、なんですか？」

「……そうだ」

「…………」

　確かめるように言われて俺は躊ちゆう躇ちよしながら答える。すると少しの間のあと、国友は酷くつらそうな顔を一いつ瞬しゆんだけ見せた。

「………そんないやらしい顔、できるんですね」

　からかうように言われて、頰ほおに血が上る。どんな顔をしてるかなんて知らない。

「いつも人形みたいに綺き麗れいな顔しているのに」

「綺麗……？」

　耳慣れた言葉がやけに新しん鮮せんに聞こえた。

「じゃあ、少なくとも……俺の顔はお前の御お眼鏡めがねに適かなったわけだ」

　皮肉に言いながらも、嬉しいと思った。こんなことで嬉しいと思っている自分を嫌けん悪おしないわけじゃないけれど。

　腕うでを引かれて立ち上がらされると、国友は俺のシャツの中に手を入れる。ベルトを外されてそのままデスクの上に座らされた。

「社長が欲しいのは俺の才能ですか？」

　俺の肌はだの上に唇を滑すべらせながら国友が言う。指は下着の中に入り込む。

　思いがけない性急さに翻ほん弄ろうされながら、自分がいつの間にか濡ぬれていることを知った。

「…そう、だ」

　ちがうと答えたら、お前はどう思うんだろうか。俺の本当の気持ちを知ったら、もっと軽蔑するだろうか。それとも、同情し哀あわれだと思うだろうか。

「分かりました」

　国友は俺の最さい奥おうに指を滑りこませた。先走りが伝って濡れた場所に、国友の指はやすやすと入り込んだが、痛みは変わらない。

「きついですね」

　あれから何度か自分でもいじってみた。だけどそんな場所で、気持ちよくなんかなれなかった。異物感と痛みばかりが先行して、勃ぼつ起きすらしなかったのに、国友に触ふれられると堪たまらなくなる。

　指が抜ぬき差しされるたびに聞こえる淫いん猥わいな音がオフィスの白い壁かべに反はん響きようする。

「ふ、っぁ…あ」

　蛍けい光こう灯とうに煌こう々こうと照らされた場所で何をしているんだろう。窓のブラインドは全すべて閉じてあるが、ドアには鍵かぎがかかっていない。いつ誰かが入ってきてもおかしくないのに。

「国友」

　摑つかまるものが欲しくて、国友の頭を抱かかえこむ。柔やわらかな髪がふわりと肌に触れただけで、それすらも感じてしまう。自分の体はどこかおかしくなったんじゃないかとすら思った。

「あっ…指が」

　何本も入っていて苦しい。抜き差しされると爪つめが内ない壁へきに引っかかって痛い。

「指、抜いてくれ…」

　国友は俺の言葉なんて聞かない。入り込んだ指が、広げられて余計に苦しくなった。

「ひ…ぁ」

　広げられた中の方に外気が触れる気がする。それが自分の想像なのか、現実なのか区別がつかない。

「あっ」

　恥はずかしくてどうにかなりそうだった。自分から国友に口で奉ほう仕ししておいて恥はずかしいだなんて、今いま更さらな話だ。

　羞しゆう恥ちから身を捩よじると、ガタンとデスクの上のペン立てが倒たおれる。中身がデスクとデスクの間に散らばった。そのうち背後にあるモニタや、積まれた本すら落としてしまいそうで怖こわい。

「すみません、窮きゆう屈くつですよね」

　国友はそう言って俺の体を起こすし、そのまま床ゆかの上に俺を犬のように這わせた。

　床の上に肘ひじをついて、俺は自分の恥ずかしい格好がオフィスのドアにはめ殺しにされた硝子ガラスに反射しているのを見た。廊ろう下かを通って来た奴やつは硝子越ごしに俺の浅ましい姿に気付くだろう。このフロアにはうちの会社しか入っていないとは言え、いつ誰がくるかも分からないのに。

「嫌いやだ…、こんな」

　こんな格好で、こんな場所で。

「社長が誘さそったんでしょう？」

「そう、だけど……」

　せめて会議室でして欲しいと思った。あそこなら防音で窓もない。鍵をかけてしまえば、誰も入れない。

「あ…ん」

　抜き取られていた指が再び入ってくる。広げる動作に、中まで見られているのかもしれないと想像して、羞恥に震ふるえる。

「入れますよ」

　熱くて硬かたいものが入り口に当てられる。触れた場所がひくついた。

「んんっ……あ、はあっ」

　女みたいな声だと思った。掠かすれて、媚こびるようで嫌になる。

　だけど入ってきた国友の性器が体の内側に擦すれる度たびに、嚙かみしめていた唇から声が次々と漏もれていく。

「国友…、あ、ぁっ」

　名前を呼びたいと思った。体の奥まで開かれながら、床を爪でひっかく。

　傷一つすら付かない埃ほこりっぽい床の上に頰を付けながら「国友」と繰くり返す。

　英次と呼びたい。

　だけど口にした途と端たんに気持ちがばれてしまいそうで怖い。会社のためでも何でもなく、自分自身の欲望を満たすために足を開いて国友に抱だかれたいなんて、そんなの知られたくない。

「あっ、も、深すぎる」

　この間よりももっと深く入れられてる気がする。

「気持ちいいですか？」

　国友の問いかけに応こたえるように、中が勝手に収縮した。

　苦しさがないわけじゃないのに、気持ちいい。他ほかの事が考えられなくなるくらいに気持ちいい。

「いい…、っく……きもち、いい」

　突つき上げられる度に膝ひざが擦れる。濡れて硬くなる性器も国友の手の中で擦こすられて、どうしようもないぐらい体の中で熱が暴れた。

「はっぁ……あっ…」

　腰こしを摑つかまれて良いいようにゆさぶられて、体中から力が抜ける。

「国友、もう、いきそう」

　堪たえかねてそう口にすると、国友が「早いですね」と言った。

　意地悪な言葉に、かあっと全身が熱くなる。

「だって、お前が…お前のせいで…っ」

　そんな風に激しく突くからだ。手の中で弄いじったりするからだ。

「あなたが自分から誘ったんでしょう？」

　笑うようにそう言って、俺の先走りで濡れた指先で乳ち首くびを強く摘つままれる。

「ひっ、ぁあ」

「自分で腰振ふってますよ。わかりますか？」

　国友が俺の頭をドアの方に向けさせる。硝子に映った俺の顔が見えた。国友の姿は角度的に見えない。俺だけが、溶とけきった顔をして映っていた。

　口元に光る唾だ液えきまで見つけてしまい、恥ずかしくて死にたくなる。

「っあ」

「会社のために、そんなに乱れて俺に抱かれるなんて凄すごいですね」

　まるで責めるかのように国友が言って、俺の中から硬くなった性器を抜いた。

　途端に膝の力が抜けて、ぐにゃりと床の上に崩くずれる。

　熱い欲望を失った喪そう失感で、体の奥が残念そうにひくつく。

「そんな顔を、どれだけの男に見せてきたんですか？」

　体をひっくり返された。シャツが捲まくり上げられて、胸の突とつ起きを甘あま嚙がみされる。

「っん、ふぅ」

　腰を抱えるように持たれ、再び国友が入って来る。今度は躊躇ためらいもなく最奥まで飲み込んだ。

「あっん、あっ…ぁ、も、おかしくなる」

「才能が欲しければ誰にでも足を開くんですか？　松島さんにも開きましたか？　安陪先生はどうです？　ずいぶんと仲が良いみたいでしたけど」

「っん、して、ない……男は、国友だけ…」

　俺の言葉に国友が笑う。

「噓だ。あなたが初めてだとは思えません。こんなにいやらしいのに」

「そんな…」

　知らしめるように一度、ぎりぎりまで抜かれてそれから奥まで突き上げられた。

「っ」

　その衝しよう撃げきに声もなくのけぞる。びりびりと体が痺しびれる。さっきから壊こわれたみたいに、先走りがぼたぼたと零こぼれているが、今の衝撃でまた色の薄うすい精液が零れ落ちた。

「何人ですか？」

　再び国友が聞いてくる。国友は揺ゆさぶりもせずにそのまま動きを止める。じれったくてたまらない。

「こうして何人に足を開いたんですか？」

「してない、っ、誰とも」

　国友が息を吐はき出す。それすら感じた。

「国友っ」

　動かなくなった国友に焦じれて、腰が揺れる。自覚してるが、そうせずにはいられない。

「頼たのむから」

「なんです？」

　僅わずかに口元に笑えみを浮うかべる国友は、いつもの好青年にはとても見えない。だけど、月曜になればこの場所で、何事もなかったような顔をして仕事をしているんだろう。

「もっと、欲しい」

　俺が何を望んでいるかなんてとっくに知っている癖くせに、わざと聞いてくる。悔くやしいのと、もどかしいので目め尻じりに涙なみだがにじんだ。

「動いて……」

　そう口にした俺の目尻を、国友の指が拭ぬぐう。

「俺をつなぎ止めると言いながら、本当はあなたがしたいだけじゃないですか？」

　その言葉にどきりとした。否定しようとしたが舌の根が動かない。だけど、誤ご魔ま化かす必要もなく国友が動いてくれたから、俺は嬌きよう声せい以外何も口にする必要がなくなった。

「あ、あん、っぁ、あ」

「あなたがどんなつもりであろうと、俺には関係ないですけどね」

「っ」

「イッて良いですよ。長月社長」

　冷たく落とされた言葉を悲しく思いながらも、擦りあげられて絶頂に達した。

　どくどくと脈打ちながら白はく濁だくした精液をはき出して、俺はぐったりと床の上に倒たおれる。

　国友を好きだと自覚してから、何度か自分で体を慰なぐさめた。一人でしているときは国友の事ばかりを考えて、また抱かれたいと思っていたのにどうしてだろう。

　今はすごく、むなしくて堪たまらない。
















「あ、これじゃないですか？」

　打ち合わせの帰り、遅おそい昼食をとるために立ち寄ったレストランから出て会社に戻もどろうと駅への道を歩いていると、傍かたわらにいた金井がいきなり足を止めた。

「なんだよ？」

　金井はウィンドウに張られたポスターを指さす。それはまるで幻げん想そう主義のようなポスターだった。どことなくエロスが漂ただよう女性の絵は一見して油絵のようだったが、よく分からない。

　女の横にはショッキングピンクの丸ゴシックで「８展」と書かれている。

　雰ふん囲い気きからして、どうせ学生のグループ展だろう。学生の作品というのは大たい抵てい洗練されていない代わりに、迫はく力りよくがあってやたらと個性的だ。

「ほら、国友君のグループが展示会やるって言ってたじゃないですか。それがこれなんじゃないかと思うんですけど」

　そう言われて俺はああ、と思い出す。そう言えばイベントがあると言っていた。

　それを思い出した途端、一週間前に国友に抱かれて感じたむなしさも一いつ緒しよに思い出した。

　あれから国友とはほとんど口をきいていない。もちろん仕事の報告や確かく認にんについては言葉を交かわすが、それ以外は目を合わせることもない状態だ。

「国友君も教えてくれればいいのに」

「実は嫌きらわれてるんじゃないか？　口うるさいから」

　そう言いながら金井も展示のことを聞かされていなかったのを知ってほっとした。

「失礼な。僕はちゃんと〝面めん倒どう見みのよい先せん輩ぱい〟やってますよ」

　最近じゃどっちが面倒を見ているのかわからないと思ったが、流石さすがにそれは言わないでおく。

　俺はしげしげとポスターを見たがどこにも国友の名前はない。書いてあるのは展示期間と展示場所とコンセプトだけだった。展示が行われているのはここから数メートルしか離はなれていない貸しギャラリーのようだ。

「どこに国友英次って書いてあるんだよ」

　俺がそう言うと金井は「〝８はち〟って国友君の所属するグループの名前なんですよ。展示会やイベントではいつも〝８〟で参加してますね」と説明してくれる。

「……行ってみませんか？　僕、国友君の作品観みてみたいです」

　わざと腕うで時ど計けいを見るふりをして、渋しぶ々しぶという風に「仕方ないな」と答える。俺だって見たかったから、金井がそう言ってくれて助かった。表面上はあくまでも部下の我が儘ままにつき合う上司の顔で、俺は金井の提案に乗る。

　ポスターに書かれた簡略化された地図を見るまでもなく、道路の向こうにその貸しギャラリーの看板が見える。入り口には花が飾かざられ、ウィンドウにはポスターが張ってある。

「どんなの作ってるんですかね」

　金井がわくわくしながらそう口にした。横断歩道を渡わたってギャラリーの前まで来ると、思わず足が竦すくむ。

　国友が金井に展示会の開催を知らせなかったのは、俺に知られたくなかったからじゃないかと思った。また、盗とう作さくされると思ったからじゃないんだろうか。

「社長？」

　金井が訝いぶかしげに振ふり返る。

「何やってるんですか。入りますよ」

　歩道の上で立ち止まり、通行人の邪じや魔まになっていた俺を金井は引っ張って中に入れる。

　風除室を通って二つ目の自動ドアをくぐると、受付にいた二人の女性が俺たちを見てにっこりと微笑ほほえんだ。まだ若いから学生なのかもしれない。こういうアマチュアの展示会では、出展者やその関係者が受付をするのがほとんどだ。

「いらっしゃいませ。よろしかったらご記帳お願いします」

　差し出されたノートに名前を書こうとして躊躇ためらう。国友もこれを見るのだろうか。

　けれど金井がどうせ会社に戻って俺と観に行ったと国友にしゃべるだろう。

　観念して名前を書くと、凝こった紙に印刷された目録を渡された。

「楽しんでいってください」

　ふわりと笑って見送られて、一階でやっている展示を見て回る。

「あの二人、社長が離れた後できゃーきゃー言ってましたよ。今の子は見る目ないんだから」

　一足遅おくれてきた金井が不満そうに言った。

「どういう意味だ。失礼な」

　いくらプライベートで仲が良いとはいえ、準社員が社長に向かって言う言葉とは思えない。

「だって社長って恋れん愛あいより仕事を優先しそうじゃないッスか。女の子に私と仕事どっちが大事なのって聞かれるようなタイプッスよ。それでそう聞いてくる女の子をうざいって思ってるような悪い男じゃないッスか」

「憶おく測そくでものを言うな。ついでにその頭の足りなそうなしゃべり方もよせ」

　金井は頭の足りない、という言葉に膨ふくれてみせる。こいつが同じ年だとはどう考えても思えない。むっとして口を尖とがらせると、さっき受付で座っていた子たちよりも幼く見える。

「当たってるくせに」

　ぶつぶつ文句を口にする金井を無視する。確かに当たってるが、肯こう定ていしたら負けだ。

　展示物は絵やオブジェ、絵本、家具と様々だったが、不思議と統一感があった。金井が名を知られていると言っていたが、アマチュアとは言えそれなりの実力はあるようだ。

　平日の昼間だということもあってあまり人は多くなかったが、それでも二、三人ちらほら人が見える。

　奥のスペースに行こうとすると、携けい帯たいが震ふるえた。

　側で見ていた金井に外で掛かけてくると言ってから、展示室を出る。受付の前で話をするのも迷めい惑わくなので、入り口とは逆方向の廊ろう下かの奥に行く。搬はん入にゆう出しゆつ用の間口の大きなドアの前で立ち止まり、携帯に出た。

「はい」

『森田です。今大だい丈じよう夫ぶですか？』

「ああ。もう帰るところだ」

『良かった。じゃあ帰りにセロハンテープと、あとホチキス買ってきてください』

　思い切り雑用じゃないか。

「なんだって？」

『すみません、私ちょっと手が離せないんです。お願いします』

「………お前の未来の旦だん那なに同情するよ」

『大丈夫です。旦那には懐ふところの深い相手を選ぶつもりですから。じゃあ頼たのみましたよ』

　がちゃんと切れた電話に、金井といい、森田といい、どうも再教育の必要がありそうだと思ったが、今いま更さら二人に〝正しい雇こ用よう主への応対法〟を教えるのは大変だろう。俺の方がめげてしまいそうだ。実際、めげ続けた結果が今日のこれなのだろう。

　セロハンテープとホチキスは金井に買いに行かせよう。せめてもの俺の威い厳げんとして。

　携帯を仕し舞まって展示室に戻ろうとしたところで、搬入出用のドアの横にある「関係者以外立ち入り禁止」と書かれたドアが開いた。

　出てきたのはいつの日か国友と口論をしていた男だった。名字は記き憶おくにないが、下の名前は覚えている。「純太」と呼ばれていた。

　まさかこんなところで会うとは思ってもみなかった。

　そいつも驚おどろいたように目を見開いていたが、その目はみるみるうちにあの日のように歪ゆがむ。

　焦あせりや憤いきどおりや、色々な感情が入り交じった大きな目を見ているとこいつが国友に抱いだいている感情が手に取るように分かる。こんな目をした奴やつを何度も見たことがある。

　これは俺に嫉しつ妬としてる連中の目だ。

　───やっぱりこいつ、国友が好きなんだな。

　だけど初対面の時から敵視されている理由は分からない。

「長月、湊…」

　まさか俺の名前を知っているとは思わなかった。国友が教えたのだろうか。

「何しに来たんだよ」

　責めるように言われて、俺は思わず眉み間けんに皺しわを寄せる。なんで見知らぬ年下の男にそんな風に言われなきゃならないんだろう。

「部下の展示会を観に来ちゃいけないのか？」

　そいつは吐はき捨すてるように「また英次の作品盗ぬすみにきたんだろうが」と言った。

　どきりとして、思わず体が固まる。

　どうしてこいつがそんなことを知っているんだろう。それも国友から聞いたんだろうか。

「何の、ことだ…？」

「とぼけるんじゃねぇよ。あの居酒屋のデザイン、英次がプラネタリウムでやったデザインからインスピレーション受けたものだろうが。他ほかの連中は気付かなくても俺は気付く」

　男は俺が盗作をしたんじゃないかと疑っているのではなく、確信しているようにそう言う。

「あんたがプラネタリウムで英次のデザインをじっくり見てたっていうのは、あいつから聞いて知ってるんだ。素す性じようを隠かくして英次のデザイン盗みに行ったんだろ？」

　俺は何か言い返さなきゃと言葉を探したが、何一つ浮うかばなかった。

「あんたのせいで英次はデザイナーを止やめようとしたんだぞ」

　悔くやしそうに男が口にした言葉に、俺は驚く。

「美大への推すい薦せんも蹴けって、夢を諦あきらめようとしてたんだ。本当は俺と同じ大学に行くはずだったのに……。あいつがまたあんな風になったら、どうしてくれるんだよ」

　そんなの知らなかった。あいつが俺のせいでデザイナーを止めようとしただなんて。

「帰れよ。またあんたに盗まれちゃ堪たまらない。どうやって英次を丸め込んだかは知らないけど、俺はあいつみたいに騙だまされないぜ。さっさと出ていけ」

　男は今にも摑つかみかかってきそうだ。

「俺は……騙してなんかいない」

　その言葉をそいつは薄うすら笑いを浮かべて否定する。

「噓うそだな。じゃなきゃ、どうして英次があんたのところで働いてるんだ？」

「……」

　何も言えなかった。俺だって、その理由なんて知らない。俺を利用するつもりなんだと思っていたが、国友はそれらしい要求を何一つしてこなかった。

「あんたと英次は釣つり合わない。それに、もともとあいつは俺のだ。手ぇ出すんじゃねぇよ」

　叩たたき付けるようにそう口にした男に、俺は結局一言も反論出来ずに背を向けてビルの外に出る。視界の隅すみで金井が驚いたように追いかけてくるのが見えた。

　信号を渡りきったところで俺に追いついた金井が「どうしたんです？　何かトラブルですか？」と尋たずねてきた。

「なんでもない」

「でも…」

　何か言いたそうな金井に「少し黙だまっていてくれ」と言った。

　金井は大人おとなしく無言で俺の後を付いてくる。

　夢を諦めようとするほどあいつを傷つけたのかと考えたら、好きになって欲しいなんて図ずう々ずうしい願いを抱いている自分を殺したくなった。

　最悪な気分で会社に戻もどると、森田が「やっぱり忘れたんですね」と責めるように言ってきたから、金井に買いに行かせた。いつもはぶつぶつ文句を口にする金井も、俺が普ふ段だんとは様子が違ちがうので大人しく買いに行く。

　俺に買い物を頼んだ森田までが、雰ふん囲い気きの違ちがう俺に畏い縮しゆくしてちらちらと表情を窺うかがってくる。

　先ほど、男に言われた言葉がぐるぐると頭の中で回っている。俺がしたことのせいで国友の人生を台無しにするところだった。

　いや、既すでに台無しにしてしまったんだろうか。

　体を使ってうちの会社に国友をつなぎ止めているんだから、酷ひどい話だ。

「解放してやらなきゃな」

　思わずそう呟つぶやいた。今国友が抱かかえている仕事が片づいたら、あいつを解放してやろう。

　じゃなきゃ、俺はこれからもあいつの人生を台無しにし続けてしまうような気がする。

　国友はどうしてうちの会社に来たんだろう。あいつが来なければ、俺はこんな思いをしなくて済んだのに。どうして俺はあの日、プラネタリウムになんて行ったんだろう。行かなければ、あいつの人生を奪うばわずにすんだのに。

　今も国友は自分のデスクでいつもと変わらぬ顔で仕事をしているのだろうか。

　そう思ったら、顔を上げられなかった。
















　安陪が借りているアトリエには誰もいなかった。部屋の隅では時じ代だい遅おくれのオーディオデッキが甘ったるいシャンソンを流している。スピーカーの横のラックに入っているのは全部ジャズかシャンソンだ。パリのモンマルトルのカフェで働いていた時にシャンソンにはまったと前に言っていた。つくづく、外見と中身の反する男だ。

「なんだ、来てたのか」

　がちゃりとドアを開けて入ってきた安陪はチェックのシャツを着て、絵の具で汚よごれたエプロンをしていた。今日は暖かい陽気とは言え、流石さすがに十一月だ。薄うす手でのシャツ一枚で出歩く安陪は、そこらの子どもよりもよっぽど元気だ。

「事務所に電話したらこっちだって言われたんだ。鍵かぎぐらいかけたらどうだ？」

「どうせ盗とられるものなんてないからな」

　安陪は手に持っていた買い物袋ぶくろの中からチューブに入った油絵の具をいくつも取り出して、壁かべに立てかけられている大きなキャンバスの前に座る。

「どう思う？」

　ふいにそう聞かれて、俺は何が描えがいてあるのか分からないキャンバスをちらりと見る。抽ちゆう象しよう画のようだが、ミロのように愉ゆ快かいなリズムがあるわけでも、ブラックのように轟ごう々ごうとした雰囲気があるわけでもなさそうだ。

「何を描きたいのか全然わからない」

　素す直なおにそう答えると安陪は絵の前でしばらく唸うなってから、まだ乾かわいてない絵の具をナイフで削けずると、煙草に火をつけた。

「苦手なんだよな、抽象画ってよ」

　知ってる。どちらかと言えばこいつは線で緻ち密みつに構成されたエッシャーみたいな絵が得意なんだ。抽象画を描くところを初めて見たが、それも客からの依い頼らいなんだろうか。

　デザイナーとして独立している安陪のところには、色々な種類の注文が入ってくる。この間の個展も画商が主しゆ催さいしているので、展示品には全すべて値段が付いていた。

　座り心地ごこちの悪そうな二人がけ用のソファなんて、二百五十万と価格設定されていた。この業界じゃ珍めずらしい事じゃない。何せ、一メートル四方にも満たない小さな絵が巨きよ匠しようの絵だというだけで、数十億から数百億の値段が付く世界だ。

「それで？　何しにきたんだ？　まさか俺に絵のアドバイスをくれるために来たんじゃないだろうな」

「お前、ＭＭデザイン事務所に顔が利きいたよな」

「まぁな。誰かヘッドハンティングでもしたいのか？」

「逆だ。うちの国友を、向こうに紹しよう介かいして欲しいんだ」

　安陪は絵の具がたっぷり付いたナイフを片手に振ふり返った。ただのマチエールのためにそんなに絵の具を使うのかと、見ていて勿もつ体たいなくなる。ピンからキリまであるが、油絵の具はそう安いものじゃない。

「どういう意味だ？　可愛かわいがってるんじゃなかったのか」

　そう言いながら安陪は筆洗液の近くの灰皿に吸い殻がらを落とす。

「危ないぞ。それ石油だろ」

「蓋ふたをしてあるから大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺が筆洗液を指すと、安陪は分かってるとばかりに筆洗液の入った半はん透とう明めいのボトルを振って見せる。ちゃぷちゃぷと音はしても、零こぼれる気配はなさそうだ。

「それより、どういう事なのか詳くわしく聞かせろ」

「詳しい話だと長くなる」

「お前が毛け嫌ぎらいしてるデザイン事務所に有能な子を渡わたすなんて、よほどの事情があるんだろう？」

　仕事の取り方が汚きたなくて嫌いなだけだ。作品は悔しいが凄すごいと思う。

「国内ならあそこが一番大手だからな」

　一流のデザイナーがひしめき合って、切せつ磋さ琢たく磨ましているから余計に良いいものが作れるんだろう。やはり大手になるにはそれなりの理由があるのだ。

　才能があっても、まだ経験が浅い国友には丁度良い。うちみたいな小さな事務所で大事にされるよりも、若い内は内部競争の激しい大手で仕事をして視野を広げる方があいつのためだ。

　せめてもの償つぐないに、どうせなら一番いいところに送り出してやりたい。

「何があったんだ？」

　促うながすような安陪の言葉に、俺は「三年前の話だよ」と覚かく悟ごを決めて切り出した。

「三年前、俺は煮に詰つまってた。親おや父じの遺のこした借金は増える一方で、経営の仕組みも営業の仕方もろくに分からなくて、父親の代からいた社員たちからは不満の声が上がってた。そんな時に、わ庵あんの話を持ち掛かけられたんだ」

　話しているうちにその時の気持ちが蘇よみがえってくる。毎日毎日、会社に行くのが憂ゆう鬱うつでしかたがなかった。社員たちの「そんなことも知らないのか」という視線が痛くて堪たまらなかった。作品で見返してやりたいと思っても、俺は作品を作る暇ひまもなく営業に走り回っていた。

　そんな中、嗚潟屋の田崎部長から一本の電話が入った。ニューヨークに出張していたときに、たまたま俺が賞を取った展覧会に立ち寄ったと田崎部長は言った。

『今度、新しいコンセプトで店を造りたいと思っている。一度プレゼンしてくれないか』

　あの時はようやく運が向いてきたと思った。

「大きな仕事、それも俺がやりたかった店てん舗ぽデザインの仕事がようやく来た。だけど、俺はうまくアイディアを出せなくて、何度もやり直しだと言われて、切られると思った。折せつ角かくのチャンスが目の前にあるのに、手に出来ずに終わると思って……焦あせってた」

　安陪は俺の話を神しん妙みように聞いている。

「そんなとき、偶ぐう然ぜん立ち寄ったプラネタリウムで斬ざん新しんなデザインに会った。その瞬しゆん間かん、アイディアがひらめいて、俺はクライアントの満足するデザインを作り上げることができた」

「お前……」

「そうやって俺が造ったわ庵は大ヒットした。一時期話題にもなって、うちにも店舗デザインの仕事がたくさん舞まい込んだ。でも、当時俺はその全すべてを断った。店舗デザインをまた引き受けるようになったのは今年その斬新なデザインを造った国友と再会してからだ」

「ずっと不思議だったんだ。お前がどうしてわ庵以外の店舗を引き受けようとしないのか」

　折角舞い込んだ仕事を断っていたせいで会社は赤字ぎりぎりだったけれど、店舗デザインを引き受けようとは思わなかった。古株のスタッフになんと言われようともそれは譲ゆずれなかった。

「才能の無さを認めるのが怖こわかったんだ」

　贖しよく罪ざいのつもりもあった。盗とう作さくをしたから、もう嗚潟屋以外の店舗デザインは手がけないようにしようと思った。けれど、一番の理由は再び仕事を引き受けたときに、何もアイディアが浮うかばなかったらどうしようと恐おそれたからだ。それに。

「盗作して評価されて、俺はそれから毎日が怖かった。いつか弾だん劾がいされるんじゃないかって、毎日びくびくしてたよ」

　盗作、という言葉に安陪が弾はじかれたように顔を上げる。

　けれど今年国友と再会して、あいつが俺を利用するつもりなら俺もあいつに遠えん慮りよせずにやりたいことをやろうと思った。つまりは開き直ったんだ。

「国友に再会したとき、俺はもう駄だ目めだと思ったよ」

　ここに来てようやく核かく心しんに触ふれると、安陪は「お前がそんなことをするやつだとは思わなかった……」と弱々しい声で口にする。

「国友は俺を責めなかった。何も要求しなかった。そんなあいつを、俺は……」

　俺は体で繫つないだ。その才能がどこかに行かないように。会社のために。自分のために。

　それは流石さすがに言えなかった。

「……俺が盗作した事で国友はデザイナーになる夢を諦あきらめかけたって、あいつの友達が教えてくれたんだ」

　あんなに才能があった国友が、夢を諦めるなんて、相当辛つらかったんだろう。

「……罪つみ滅ほろぼしがしたいんだ」

「それで、俺に紹介しろって言ったのか」

　安陪はしばらく黙だまり込んでいたが、新聞を敷しいた床ゆかの上に絵の具で汚れたナイフを置いて、頭を搔かきながら立ち上がる。

「わかった。紹介してやる」

　ため息交じりに安陪が言った。

「助かるよ」

　安陪は心なしか寂さびしそうな目をして俺を見る。その肩かたは落ちて、大きな体を小さく見せている。安陪を失望させたことに対して、俺の中にまだ残っていた良心がチクリと痛んだ。

「……俺はお前の作品が好きだ。学生時代から凄いと思ってた。俺らの代じゃ、お前が一番だったじゃないか。学長賞まで受賞しやがって。お前は俺らの憧あこがれだったんだぜ。なのにお前は自分の手で、自分の才能も作品も、作り上げてきた物全部汚けがしたんだぞ」

　その言葉に、俺は何も言えなかった。

「一度盗作をすれば、もう世間はそういう目でしか見ない。新しいオリジナルを作ったって、それが良ければ良いほど、また盗作なんじゃないかって疑われるだろうな」

　俺は頷うなずく。そんなのは分かってる。だけど甘んじて受け入れるしかない。それほどの事を俺はしたんだ。三年前のことは、俺自身が一生背負っていかなきゃならないことなんだろう。

　その覚悟はもうできた。だから、安陪にこうして告白したんだ。

「結局俺は、お前がくれた絵の通りになった……」

「俺がやった絵？」

「一生井いの中に閉じこもっていたら、蛙かえるは幸せだったんだろうな」

　空を見上げる蛙は惨みじめな気持ちで一生を終えたのだろうか。井い戸どから出ることができない蛙に、井戸の外の世界を知らせるのは酷こくだ。

「……そんな意味で贈おくったんじゃねぇよ。その諺ことわざには後付けされた続きがあるんだ、馬ば鹿か野や郎ろう」

　沈ちん黙もくが落ちたアトリエには、油絵の具の臭においが充じゆう満まんしている。安陪の落らく胆たんした顔を見ていると、俺の気持ちも沈しずんでしまう。

「……引き受けてくれてありがとう。よろしく頼たのむ」

　踵きびすを返して、俺はアトリエを出ようとした。

「なぁ…そんなことがあったのに、どうして国友はお前のところに行ったんだ？」

　背中に向かって掛けられた安陪の疑問は、俺自身も答えを知らない。

「あいつがうちの会社に来た理由は分からない。俺に復ふく讐しゆうするためかもしれないし、俺を利用するためかも知れない」

　そう答えながら、だけどどれもぴんと来なかった。美木の時、国友は助けてくれた。賞を受賞した後もこうしてうちの会社にいる。あいつが何を考えてるかなんて、俺にはさっぱり分からない。

　分かるのは、俺があいつを解放してやらなきゃならないってことだけだ。

　そして、俺が愚おろかしいほどにあいつに焦こがれているということだけ。










　安陪が俺に電話をくれたのは、国友の新しい仕事を斡あつ旋せんして貰もらう約束をしてから、二週間後のことだった。

『向こうは是ぜ非ひ一度国友君と会って話したいって言ってたぞ。あっちは相当乗り気だよ』

　携けい帯たいを耳に当てながら、定食屋から家への道を歩いていた俺は思わず立ち止まる。

「そうか」

　自分から頼んだのに、うまく行ったことにがっかりした。いよいよ国友を手放す手はずが整い始めていることが残念でしかたない。

『国友君の予定が決まったら俺に言ってくれ。一応向こうは火曜か木曜が空いているらしい』

「ありがとう。手間掛かけて悪いな」

　そう言うと、安陪は電話の向こうで沈黙した。何か言いたいことがありそうだったが、結局何も言わずに『じゃあ、またな』と電話は切れる。

　家に帰って、部屋に入ると靴くつを脱ぬぎ捨すてて苛いら々いらした気持ちを発散するかのように、寝しん室しつに飾かざってあるトロフィーや盾たてを床に落とす。

　派手な音を立てて転がったそれらを蹴けって、足の痛みに呻うめいた。

「くそっ」

　国友が好きなんだ。

　あいつのこと、本当に好きなんだ。

「馬ば鹿かみたいだ」

　そう呟つぶやいて、残った写真立てに手を伸のばす。アクリル板を二枚張り合わせて作ったその写真立ての中に、「わ庵あん」を紹しよう介かいした雑誌の記事が入っている。

〝光が織りなす日本の美と幻げん想そう〟〝大人おとなの隠かくれ家が〟なんてキャッチコピーが見出しだ。デザインの雑誌に書かれていたこの記事を見るたびに、胸の奥に沈んでいる黒い澱おりのような罪悪感が顔を出す。

「忘れた事なんてなかった。いつだって、後こう悔かいしてるんだ」

　言い訳のようにそう呟いた言葉は一人の部屋でむなしく響ひびく。

　その日は一いつ睡すいもできなかった。一晩中何もせずに散らかった部屋のベッドにぼんやり座っていた。

　朝が来てカーテンを通して部屋に日差しが差し込んでから、初めて自分がまだスーツを着たままだということに気付く。機械的にシャワーを浴びて、着き替がえて会社に向かった。

　当然ながらまだ誰もいないオフィスで一人、自己嫌けん悪おの固まりになる。しばらくそんな風に何もせずに自分の席に座って、見るともなしに国友のデスクを見ていた。

「おはようございます」

　その声に顔を上げると、森田がオフィスに入ってきた。もうそんな時間になっていたのかと時計を見る。始業時間よりも一時間近く早いが、大体いつも森田はこの時間帯に来る。

「ひどい顔ですよ、社長。まさかまた睡すい眠みん時間削けずって仕事してるなんて言いませんよね？」

　最近また眠ねむれなくなっていたが、そんなこと森田に言ったらこのまま強制的に家に帰されてしまいそうだ。適当に誤ご魔ま化かしてると、他ほかの社員も出勤してきた。就業時間に入ってからは、仕事以外のことはなにも考えずに淡たん々たんと業務をこなす。

　嗚潟屋の仕事の他に、大手着物メーカーの店てん舗ぽデザインの仕事も進めた。

　就業時間が終わって残業組も帰る頃ころ、帰り支じ度たくをしていた国友を引き留める。

「話があるんだ」

　そう言った俺に国友は「はい」と返事する。とっくに仕事も終わっていて、今から話だなんて普ふ通つう嫌いやな顔の一つもするはずなのに。そんなんだから俺みたいなやつに付け込まれるんだ。

「今の仕事、どこまで進んでる？」

　ミーティング室に入って鍵かぎをかけてから尋たずねる。

「デザインも工務店との打ち合わせも終わってます。あとはイベントを待つだけです。ウェブサイトの方は来週には終わると思います」

　国友には大きなイベントのブースデザインをやらせていた。その他には香こう水すい専門店のウェブサイトも任せていたが、今の話を聞く限り締しめ切りまでには余よ裕ゆうで終わりそうだ。

「ＭＭデザインって聞いたことあるよな」

「はい」

「そこの人間がお前に会いたがってるんだ。良かったら、会ってみないか」

　国友は俺の言葉を聞いて、「仕事上で、ということでしょうか」と尋ね返す。

「お前には才能がある。うちの会社で潰つぶすには惜おしい」

　国友は俺の言葉で全すべてを理解したようだ。頭がいい相手は話が楽で助かる。

「……俺が邪じや魔まになったんですか？」

　いつもの国友よりも少し低い声でそう問いかけられた。

「そうじゃない」

「会社が安定したら、俺なんてもう用無しですか？」

「違ちがう。これは……」

　これはせめてもの罪つみ滅ほろぼしだ。俺がお前にできるのなんてこれぐらいしかないから。

「これは、なんです？」

　言葉が出てこなかった。その代わり、バッグの中から昼間に銀行で下ろしたばかりの現金をテーブルの上に載のせた。封ふう筒とうに入ったそれを、国友はちらりと見る。

「二百万入ってる。わ庵の口止め料だ。今、盗とう作さくだと言い出されても困るからな。お前にとってはいい話だろ。金も入って、良い事務所に移れるんだから。俺のところに来たのも、初めからそういうのが目的だったんだろう？」

　酷ひどい言葉を言っている自覚はあった。本当にそう思っているわけじゃない。だけどこうでも言わなきゃ、国友を辞やめさせる理由がない。まさか贖しよく罪ざいのためだとか、これ以上側にいると体以上の関係を望んでしまいそうだからとは言えない。

「わ庵の……？」

「ああ、そうだよ。口止め料っていう響きが嫌いやなら、お前のデザインを使わせて貰ったアイディア代だと思えばいい」

　国友ならＭＭデザインでもやっていけるだろう。

「とにかくもう、俺はお前と一いつ緒しよに仕事をする気はないんだ。黙だまって頷うなずいてそれを持って行ってくれ」

　話は終わりだと俺はドアノブに手をかける。国友は俺の腕うでを摑つかんだ。痛くはないけど、とても外れそうにない。

「なんだ、本当に長月社長は俺の才能だけが欲しかったんですね。それとも口止めのためだったんですか？」

　口元に笑えみを浮うかべながら国友が言った。だけどそれは背中がぞっとするような笑みだった。

　ぐっと引き寄せられて、間近に迫せまった顔に覗のぞき込まれる。

「俺は辞めません」

「よく考えろ。向こうに行けば…」

「黙れ」

　底冷えするような冷たい目で射貫かれる。思わず後ずさりしそうになったが、腰こしを引き寄せられてそのまま国友にキスをされた。

　入り込んできた舌にいいように口の中を蹂じゆう躙りんされて、認めたくないけど膝ひざが笑う。唇くちびるが離はなれていった後、国友が手を離した瞬しゆん間かんに、がくんと力が抜けて床ゆかの上にへたりこむ。

　自分の耳みみ障ざわりな荒あらい呼吸を聞きながら、どういうつもりだと責めるように国友を見上げる。

「男相手に足開くの好きなんでしょう？　じゃなきゃ、好きでもない俺のためにあんなことできませんよね」

　あんなこと、と言いながら国友が俺の唇を親指の腹で愛あい撫ぶするようになぞる。この間、このオフィスで自分が国友のものをしゃぶった事を否いや応おうなく思い出す。

「っ」

　国友が不意に俺のネクタイを引っ張る。引かれるがままに再びキスをされた。ネクタイが解かれ、シャツのボタンがはずされていく。

「っ…やめ…ん」

　背後に回った国友の大きな手に口が塞ふさがれる。拒きよ絶ぜつする間もなく肌はだに触ふれた国友が、下着まで脱がしていく。

「ふっ」

　ボタンが外されたシャツとジャケットがばさりと、床の上に落ちた。

　国友の指が、既すでに勃たちあがり掛かけた性器に触れる。

「ぅあ」

　指の隙すき間まから声が漏もれる。くぐもったその音に、煽あおられるように体が震ふるえた。

　拒絶するために国友に触れていた手が、いつの間にか縋すがり付くように服を摑んでいる。

「っん、はっぁ」

　国友と初めてしてから国友以外には誰にも触れられていない体は、敏びん感かんすぎるぐらいに快感を感じ取る。

　いや、違う。相手が国友だからだ。だからこんな風にされても、こんなに感じてしまうんだろう。

「本当に男が好きなんですね。もうこんなに濡ぬれてる」

　男が好きなんじゃない、お前が好きなんだ。

　そんな風に言えたらどんなに良いだろうと思った。

　だけど、言ったら何もかも終わるんだろう。さっき国友が「辞めない」と言った時、本当はすごく嬉うれしかった。国友は俺への当てつけだと思ってるだろうけど違う。実は俺が何より国友と一緒にいることを望んでいるんだと知ったら、お前は何て言うんだろう。

　国友が俺の目の前で濡れた手を見せた。わざと指を開くと、その間を糸が伝う。

　じわりと頰ほおが赤くなる。思わず目を逸そらす。

「何逸らしてるんですか。社長のですよ」

　からかうような声こわ音ねでそう言った国友は、俺の口を覆おおっていた手を外して濡れた指を俺の口の中に入れる。指が舌の上に触れた。青あお臭くさい臭においがする。

「んっく」

　口の中に溜たまった唾だ液えきを飲み込む時に、国友が耳元でかすかに笑うのが分かった。

「少しくらいは、好かれてるって思ってたんですけどね」

　自じ嘲ちよう気味のそれを聞いてて切なくなった。少しなんかじゃない。好きで堪たまらない。

「結局、ただの淫いん乱らんだったんですね」

　口から指が抜かれて、いつも国友を受け入れた場所にそれが入り込んできた。苦しいと思う間もなく、快感が広がる。

「あっん」

「欲しいって言えば入れてあげますよ」

「っや…」

　国友の手から離れようとすると、余計に深く指を入れられた。

「やっあっあ…っぁ」

「強ごう情じようですね。今いま更さら、嫌だって言ったって俺はもう止められません」

　苛いら立だった国友がそう言う。首を振ふると、強引に指で広げられた場所に国友が入ってきた。

「─────っ」

　奥までいきなり入ってくる。

　苦しくて息がうまくできない。ひきつった体が、受け入れた場所を何度も何度も締しめ付けてしまう。

「後ろだけでいけそうですね」

　国友はそう言って腰を動かす。何度も何度も突つき上げられて、目眩めまいに似た快感を擦すり込まれる。

「あ…っあ……ぁっ国友……、もう」

「中で出してあげます。嬉しいですか？」

　耳元に囁ささやかれた言葉がどんな意味なのか、よく分からなかったが快感に流されるままに何度も頷いた。

　しばらくして注がれた熱に、ようやく国友が何を言っていたのかを理解した。
















　金曜日の夜は国友が家に来ることが多くなった。

　それだけが目当てであるかのように国友は俺を抱だいて、満足するとすぐに帰ってしまう。国友にとって俺はただの性欲処理の道具なんだろう。

　そんな関係に心を痛めながらも、完全に断たち切ることもできない。

「あっ……ん」

　ずるりと国友の性器が抜けていく。いったばかりの体が、その刺し激げきに震える。

　国友はそのままバスルームに消える。背中に自分の爪つめ痕あとを見つけた。

　最初は無意識につけていたが、最近じゃわざとつけてる。まるで所有権を主張する馬ば鹿かな女みたいで嫌だけど、そんなものでも国友の体に残るならいいと思った。

　あの純太という男が嫉しつ妬として、二人の仲が壊こわれてしまえばいいとも思う。

「自分がこんなに性格が悪いと思わなかった」

　国友に抱かれるのは嫌じゃない。

　酷ひどい言葉や冷たい視線に胸が痛むことはあったけど、それでも国友と繫つながっていられるなら安いもんだと思う。それでも抱かれるたびに自分が嫌な人間に変わっていく気がする。

　バスルームから出てきた国友と入れ違ちがいに入る。セックス以外じゃ絶対俺に触れない国友は、すれ違うときに肩があたらないように体を反らす。気き遣づかいのようにも拒絶のようにも見える。

「俺にあいつを責める資格はないけどな…」

　シャワーを浴びながら呟つぶやいた。

　体を洗って、シャツとジーンズを穿はいて出る。国友はキッチンで煙草たばこを吸っていた。

　ＭＭデザインの話をしてから一ヶ月ほど経たつ。何度か抱かれたが国友は事が終わればすぐに帰ってしまっていた。こんな風に残っているなんて珍めずらしい。

「吸うのか？」

「最近またはじめたんです」

　国友は煩わずらわしそうに煙けむりに目を細めてそう言う。

　───俺のせいか？

　聞こうとして口を開きかけたら、リビングに置きっぱなしのジャケットの中で携けい帯たいが鳴る。

　週末の夜に誰だよ、と思いながら携帯を手にすれば奈な良ら工務店からの電話だ。

　国友がしたデザインのブースの設置は今日終わったはずだ。夕方に確かく認にんするために国友と一いつ緒しよに顔を出した時は作業はほとんど終わっていたのに、一体今更何の用だろう。

「はい、長月です」

『湊君!?　まずいことになっちゃってさぁ!!　これがその、どうしたもんだか』

　社長の酒焼けした声は酷く焦あせっている。

「何かトラブルですか？」

　緊きん張ちようしながらそう尋たずねた。視界の隅すみで国友がこちらに意識を向けたのが分かる。

『横のブースの展示物が倒たおれて来て、でかい液えき晶しようパネルと国友さんの作ったオブジェみたいなのが壊れてるんだわ。作業終しゆう了りよう時間まであと二時間だから、どうしたもんかって思ってて』

　困り切ったような声を聞いて、俺はクローゼットの中からジャケットを取り出す。羽は織おっていただけのシャツのボタンを留めながら、車のキーを探した。

「国友、タクシー呼んでくれ」

　俺の言葉を聞いて、国友は吸っていた煙草をシンクの中で消す。ちらりと見た顔はもうすでに仕事をしているときの顔だった。

『費用は横の連中が払はらうって言ってるんだけど、今すぐ液晶パネルなんて用意できねぇだろうしなぁ』

「一時間で国友を行かせます。パネルのメーカー名と型とサイズを教えてください」

　手帳を取り出しながらそう聞くと、社長が梱こん包ぽうしていた段ボールに書かれていたパネルの詳しよう細さいをそのまま口にする。通話を切ってから既に身み支じ度たくを整えている国友に事情を説明した。表情を硬かたくした国友に心配するなと肩を叩たたく。

「タクシーが来たらそれで現場まで行ってオブジェを直せ。俺も液晶パネルを調達したら行く。作業終了時間になったらアウトだ。明日は開場の二時間前じゃないと作業に入れない」

　作業は今日中に終わることになっている。今回は工務店が悪いわけでも俺達が悪いわけでもない。不ふ慮りよの事故だが、その言い訳がどこまで通じるだろうか。

　明日の朝にはクライアントが来る。開場に間に合っても、クライアントが来てから作業をするのはうちの会社に対する不信感を与あたえるだけだろう。作業は今日完かん了りようしている予定だったのだから。

「わかりました。どうにか直します」

「頼たのむ」

　俺たちは急いで家を出る。まだタクシーの来ない国友を置いて、俺は自分の車に乗り込んだ。パネルをレンタルした会社に電話をかけたら、予備が空いてるかどうか調べてかけ直すと言われたが、取り敢あえずそちらに向かって車を走らせる。

　もうすぐでレンタル会社に着くというところで、携帯が鳴った。道路の脇わきに寄せて車を停とめ、携帯に出る。

『すみませんが、そのサイズは全すべて貸し出しておりまして…二日後でしたらご用立てできると思いますが…』

「でしたら結構です。補償の件は後ほど詳細が分かり次し第だい連れん絡らくさせて頂きます」

　壊れてしまった液晶パネルは保険でなんとかなるだろうし、もし一部負担金があっても横のブースの施せ工こう業者が払ってくれるというのでその点は心配ない。今心配なのは明日の展示にパネルが間に合わなくなることだ。

　持ってきたノートパソコンを携けい帯たい電でん話わに繫いで、インターネットで虱しらみ潰つぶしに液晶パネルのレンタルを行っている業者を調べる。片かたっ端ぱしから電話したら、一社だけ見つかった。

　しかも会場の近くだ。

『でも明日の朝七時に戻もどってくる予定なんですよ。だから明日まで待って貰もらえますか？』

「わかりました。では明日の朝七時に伺うかがいます」

『え？　いやいや、品物が返って来るのは七時ですが、始業時間は…』

「どうしても明日必要なんです。七時でお願いします」

『いや、困りましたね…』

　七時でも時間ぎりぎりだ。作業開始は八時からだ。八時まではたとえ業者だろうと中に入れない。クライアントが来るまでに作業が終わればいいが。いや、それよりもこれ以上不測の事態が起こらないことを祈いのるしかない。

　電話の向こうの声は渋しぶっていたが、俺は猫ねこ撫なで声で話しかける。

「実は当社はブースデザインや店てん舗ぽデザインなどを手がけていまして、今後も展示会で必要な機材などを御おん社しやからお借りできたらと思っております」

『わかりました……。でしたら七時にお待ちしています』

　不承不承といった感じの相手にめいっぱい明るく「ありがとうございます」と口にする。

　通話を切ってからイベントの担当者にも報告するために電話を掛かけたが繫がらなかった。諦あきらめて携帯を仕し舞まうと会場に車を走らせる。作業終了時間までぎりぎり間に合うかどうかだ。

「今日はあいつに抱かれたってのに、余よ韻いんに浸ひたる暇ひまもないな」

　余韻なんていったって、どうせ後こう悔かいや嫉妬や無い物ねだりの空むなしさなんだけど。

　アクセルを踏ふんで国道を抜ぬける。駐ちゆう車しや場は会場から離はなれた場所にある。だけどほとんどの業者が帰る時間で、わりと近いスペースが空いていた。車を停めて、一いつ般ぱんの入り口とは違ちがう四トントラックが楽々入りそうな搬はん入にゆう出しゆつ口まで走った。

　いつもはコンクリートむき出しでまっさらな会場が、各ブースごとに独自の個性を出している。美容関係の展示会だから余計にどこのブースも凝こった造りで、色いろ鮮あざやかで繊せん細さいな飾かざり付けをされている。展示会はたった二日間だというのに、どこのブースも気合いが入っていた。

「どこだ？」

　早足で歩きながら歩いていると場内アナウンスが『閉館時間まであと十分です』と無情に告げる。

　思わず舌打ちしたら、目の端はしを見覚えのある国友のデザインがかすめた。

　慌あわてて踵きびすを返してそちらに向かう。工務店の人たちはただただ国友の周りに立っていた。その横にいる見覚えのない作業服の連中は、おそらく横のブースの施工業者だろう。

　俺の顔を見つけると奈良社長が「湊君」と呼んだ。その途と端たん、全員が俺の方を向く。

「パネルどうなりました？」

「とりあえず明日七時に調達できる予定です」

　ちらりと見た液晶パネルは外見上は何の問題もなさそうだった。

「電源入れても作動しないんだよ」

　奈良社長が俺の視線を追った後で、困ったように口にする。横にいた見知らぬ作業員が「申し訳ありませんでした」と頭を下げた。弁べん償しようや保険の問題に関しては後で話さなきゃならないだろう。相手方の責任者と名乗り合って、名めい刺しを交こう換かんした。

　横のブースにはパルテノン神しん殿でんの柱を思わせるものが立っていたが、素材は恐おそらく発はつ泡ぽうスチロール系だろう。これが倒れてきても、なんの影えい響きようもなさそうだ。

「一体何が倒れたんですか？」

　俺の言葉に奈良社長が「あれだよ」と指さしたのは、隣となりのブースのパーティションの上に置かれている大きな金属製の社名ロゴだった。丸い地球のオブジェを取り巻くように社名が配置されている。一見大きな地ち球きゆう儀ぎのように見えた。

　確かにあの重そうなものが落ちてきたら、液晶パネルはひとたまりもないだろう。

「ちゃんと固定ができてなかったようで……」

　すみません、ともう一度頭を下げられる。真しん摯しに謝る姿に怒おこる気にはなれずに「頭を上げてください」と言って、国友の手の中にある壊こわれたオブジェを見る。

　国友が作ったオブジェはミロのビーナスを現代風にした手足のある等身大の石せつ膏こう像だ。メーカーが売り出している化け粧しよう品のイメージ女優をモデルに、ミロのビーナスのオブジェを作って欲しいと言われて、国友がデザインして実際に制作も手がけた。

　しかし国友が一週間かけて石膏で作ったビーナスの顔は、今や無む惨ざんにも半分以上が砕くだけてしまっている。人ひと形がたのそのオブジェが本当に人間だったらと考えると恐ろしい。

「誰にも怪け我ががなくて良かったです」

　明日倒たおれてたら一いつ般ぱん客きやくやクライアントを巻き込んで、大きな事故になっていたかもしれない。

『閉館まであと五分です』

　場内アナウンスと共に警備員が見回りに来た。もう残っているのはほとんど俺たちだけだ。

「まだかかりそうですか？」

　あからさまに迷めい惑わくそうに、警備員が腕うで時ど計けいを見てそう口にする。

　ブース内は特に問題なさそうだったが、国友が修復しているオブジェはまだ直りそうにない。というよりも、修復が可能そうには見えなかった。本来ならば透とう明めいのアクリルケースに入れて展示するので、壊れることはないと思っていたが、ケースを被かぶせる前にぶつけられたのかもしれない。いや、もしケースを被せていたらケースもろとも壊されていたかもしれない。

「間に合わないと思います」

　国友は小さく砕けた破は片へんをボンドで貼はり合わせながら答える。

「分かった。とりあえず、それ持って外でやろう」

　手伝うと言う横のブースの施工業者に、壊れたパネルを運び出すのを手伝って貰う。もうすでに使用していた工具類は運び出してあるようで、残るはオブジェと液えき晶しようパネルだけだった。

　液晶パネルを梱こん包ぽうして運転席の後ろに積んで貰ったあと、これ以上手伝って貰えることがあるとも思えず、横のブースの施工業者には帰って貰った。青いビニールシートで包まれたオブジェをシートを倒して助手席に積んで貰った後は、奈良工務店の人たちにも帰ってもらうように言った。

「悪いね、湊君。俺達も明日朝から別の現場なんだわ……。もし必要なら明日パネル展示だけ手伝いに一人つけるから」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。壁かべに掛けるところは作ってくださってましたから後は俺達がやります。また何か問題が起きたら連絡します」

「本当に悪いね」

　そうして俺と国友だけが残った。駐車場はまだ閉められていないが、外灯は消されてしまった。国友は後部座席に乗り、手の中の破片を困ったように見ている。俺は運転席に乗り込んで、バックミラー越ごしに国友に話しかけた。

「接せつ着ちやく剤ざいじゃ無理だろ」

　国友の手には接着剤があったが、オブジェの頭の上の方はすでに細かい破片になって床ゆかに飛び散っていた。

「石膏の型を作った粘ねん土ど細工はまだ残ってるか？」

「駄だ目めです」

　国友は「頭部はかろうじて残っていますが、他ほかはうまく外れなくて刳くり貫ぬいてしまいました」と答える。

「お前の家か？」

「はい」

「今から行って作るぞ。石膏は残ってるか？」

「はい」

　国友はいつもの歯切れ良い返事ではなく戸と惑まどうようにそう返してくる。

「今から制作して間に合うでしょうか」

「その砕けた頭部を修復できるって本気で思ってるのか？　接着剤で繫つながれたひび割れたビーナスを飾れるわけがないだろ」

　俺は叱しかるようにそう言って、アクセルを踏む。考えてみれば、国友を雇やとってから半年以上経つが、彼を叱るなんて初めてのことだった。
















「大きいな…」

　国友が自分の家だと言ったのは、つい数年前に出来たばかりの話題のマンションだった。こんなところに国友が住めるだろうかと、毎月払はらっている給料の額を考えて思う。

「兄弟で一いつ緒しよに住んでるんです」

　国友はそう言って、助手席に横たわる青いビニールシートにくるまれたビーナスを取り出す。

　そうしていると、まるで死体のようだ。夜よ更ふけに男二人がこんなものを運んでいて通報されないだろうかと懸け念ねんしたが、国友の部屋に行くまで誰とも会わなかった。

　マンションの高層階にある国友の部屋は馬ば鹿かみたいな広さだった。電気を点つけて部屋に向かった国友の後に続く。

「こっちは制作のための部屋です」

　国友がそう言って俺を案内したのはフローリングの上にビニールシートが敷しかれた部屋だ。石膏像を作った後に片づけていなかったのか、ビニールシートは白く汚よごれている。

「これが頭部です」

　隅すみの方にタオルを巻かれて置いてあったものを国友は持ってくる。

　きっと苦労して顔を作ったのだろう。だから型を取ったあともなんとなく壊すのが惜おしくて、残しておいたんだろう。その気持ちはよく分かる。

　タオルを取ると、出てきた粘土細工は鼻がもげていた。尖せん端たんはうまく外れないものだから、それも仕方がない。

　諦あきらめかけた表情の国友を鼓こ舞ぶするように「やるぞ」と声を掛かける。ジャケットを脱ぬいで、丸めて空いている棚たなに入れた。シャツも腕うでまで捲まくり上げる。

「これ借りていいか？」

　そう言って近くにあった汚れたナイロンのエプロンを着ける。

「本当に、今から作るんですか？」

　俺は腕時計を外して目に見えるところに置いた。

「移動時間と搬はん入にゆうの時間を考えたらあと六時間しかない。でも、二人いればできる」

　ちらりと時計をみた国友は「本当に、できると思いますか？」と尋たずねる。

　石膏像は通常粘土で造形を作り、その上に石膏を塗ぬり固かためる。石膏が固まったら綺き麗れいにはがして、その中にまた石膏を流し込む。中の石膏が固まったら、外の石膏を外して完成だ。

　一番神経を使うのが型を外す時だ。下手へたをすると中の石膏と外の石膏がくっついて、境目が分からなくなる。また、ノミで外の石膏を外す時に中の石膏を傷つけかねない。

「できるよ。大丈夫」

　国友は完全に俺の話を信じたわけでもないだろうが、それでも作業に取りかかった。

　厄やつ介かいなのは固まる時間だ。薄うすく作っても、六時間で完全に乾かわくとは思えない。それに薄く作ればその分脆もろく、割れやすくなる。実際国友が諦める気持ちも分かるが、それでもやるしかない。

「手と足、胴どうの部分は損傷はないな。つなぎ合わせればそのまま使えるだろ」

「壊こわれた頭部だけ切断するってことですか？」

「型取りが終わったら、首のところでうまく切ってくれ。顎あごの下辺りが一番良いい。陰かげになって継つぎ目が目立たない」

「……型取り、一回で成功したことないんです」

　時間から考えて、一度失敗したらもう終わりだ。石せつ膏こうと水の加減や、乾かん燥そう具合の判断をミスすれば石膏は簡単に壊れてしまう。水の加減は経験だ。部屋の湿しつ度どや粘土の乾燥具合を考こう慮りよして混ぜ合わせるこの調合を間ま違ちがうと全すべて台無しだ。それでも、何体も作っていればそのうち自然とコツは摑つかめてくる。

「分かった。お前は粘土を修復しろ。俺が石膏を作る」

　俺がそう言うと、国友は段ボールの中から粘土を取り出す。恐おそらく一度型に使用されたものだろう。あまり捏こねもせずに、鼻の部分に当てて、造形を整えていく。

　俺は石膏の袋ふくろから粉を取り出して、近くにあったボウルに入れた。

「水かりるぞ」

「はい」

　ボウルの横に転がっていたバケツを持って、キッチンで水を入れて戻もどってくる。石膏と水を混ぜながら、なめし革がわで粘土の造形を整えている国友に「手慣れてるな」と声をかけた。

「いえ、石膏像は学生時代に一度作っただけです」

「お前、そういうことは注文受ける前に教えてくれよ…」

　思わずそう言うと「すみません」と返ってきた。

　それを聞いていたら、恐らく国友に石膏像なんて任せなかっただろう。こんな大物を素人しろうとに作らせるのなんて怖こわすぎる。だけど、実際その素人が玄人くろうと顔負けの石膏像を作り上げた。

　等身大の像なんて、普ふ通つう一度や二度の経験でここまで完かん璧ぺきになんて作れない。大たい抵ていバランスが狂くるうし、うまくつなぎ合わせることもできないだろう。

「もしかしたら、こっちで食っていけるんじゃないのか？」

「粘土と相あい性しようが良くないみたいで、本当は焼き物とか石膏は苦手なんです」

「お前の苦手は世間の苦手と意味が違ちがうよな……。普通ここまで作れたら得意って言うんだぞ」

　国友がしばらくして「できました」と口にする。

　粘土で作られた顔は陰いん影えいが濃こく見える。

「石膏は俺がやるからお前は首と頭部を切り離はなせ。慎しん重ちようにやれよ」

　そこからはお互たがい黙もく々もくと作業した。国友はノコギリで壊れた頭部を首から切り離していたし、俺は粘土に慎重に石膏をかける。一度石膏を掛けてしまえば固まるまで待たなければならない。その間は何もすることがない。何も出来ずにただ待つだけの時間は余計に気が急せく。

「煙草たばこ貰もらっていいか？」

「どうぞ」

　了りよう承しようを得て棚の中に入っている煙草の箱の中から一本抜ぬき取る。棚には他にもいろいろな道具類が詰つめ込まれていた。

　上の方には図録や美術書もある。その中の一冊に視線が向かう。

　黒の背表紙に銀の箔はく押おしがしてあるその本は、俺の地元にある美術館が出した図録だ。

　背表紙に書かれているのは、俺が賞を取った展覧会の名前だった。

「これ……」

　俺の言葉に切り離した頭部との断面を、接合しやすいように均ならしていた国友が顔を上げる。

　国友は困ったように視線を逸そらして、「ばれちゃいましたね」と言った。

「どういう意味だ？」

　俺の問いかけには答えずに国友は横にしてある石膏に触ふれた。

「もう、固まったんじゃないですか？」

「そうだな…」

　別に言いよどむような話題じゃないはずなのに、何故なぜか国友は言いたくなさそうだ。

　国友があの展覧会の図録を持っていたとしても、別におかしい事じゃない。有名な展覧会だから、そういう偶ぐう然ぜんだって充じゆう分ぶんありえるだろう。

　気になることは気になるが、ひとまず先にこれを片づけてしまおう。あと三時間と少ししかない。煙草の吸すい殻がらを近くにあった灰皿に捨て、俺は黙々と作業を続ける。まだ温かい石膏を割って粘ねん土どを剝はがす。割った時の隙すき間まを石膏でつなぎ合わせて石せつ鹼けん水を浸透させ、今度は中に石膏を注ぐ。

「何か作って来ますね」

　石膏の粉で真っ白になった手を叩はたいて、国友は部屋を出ていく。夕食は早い時間に軽く食べたきりだったので、そう言えば小腹が空いた。

　一人きりになった部屋で、石膏が固まるのを待つ。といっても、今度は中で均等になるように丸い石膏の頭部をごろごろと回さなければならない。こうしないと中の石膏が偏かたよって割れやすくなるし、乾きも遅おそくなるのだ。

「石灰くさいな……」

　換かん気きしようと思って窓を開けた。中に入れていた石膏が固まってきたようで、もう回してもちゃぷちゃぷと音を立てなくなる。

　先ほど国友が均していた切断面を見ながら、何とか石膏でうまく繫つなげるだろうかと思案する。

「そもそもビーナスの石膏ってなんだよ……」

　今いま更さらながらに呆あきれたようにそう言った。クライアントの要望だから仕方ないが、せめて発はつ泡ぽうスチロールだったら削けずるだけだからもっと楽だったのに。横のブースのパルテノン神しん殿でんが羨うらやましい。あれなら壊れても、簡単に修復できる。

「作るにしても、最初からプロに頼たのめばよかったな」

　その場合、値段も跳はね上がっただろうから、クライアントも諦めてくれたかもしれない。けれどもしプロに頼んでいたら、直前にこんな風に修復を行うことなんて出来なかっただろう。

「でも、うまく出来てたよな」

　イメージモデルの女優の良い点だけを取り入れて、あとはミロのビーナスをベースに作っている。だから女優よりも少し太めに見えるが、あまり瘦やせていては貫かん禄ろくが出ない。

　それでも顔は不思議と女優に似ていた。完成時の写真をメールで送った時に、クライアント側の担当者はあまりの出来の良さに会社の受付に飾かざるとか、次に作るカタログに載のせるとか言っていた。制作費として結構料金が掛かってるから、出来るだけ使い回したいという気持ちもあるのかもしれないが、出来の悪い作品だったらそんな風に手放しで褒ほめたりはしないだろう。

「これで苦手だなんて、不公平だよな」

　陥かん没ぼつした頭部が首から切り取られたビーナスを見ながら思わず呟つぶやく。この水準で苦手だって言うなら、あいつの得意はどれだけ凄すごいんだろう。

　使い終わった道具を片づけていると、国友が呼びに来た。

「休きゆう憩けいにしましょう」

　エプロンを取って部屋を出て、先ほどの洗面所で手を洗う。鏡を見たら、いつの間に付いたのか髪かみの毛も白く汚よごれていた。

　汚れた部分を濡ぬれた手でふき取る。石膏をいじった後はいつも、手がひどく乾燥してがさがさになっている。細かい粒りゆう子しが皺しわの一つ一つに入り込んでいるようだ。

　リビングに行くといい匂においがした。鋳ちゆう鉄てつの猫ねこ足あしのついたガラステーブルの上にはコーヒーの入ったカップが置かれている。俺がソファに座ると、国友はキッチンからサンドイッチを載せた皿を持ってきた。

　厚めに切られたライ麦のパンにはチキンやトマト、レタスやオレンジ色のチェダーチーズが挟はさまっている。

「悪いな」

「いえ、石膏の方はどうですか？」

「今のところ問題はない。順調に固まってるよ」

　あとしばらくはすることがない。国友が作ったスパイスの利きいたサンドをゆっくり食べながら、濃いコーヒーを味わう。眠ねむ気け覚ざましになるかと思ったが、ちっとも目は覚めない。

「それにしても、大きな家だな。兄弟って、お兄さんか？」

「ええ、まぁ」

　国友は歯切れ悪くそう言う。もしかしたら兄弟仲はあまり良くないのかもしれない。

　食事が終わって、俺は沈しずみ込むようにソファの背もたれに背中を預けた。

「三十分経たったら教えてくれ」

　今日は朝から現場に行って、進行状じよう況きようを確かく認にんした。国友がデザインした展示会のブースのデザインも確認して、一いつ緒しよに夕食を摂とってから家で国友に抱だかれた。長い一日だったが、まだまだ終わらない。とりあえず石せつ膏こう像を展示して、液えき晶しようパネルも設置してその動作確認を行うまでは気が抜けない。

　だからほんの少しのつもりで目を閉じた。

　なのにすぐに揺ゆさぶられる。

「三十分経ったらって言っただろ？」

「経ちました。お疲つかれの様でしたら俺がやります」

　もうそんなになるのか？　そう思って時計を見れば確かに三十分経っている。こんな風に国友に起こされたことが前にもあった気がした。いつだっただろう。

　国友が心配した表情で覗のぞき込んでくる。もしかしたらまた酷ひどい顔をしているのかもしれない。

　俺は頭を振ふってソファから立ちあがる。国友だって疲れてるはずなのに平気な顔をしている。

　いいな、若いって。

「いい。昔から石膏と相性はいいんだ。バスルーム使えるか？」

「はい」

　俺は部屋に戻もどってノミとトンカチ、それから石膏の頭部とビニール袋ぶくろを手にバスルームに向かう。入った途と端たん、目の前に広がる夜景に驚おどろく。硝子ガラス張りの風ふ呂ろは初めてみたが、これは外から見えないような作りになっているんだろうか。

　後で国友に聞いてみよう。

「凄い風呂だな……」

　大理石の浴よく槽そうは五角形で、なみなみと水が入っていた。壁かべから打たせ湯のようにお湯が出てくる場所がある。映画の中でしか見たことのないような風呂だ。国友の兄弟は一体なんの職業についているのか、本当に疑問だ。

　冷えた石のタイルが足の裏に冷たい。ぺたぺたと歩いて、シャワーのノズルを取ってしゃがみ込む。一度割ってくっつけた場所にノミを当てて、トンカチで叩く。何度か強く打つと簡単に割れ目が出来る。だけどここで焦あせって力任せに割ってしまうと、内側の石膏が傷ついてしまう。石膏を流し込む前に浸しん透とうさせておいた、石膏と石膏を乖かい離りさせるための石せつ鹼けん水が充分であったことを願うのみだ。

　シャワーから水を出し、出来た隙間に流し込む。そうやって水を絶え間なく流しながら、少しずつ石膏を割る。耳の辺りをはがしている時、妙みような抵てい抗こう感を感じて背中に冷たい汗あせが流れた。

「うまくいけよ」

　思わず願うように口にした。固める時間が少なかったことは分かっている。でもうまくやれば綺き麗れいに外れるはずだ。それにこれが駄だ目めだったとして、もう一度石膏を流し込んで固まるのを待つ時間はない。

　水流を強くして抵抗感があった隙間に水をさらに流し込む。ゆっくりゆっくりと亀き裂れつを広げていく。耳は外れたと思うが、まだどうなっているかはよく分からない。

　後頭部から割って、取り出した後で恐おそる恐る耳を見たが、特に問題はない。次は肝かん心じんの顔だ。

　頭部をひっくり返すと、顔はちゃんと前に作ったやつと同じだった。

「綺麗なもんだな…」

　ほっとして思わず水に濡れた石膏の顔を撫なでる。割れた外側の石膏の残ざん骸がいをビニール袋に入れて部屋に戻ると、無事に取り出せた石膏像を見てほっとしたように国友が息を吐つく。

「タオル貸してくれ」

　国友は近くにあった乾かわいたタオルをくれた。ざっと石膏像に付いた水すい滴てきを拭ふき取って、頭部の方の接着面を本体の接着面に合うように削る。

「サイザルと石膏取ってくれ」

「今から使うんですか？」

「内側に張る。展示中に首が落ちるなんて絶対に嫌いやなんだよ」

　通常サイザルは石膏像をつくる際に、その強化として石膏と混ぜて使う。貰もらったサイザルに石膏を絡からめて頭部と本体の内側にぐるりと張り付けて、接合部分にはたっぷり石膏を塗ぬりつけた。

　石膏が乾いたのを見計らって、ヤスリで削って造形を整える。見たところ継つぎ目はどこにも現れていない。我ながらうまくできたものだ。

「あとは表面を加工して終しゆう了りようだ」

「間に合いましたね……」

　時計を見ながらほっとしたように国友が言う。

「途と中ちゆうひやっとしたけどな」

　俺はそう言って、エプロンを脱ぬいだ。

「悪い。着き替がえ貸してもらえるか？　水でびしょびしょなんだ。スーツあるか？」

　穿はいていたジーンズとまくり上げたシャツは、石膏を外す時に使った水のせいでぐっしょりと濡れている。

　さっきは自分の服が濡れようがどうなろうが気にしていなかったが、我に返ると寒い。

　表面に加工を施ほどこしている国友はかすかに震ふるえる俺を見て、「隣となりの部屋のクローゼットの中の服でしたら、好きに着てください」と言った。国友の手は未いまだ石膏にまみれていて、とてもじゃないが服を持ってこられる状態ではなさそうだ。

「悪いな」

　廊ろう下かに出て隣にある国友の部屋のドアを開けて電気を点つける。

　こんな時だというのに、初めて入った国友の部屋が興味深くて思わずきょろきょろと見回してしまう。フローリングに大きなベッド。窓まど際ぎわのデスクにはノートパソコンが置かれている。

　広い部屋なのに、必要最低限のものしか無さそうだ。この部屋には美術を連想させるものが一いつ切さい無い。

「そういうものは隣の部屋に纏まとめてるのかな」

　でも壁に絵ぐらいあってもいいと思う。なんだか殺風景すぎて詰つまらない。

　ベッドの横にあったウォークインクローゼットの扉とびらを開けると、中はちょっとした広さだった。

　こんなに衣装が必要なのかと思うぐらい奥の方まで、ハンガーに掛かけられた服が並んでいる。手前はラフなものが多いが、奥の方に並んでいるのは派手なスーツや国友が着そうにない白いジャケットだった。毛皮まである。

「とりあえず……、スーツだよな」

　会社に着て来るわけじゃないんだから良しとして、国友の意外な服の趣しゆ味みは見なかったことにしよう。

　手前にあったたまに国友が着ているスーツを一式手に取って、近くにあった水色のワイシャツと合わせる。国友とは少し身長が違ちがうが、サイズが変わってしまうほど大きな差ではない。国友のスーツを着てもそれほど違い和わ感かんはなかったが、なんだか少し意識してしまいそうだ。

　いい年してこんなことでときめいているなんて馬ば鹿かみたいだけれど、実際にどきどきしてしまうんだからしょうがない。

　濡ぬれた服を手にして国友のいる部屋に戻ると、もうすでに国友はビーナスを青いビニールシートで梱こん包ぽうしているところだった。

「お前も着替えて来いよ」

「はい」

　頷うなずいて隣の部屋に消える国友を見送って、梱包の続きをやる。

　白いシャツに黒のジャケットを着て部屋に顔を出した国友は、俺が梱包していたビーナスを軽々と抱かかえ上げる。

「持つよ」

「いえ、ドアを開けてください」

　言われるがままに部屋のドアを開ける。玄げん関かんも開けて外に出た。うちと同じでオートロックのようで、閉じた瞬しゆん間かんに鍵かぎがかかった。

「車、エントランスに持ってくるよ」

　先にエレベータを降りて駐ちゆう車しや場に向かう。持ってきた時のまま倒たおしてある助手席のシートの上にビーナスを置く。

　国友は運転席の後ろに座り、ビーナスを気き遣づかった。

「七時にパネルを取りに行かなきゃならないんだ」

「ぎりぎりですね」

「早朝だからなんとかなるだろう」

　そう言ってアクセルを踏ふみ込んだ。

　車を走らせながら、混み始めた道を呪のろう。この先の橋を渡わたらなきゃならないのに、その前にある大きな交差点で足止めを食ってしまう。

　これが終わったら家に帰ってシャワーを浴びてぐっすり寝ねたいが、今日は土曜日だが仕事がある。社員が休出してくれているのに、社長が堂々と仕事をさぼるわけにもいかない。それでも、午前中は仮か眠みんを取らないと体が持ちそうにない。

「疲つかれたな」

「はい」

　バックミラーの中の国友をちらりと見ると、ビーナスの頭部に当たる部分に手を載のせていた。もしもビニールシートを外した時に顔にひびでも入っていたらと考えると恐ろしくて、急がなきゃならないのにアクセルを踏む足が緩ゆるむ。

「なぁ、お前のお兄さんは何をしてる人なんだ？」

　恐ろしい想像を振ふり払はらうように気になっていた事を聞くと、国友はこちらを見ずに「ホストです」と答える。

「ああ、なるほどな。だからお前のクローゼットにも派手なスーツがあったのか」

　あれが兄のお下がりというなら、国友の趣味と合わなそうなのも納なつ得とくがいく。

「いえ、あれは俺のです。貰い物ですけど」

　国友はそう言ってから「俺もやってたんです。ホスト」となんでもない事のように口にした。

「は？」

　驚おどろいて思わず間ま抜ぬけな顔になった。けれど言われてみれば、服を脱がすときは妙みように手慣れていたし、キスもセックスも年の割に随ずい分ぶん上手うまかった。

「専門の時に金に困って兄貴の店で使って貰ったんです。兄貴が凄すごく売れてたんで、相乗効果で俺もそこそこ売れたんですよ」

　自分の過去と言うよりは他人の話をするように、国友は興味なさそうにそう言った。

「そんなことないだろ、お前なら一人でも充じゆう分ぶんモテただろう」

　国友の顔は一見人を寄せ付けないほどに整っている。黙だまって立っていたら声を掛けるのも躊ため躇らうくらいに。

「もしかして、美木さんはそのことを知ってたのか？」

　俺の疑問に国友は「はい」と答える。

「店が近くだったので、お互たがい顔は知っていました。だから会った時も、自分の店に来ないかって誘さそわれてたんです」

「なるほどな」

　国友がどの程度の評判だったか知らないが、恐おそらくそっちの世界でもうまくやっていたんだろう。美木がなれなれしかったのはそのせいか。

　それにしても散々俺達に迷めい惑わくをかけておいて、国友まで引き抜ぬく気だったなんてなんて奴やつだ。

　もしかして時計は買収目的で国友に贈おくろうとしていたのかもしれない。

「だから新しいオーナーとも知り合いだったのか」

「元同どう僚りようです。兄貴の店じゃどうしたって兄貴が一番だったんで、独立したがってました。でも兄貴には恩があるって言ってなかなか辞やめられなかったみたいです」

　俺よりも年上の相手を元同僚と気軽に言う国友は、どの程度稼かせいでたんだろう。聞いてみたいが、現在の雇こ用よう主としては聞きたくない気もする。賃上げ要求をされても困りものだ。

「今回は良いいチャンスだったんです。兄貴の弟の俺が困ってたから店を引き受けたって言えば、兄貴にも角は立ちませんから」

「丸く収めるのが得意だな……」

　八方美人というわけでもないのに、あんなどうしようもない事態を誰も損をしない方向に持って行けるっていうのはある種才能だ。

「そうでしょうか？」

「だっていつだってうまくやってるだろ？」

　若手の新入社員が大きな賞を取ったら、普ふ通つうはもっとギスギスした雰ふん囲い気きになってもいいはずだ。妬ねたみや嫉そねみは好きじゃないが、この業界はそういうもんだと思ってる。

　だけど国友に対しては誰も何も文句を言わない。それは裏付けされた才能というよりも、国友の人ひと柄がらに依よるものなんじゃないだろうか。

「さぁ、よく分かりません。俺自身は、うまく行かない事ばかりですから」

　意外な返事だ。才能にも容姿にも、金にだって恵めぐまれているように見えるのに。それともただの謙けん遜そんだろうか。

　再び落ちた沈ちん黙もくに、何か話しかけようとしたが、レンタル会社の看板を見つけた俺は慌あわてて路上に車を停とめる。国友を車の中に残して、早足で店内に入った。

　レンタル料はカードで前まえ払ばらいして、必要な書類を急いで記入する。ケーブルやリモコンとセットになったパネル一式を、厚意で貸してくれた台車と一いつ緒しよに車の荷台に積み込む。

　そこから会場までは近かった。駐車場はすでにある程度車で埋うまっている。

　今日は搬はん入にゆう出しゆつ口は開かないから、一いつ般ぱんの入り口から入る。開場前だというのに関係者でにぎわっている会場を台車を押して歩く。台車にはまだ余よ裕ゆうがあるが、国友はビーナスを載せようとはしない。振しん動どうで割れるのを怖こわがっているようだが、一人で抱えて運ぶのも相当怖い。ここで指先でも欠けようものならあの六時間の死し闘とうが水みずの泡あわだ。

　無意識に胸ポケットに入っているはずの接着剤ざいの重みを確かめる。使いたくはないが、いざとなったら頼たよれるのはこれだけだ。

　事前に分けて貰もらっていた関係者パスを見せて中に入る。そこかしこで最終チェックや、キャンギャルへの指導が行われている。美容関係の展示会ということで、キャンギャルの質も高そうだ。

「結構みんな可愛かわいいな」

「そうですね」

　国友はちらりと見たきりで特に興味もなさそうだ。

　やっぱり女はこいつの中でそういう対象じゃないんだろうか。でも、女嫌ぎらいのホストというのも何か変だ。

　ブースの前についたが、まだ開場まで時間があるのでクライアントは来ていなかった。二人で展示ケースの中にビーナスを入れて、側に置いてある箱の中に入れてあった小道具をビーナスの周りに配置する。それから横に置いたままだったケースの蓋ふたを被かぶせた。

　ケースの中には水中花に見えるように加工された花やガラス玉が浮ういている。

　休む間もなく液えき晶しようパネルを箱から出して、壁かべに掛かけてコードを繫つなぐ。一応バッグに入れて持ってきたノートパソコンで簡単な動作確かく認にんをしたが、特にこれといった問題はないようだ。

「あら、わざわざ来てくださったんですか？」

　作業も終わって台車とビニールシートを片づけているところで、クライアントが現れた。本当は来るまでに立ち去りたかったが、今いま更さら隠かくれるわけにもいかないので営業スマイルを張はり付けて振り返った。

「ええ、昨日事故があって……いろいろと問題が」

「まぁ、本当ですか？」

「夜分遅おそくて担当の方と連れん絡らくが取れなかったもので、ご報告が遅おくれてしまってすみませんでした。問題は片づきましたので、これから担当の方に報告させて頂きます」

　頭を下げると、頰ほおを赤らめた女性スタッフは「いえ、無事片づいたならお気になさらないで。まぁこれがオブジェですか？　なんて素す敵てきなの！」と言いながら周りのスタッフにも同意を求める。

　口々に褒ほめられて国友と一緒に「ありがとうございます」と頭を下げた。ミーティングが始まったので、ビニールシートと台車を持ってブースを出る。

　車のシートに座ると、眠ねむ気けがまた戻もどって来そうだったがとりあえず借りた台車を返して、奈良工務店と森田に状じよう況きようを報告した。

「国友は今日は休み。俺は午後からでる」

　欠伸あくびをかみ殺しながら言うと、森田は『社長も休んで結構ですよ。今日はなんの打ち合わせも入ってませんから』と返してきた。その言葉に甘えてしまいたい気持ちもあるが、そうもいかない。打ち合わせはないが、その他ほかの用事で手帳は真っ黒になっている。

「気持ちだけ貰っておくよ。急ぎの用があったら携けい帯たいに頼たのむ」

『分かりました。しっかりご飯食べてちゃんと寝ねてくださいね』

　お前は俺の母親か、一歳年上の森田に心の中でそうツッコミを入れながら通話を切る。

「お疲つかれでしょうから俺が運転します」

「平気か？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　国友が車を走らせてから、俺は助手席でクライアントの担当者に事故の報告をする。なんとか開場前に間に合ったと伝えると、感謝こそされたが怒おこられることはなかった。

『また次の展示会もお願いします』

　客の入りも見てないのにそう言われて、信しん頼らいされているのが心地ここちよいと感じる。

　たとえそれが社交辞令でも、温かい言葉は疲れた体に染しみ渡わたっていく。

「社長の家で良いですか？」

「ああ、悪いな」

　少しシートを倒たおして横になる。そう言えば問題を起こした施せ工こう業者や壊こわれた液晶パネルのレンタル会社にも電話をしなければと思ったが、それはもう少し元気になってからにしよう。保険や補ほ償しようといったややこしい問題を疲れた状態で考えると、かすかに残った気力まで殺そがれていくような気がする。もともと頭の出来はそんなによくないんだ。文系も理系も昔から点数は悪かった。得意だったのは美術と体育だけだ。

「長月社長は凄すごいです」

「え？」

　ぼんやりと車の天てん井じようを見ていた俺に、国友が感かん慨がい深げにそう口にした。

「俺なんて、足あし下もとにも及およばない」

「何がだよ…」

　一体なんのことか分からなかった。石せつ膏こう像のことなら、元を作ったのは国友だ。俺は軽く直しただけだ。まさか液晶パネルを手配したことじゃないだろうな、と思って運転している国友を見上げる。

「一晩でもう一度型から石膏像を作るなんて、出来ないと思ってました」

「お前がいたからだ。俺一人だったら無理だったよ」

　そう言うと国友は首を振ふる。

「社長はきっと一人でも間に合わせたと思います。やっぱり、長月湊は凄いです」

「どういう意味だよ？」

　下の名前を呼ばれたのが嬉うれしくて、さっきまで眠気が支配していた頭を、甘く苦しい想おもいが満たしはじめる。

「俺、むかし社長が賞を取ったトリエンナーレに行ったんですよ」

　トリエンナーレと言われて、国友の部屋にあった図録を思い出す。やっぱりあれは俺がトリエンナーレで受賞した時の図録だったんだ。あの時受賞した賞がきっかけで俺は留学することになった。記念に貰った図録は実家の押し入れに埋まい没ぼつしているだろうが、あの賞を貰った事は決して忘れられない。

「小学校の課外授業で、美術館見学に行った時に丁度トリエンナーレの展示が行われていました。長月社長の作品は今でも覚えています」

　そうか、俺が高校生の時にこいつは小学生だったのか。改めて考えると結構な年の差だ。

　あの時出展したのはデザイン部門で、五メートル四方のアクリルの箱の中をライトと金色に塗ぬったオブジェで飾かざった。

「黒いアクリルの箱の中に金色の幾き何か学がく模様がいくつも浮かんでいました。ライトを当てるたびにチカチカそれが光って、すごく綺き麗れいでした。子供心に、これを作った人は天才だって思って、それから俺はずっとあなたのファンだったんです」

「え？」

　びっくりして目を見開く。

　そんな話聞いていない。いや、ありえない。

「後日親に強請ねだって図録を買って貰って、長月社長が作品に寄せたコメントは何度も読み返しました」

　コメントと言われても何を書いたのかさっぱり思い出せない。図録用のコメントを求められた時は、別の作品を制作していて連日寝ていなかった。一、二時間で書き上げたコメントをろくに見直しもせずに郵便で送った記き憶おくがある。

「何か、おかしな事書いてたか？」

「金色の幾何学模様は有名な画家から刺し激げきを受けたものだって書いてありました。それからライトについての考察と、日本の様式美に対する想おもいとか、長月社長が空間デザインをやるきっかけになった美術館のこととか」

「ああ、そう言えばそんなことを書いた気もするな」

　空間デザインをやるきっかけになったのは、主に国宝や重要文化財を展示してある美術館を訪おとずれたことがきっかけだった。暗い室内でオレンジ色の光に照らされ、金色に光る繊せん細さいな仏像を見た瞬しゆん間かん、全身がぞくっとした。その空間演出に吞み込まれる自分を感じた。

「俺もその美術館に行ってみました」

　国友の声は少し沈しずんでいた。まるで罪を告白するように。

「プラネタリウムの展示をやるときに、頭の中には長月社長の作品のイメージやその美術館のことがありました。長月社長はコメントで〝暗くら闇やみに浮かび上がる金色の曲線は、見る者の心を捉とらえて離はなさない〟と書いていました。その言葉が、忘れられなかったんです」

　衝しよう撃げき的な告白に俺は思わず「どういうことだ…？」と呟つぶやいた。

　信号が赤になって車が停止すると、国友はやっとこちらを見る。

「俺は長月社長に影えい響きようされてあのデザインを作りました。だから長月社長が俺のデザインを見てわ庵あんを作ったんだとしても、それは盗とう作さくでもなんでもないんです。むしろ、盗作は俺の方なんです」

　国友の言っていることがすぐに理解できずに眉まゆ根ねを寄せる。

「でも、お前の友達は俺が盗作をしたって…」

　国友は首を振る。

「俺がプラネタリウムで会ったのがあなただと後で気付いて、そのことを話した後にわ庵を見たからあいつは勘かん違ちがいしたんです」

　国友が俺に憧あこがれていたなんて、三年以上前の話であっても実感が少しも湧わかない。

「何度もその事で話し合いましたが、未いまだに納なつ得とくしてないんです。あいつはトリエンナーレの作品を見たことも、コメントを読んだこともないから」

　国友の話がにわかに信じられなくて、髪かみをぐしゃりと搔かき上げて考え込む。

「わ庵のデザインの中に俺が考えたデザインを見つけようとしたところで、結局何一つ見つけられないんですよ。プラネタリウムで使った金色の曲線も、ライトの生み出す立体感も、全部あなたやあなたが尊敬しているものの切り張りでしかないんです」

　そう言われて、この三年間ずっと抱かかえていた胸のしこりが溶とけてなくなっていくような気がした。でもその代わり、他の疑問も浮うかぶ。だったらどうして、俺がＭＭデザインを紹しよう介かいした時に言わなかったんだ。

　だったらどうして、デザイナーを辞やめようと思ったんだ？

　浮かんで来る疑問を口にする前に、国友が車を停とめた。車はいつの間にか俺のマンションに着いていた。

「本当はもっと早く言わなきゃならないって思ってたんです」

　国友はまだ混乱している俺に屈かがみ込むと、触ふれるだけのキスをした。

　今までもっと凄いことをしてきたのに、触れるだけのそれが特別に思えた。

「お疲れさまでした。ゆっくり休んでください」

　そう言って国友は車を降りた。

　俺は国友を引き留めることも出来ずに、自室に戻もどって眠ねむりに落ちた。午後を過ぎてから会社に出社した俺の許もとに、バイク便で手紙が届いた。

　入っていたのは国友の辞表と、俺への謝罪の言葉が綴つづられた便びん箋せんだった。
















　国友が会社を辞めて二ヶ月が経たった頃ころ、俺はバレンタインデーを控ひかえた繁はん華か街がいを歩いていた。

　この二ヶ月間はあらゆる人脈を使って国友を捜さがし出そうとした。別に、無理矢理にあいつを引き戻すつもりはない。ただ聞きたいことがあるんだ。

「寒いな」

　思わず足早になる。通り過ぎる連中がカップルばかりだから、余計に肌はだ寒ざむく感じるのかもしれない。週末に一いつ緒しよに過ごせる相手がいるなんて羨うらやましい。

　この季節、世間はバレンタイン一色になる。あと二、三日もしてバレンタインが終われば次はひな祭りに変わるだろう。つくづく日本人はイベント事が好きだ。もっとも、そのお陰かげで俺達みたいな職業は儲もうかっているのだが。

　ビルが建ち並ぶ繁華街を呼び込みの連中をあしらいながら進む。目的のビルの前で足を止めて、見上げる。国友はどこかのデザイン会社にいるんだと思っていた。最初はＭＭデザインだと思ったが違ちがった。有名なデザイン事務所のどこにも国友はいなかった。

　最後の心当たりがここだった。

　ビルに入って、エレベータのボタンを押す。

　目的の階に着くと軽かろやかなベルの音を立てて、扉とびらが開く。

　ドアの前で待ちかまえていたホストは俺の顔を見ると、開きかけてた口を閉じた。

「国友英次ってホストがいるだろう？」

　そう尋たずねると「お知り合いですか？　申し訳ないんですが、営業時間なので…」と俺の前に立ちふさがる。

　やっぱり、ここにいるのか。二ヶ月間捜し回って、自分が手がけた店てん舗ぽで国友を見つけるなんて、灯台もと暗しとしか言いようがない。

「どうかしたか？」

　俺よりも年上の、制服を着た男が俺に気付いてこちらに近づいてきた。

「国友に会いに来たんだ。金は払はらうから、通して貰もらえるか？」

　そう言うと表情を硬かたくした男が「どちらのお店の方ですか？」と尋ねてくる。俺が同業者に見えたのかと思って、少し可笑おかしくなる。

「どこの店でもない。迷めい惑わくはかけない。話をするだけだ。もし、国友が嫌いやだっていうなら、すぐに帰っても良いい」

　男は「わかりました」と言って一度店の中に行き、すぐに戻ってきた。

「どうぞ、ご案内します」

　そう言って男が俺を案内したのは隅すみのブースだった。二人がけ用のソファとガラスのテーブルがそれぞれ一つずつ配置されている。座り心地ごこちはなかなかよかった。そう言えばこの店には散々苦労させられたのに、客として来たことは一度もなかった。もっとも店が店なので男がふらりと訪ねられる雰ふん囲い気きではないのだが。

　店はほどほどに混んでいたが、まだ開店したばかりだからこれからもっと混むんだろう。

　ちょうど通りかかったボーイに飲み物を頼たのんで、国友が来るまでそれを飲みながら待つ。

「お久しぶりです。長月社長」

　大して待たされることなく、俺の前に立ったのは見たことのない国友だった。格好は以前とそんなに変わらない。ネクタイをしていないだけで、派手なスーツを着ているわけでもない。髪かみ形がたを少しいじっただけだ。だけど雰囲気はいつもとまるきり違ちがう。

「ずいぶんと、化けるな」

　俺がそう言うと国友は困ったように笑いながら俺の横に座る。その仕草一つとっても、俺の知っている国友とは違う。少しはだけた白いシャツから覗のぞく鎖さ骨こつの辺りには、シルバーのネックレスが光っている。腕うでにつけているのは、細めのジュエリーウォッチだ。

「今日はどうしたんですか？」

「お前に聞きたいことがたくさんあって来たんだよ」

　この二ヶ月聞きたかった質問を切り出そうとして、その前に唇くちびるを湿しめらせるようにグラスに口を付ける。

「この店のオーナーからも引き抜きの話が来ていたのか？」

「いえ、俺から頭を下げて働かせて貰ってるんです。せめて、長月社長の関かかわった店で働きたかったんです」

　国友にそう言われて、俺はため息を吐つく。

「それが本心なら、どうしてうちを辞めたりしたんだ。あんな風に、突とつ然ぜんいなくなって……。俺が嫌になったのか？」

「辞めて欲しいと言ったのは、長月社長です」

　淀よどみなく国友は口にする。その通りだ。だけど、俺はまさかお前がデザイナーを辞めるとは思わなかった。うちよりももっと大きな会社で、俺に縛しばられることなくお前の能力を活いかして欲しいと思ったんだ。

「……もうデザイナーはやらないのか？　あんなに才能があるのに」

「才能があるのは長月社長の方です。海外であなたが受賞した賞は、俺が知っているものだけでも凄すごく価値のあるものばかりです。何故なぜかあなたは、それをあまり口にしないけれど」

　口にしないのはプレッシャーになるからだ。出来て当然だと思われると、俺はいつも途と端たんにできなくなる。いや、今したいのはそんな話じゃない。

「お前の友達に偶ぐう然ぜん会った時、お前が俺のせいで昔デザイナーを諦あきらめようとしたと聞いた。今回も、俺のせいなんだろ」

「昔、デザイナーを諦めようとしたのはあなたのせいじゃありません。俺は自分に限界を感じたんです。あなたの作品からアイディアを盗ぬすんだのに、わ庵あんを見て俺は結局あなたの足下にも及およばないと気付かされたから……」

　諦めた国友がもう一度デザインをやる気になった理由も、いつか知りたいと思った。だけど今知りたいのはそれよりも国友が俺の会社を去った理由だ。

「じゃあ、今回は？」

　俺がそう尋ねると国友は何か言いかけて口を閉じた。黙だまったままただ見つめ合って時間が流れる。気まずい沈ちん黙もくを破ったのはボーイだった。

「英次、指名が来てる」

　早くしろ、というような手て振ぶりに国友は立ちあがる。

「待てよ」

　思わず手を伸のばすと、その指先を国友が摑つかんだ。

「仕事が終わったら、電話します」

「本当だな？」

「必ず」

　国友はそう言って俺の目の前から離はなれていく。安っぽそうな女の横に座り、甘えるように体を寄せる女を国友が笑いながら抱だき留とめる。そんな光景を見ていたら、腹の底からむかむかと嫌なものがはい上がってきて、逃にげるように席を立った。

　カウンターに立ち寄るとボーイは「英次につけとけって言われてるんで」と俺のことを迷惑そうに見た。当然だが、営業時間中に客でもない男が店に来るのを快く思っていないようだ。

　携けい帯たいを握にぎりしめながら外に出る。通りは未いまだ賑にぎやかだった。

　国友の仕事が終わるのは明け方だろう。そうと知りながらも、食事中も家に帰ってから風ふ呂ろに入る時だって、いつ着信音が鳴っても良いように耳を澄すませていた。

「本当に、電話来るかな」

　二ヶ月前に、らしくもなく国友は勝手にうちの会社を辞めた。あいつなら挨あい拶さつぐらいはしていくと思っていただけに、驚おどろいて焦あせった。

　盗とう作さくをしたことで自分を責め続けた三年間よりも、むしろこの二ヶ月の方が精神的にきつかった。言いたいことはたくさんあって、聞きたいこともたくさんあった。

　仕事場に行くなんて迷惑なことだろうと悩なやんだけれど、結局はその欲求に耐たえられなかった。

「あいつ、嫌な顔しなかったな……」

　それがあいつの優やさしさなんだろう。そういうところが堪たまらなく好きで、同時に凄く残ざん酷こくだと思う。

　ベッドに横になりながら、買ったまま棚たなの前に積んである本や雑誌を捲めくりながら時間を潰つぶす。眠ねむ気けは一向に訪おとずれない。だからといって、本を手に取らなかったら、また飽あきもせずに国友の事を考えてしまいそうだ。

　積んであった本を読み終わると、マガジンラックの中の封ふう筒とうに目が行った。数ヶ月前に会社に届けられた出版社からの封筒だ。宛あて名なが社名ではなく、俺宛あてだったのでつい家に持ち帰ってしまった。確か雑誌が入っていたはずだ。月の半ばに来たから変に思っていた。会社で定期購こう読どくしている美術雑誌の特別号かなにかだろうか。

「なんだ、これ？」

　見たことのない雑誌だった。

「誤送か？」

　ちらりと表紙を見てそこに小さい文字で書かれた、国友が受賞した賞の名前を見つける。

「ああ、そう言えば……」

　国友が前にいくつか雑誌の取材を受けていた。俺と一いつ緒しよに受けた取材の記事が載のった雑誌は見たが、国友からそれ以降なにも聞かなかったから、いつの間にか他ほかの雑誌の事は忘れていた。

　目次を開いて、国友のページを探す。見開きで一ページの特集だった。国友英次の名前の横にはうちのデザイン事務所の名前が書いてある。

「相変わらず写真写り悪いなぁ」

　思わず笑いながら、アップにされてる国友の顔を指でなぞる。本物の方が、この数十倍も良い。

　記事は国友の賞と、受賞作品に対する国友の思い入れが書いてあった。最後の方にはデザイナーを志したきっかけにも触ふれられている。

〝小学生の時に初めて行った美術館で見た長月社長の作品に衝しよう撃げきをうけて、デザインの世界に興味を持ったんです。だから今は、長月社長の下で働けて幸せです〟

　思わず泣きそうになって、眼鏡めがねを外して目元を擦こする。こんな風に言ってくれている国友に金を積んで辞めろと言った俺は、なんて汚きたないんだろうと思った。

「ごめん」

　本人に言うべき言葉を写真に向かって呟つぶやいた。

　一人で後こう悔かいしていると、待ち望んでいた着信音が静かな部屋に響ひびく。

『こんな時間にすみません。今から伺うかがっても大だい丈じよう夫ぶですか？』

「ああ。待ってる」

　眠ねむれなかったことを見み抜ぬくような国友の質問に、躊躇ためらわず頷うなずく。

　部屋は粗あら方かた片づいている。それよりも、泣いた目をどうにかしなければと思った。

　国友が来る頃ころには赤みも治まるだろうと思っていたら、すぐにチャイムが鳴る。こんな時間に、人の家を訪れるような知り合いはいない。

　まさか、と思いながら覗き穴を見れば国友が携けい帯たい電でん話わを片手に立っていた。

「早いな」

　ドアを開けて迎むかえ入れながらそう言うと「すみません」と口にする。夏だったら日が昇のぼっている時間だが、冬の朝は遅おそい。外はまだ真っ暗だった。国友が入ってくると同時に外の冷気も入ってくる。

「何か飲むか？」

「いえ、結構です」

　国友にソファを勧すすめてから、俺は慌あわてて近くに落ちていた雑誌を片づける。

　向き合うように座って国友を見たら、店でそうなったように見つめ合うだけで何も言えなくなった。話があると言ったのは俺なのに、これじゃどうしようもない。

「突然辞めて、ご迷めい惑わくをお掛かけしました」

　黙り込んだ俺の代わりに国友が話し始める。

「俺の荷物は処分してくださって構いません」

　突つき放すような国友の言葉にまた胸が痛む。

「そんな話がしたくて呼んだと思うか？」

　絞しぼり出した声が平静でほっとする。

「社長が知りたいのは俺が会社を辞めた理由ですか？　それとも、デザイナーを辞めた理由ですか？」

「どっちも知りたい。だけど、それよりももっと知りたいことがある」

　国友は俺の言葉の先を促うながすように首を傾かしげる。

「……お前、俺のことどう思ってたんだよ」

　それが、何より一番知りたかったことだ。国友がいなくなる前からその質問をぶつけたかった。

「お前は俺のファンだったって言ったけど、近づいてがっかりしただろう。あの作品を作ったのがこんな最低な人間で、失望したよな」

　国友の顔を見られなくて、俯うつむきながら口にする。

「あんなことしてお前のことつなぎ止めようとして、凄すごく浅ましいと思っただろ……」

　よくも男同士で体の関係が通用すると考えたものだ。あの時の自分の頭の中を疑う。

　結局国友は、離れていったじゃないか。俺の心に焦こげ付くような想おもいだけを残して。

　だけど国友も少なからず思っていてくれたんじゃないかと思う。自じ嘲ちよう気味に好かれていると思っていたと呟いた時や、朝日が差す車の中でキスをしてくれた時のことを思い出すと、そんなふうに期待してしまう。

「今いま更さら何を言ってもどうせどうにもならないんだろうけど、俺はお前が好きだ」

　とうとう声が震ふるえた。掠かすれて、惨みじめったらしく聞こえる。

「お前がほしい」

　前から言いたかった言葉を口にすると、国友は皮肉げに笑う。

「だけどあなたは俺の才能が欲しいと言った。体で縛しばれないなら、今度は心で縛るつもりですか？」

「違ちがう」

　思わず顔を上げる。国友は傷ついたような、困ったようなそんな表情で俺を見ていた。

　信じたいのに信じられないような、その顔をみた瞬しゆん間かんに唐とう突とつに気付く。

　俺は初めから言えば良かったんだ。言い訳や、後先や、そんなもの考えずに初めから国友に伝えれば良かった。

「違うよ国友。俺はお前が好きなんだ。ただ、それだけだ。それだけは、信じて欲しい」

　都合の良いことを言っているのは分かってる。

　俺の言葉を聞いて今度は国友が俯く。

「俺だってあなたがいい。あなたじゃなきゃ、嫌いやなんです」

　長い指を組んで自信無さげに口にする。

「会社に入ったばかりの頃はずっと嫌きらわれていると思っていました。だからあなたから誘さそわれた時は嬉うれしかった。だけど同時に、すごく悲しかったんです」

　国友は初めて俺に弱い顔を見せる。いつも嫌いやみなくらいに整ったその顔が崩くずれると、どうしようもないくらいに胸の奥がきゅんとなった。

　さっき店にいた時には決して見せないような、頼たよりない表情を俺がさせているんだ。

「本当は才能が欲しいってだけでもよかったんです。だけど、あなたにとって俺は本当に仕事上だけの存在なんだと知って、嫌われてるなら徹てつ底てい的に嫌われようと思ってあなたを抱だいたのに……触れたら離はなれられなくなったんです」

　それは俺も同じだ。俺も、国友に触れて離れられなくなった。

　側にいるのが居い心地ごこちよくて、いつの間にか国友の事ばかりを考えるようになっていた。

「それでもあなたを抱くたびにあなたから離れていくような気がして、ずっと後悔してたんです」

「…だから辞めたのか？」

「あの日、あなたが誰だか思い出したんです。あなたは俺にとっての憧あこがれで、凄いデザイナーなんだって事を、朝日に照らされるあなたを見て思い出しました。そしたらもう側にはいられなかったんです」

「そんな風には見えなかった」

　ずっと嫌われているとばかり思っていた。

「お互たがい様でしょう」

　国友はそう言って苦く笑しようする。

「俺は好きな人を前にして、体だけの関係を続けられるほど大人おとなじゃない」

　好きだなんて、どうして言ってくれるんだ。こんなどうしようもない人間なのに。

「俺は大した人間じゃない。本当はお前に好きだと言って貰もらえる資格もない」

　国友は首を振ふる。

「そんなことありません。俺は今でも、あなたに憧れてるんです」

　嬉しくて口元が歪ゆがむ。さっきまで流れていた涙なみだが、また目の縁ふちに盛り上がるのが自分でも分かった。きっと今すごく変な顔をしてる。

「触れても良いですか？」

　真しん剣けんな顔でそう聞かれて、頷うなずく。ソファを立ちあがった国友が俺の側に来て、きしんだ音を立てて俺の横に座る。国友の体からは夜の匂においがした。

　確かめるように長い指が頰ほおに触れて、耳に触れて、米こめ嚙かみに触れる。そのまま髪かみを耳にかけられた。

「瘦やせましたね」

　シャープになった顎あごのラインを国友の掌てのひらが包む。

「忙いそがしいんですか？」

「眠れないだけだ」

　頰に滑すべらされた手を取って、口付ける。国友の手からは煙草たばこの匂いがした。

「お前がいないから……」

　呟つぶやいた途と端たんに力強く引き寄せられて、キスをされる。

　二ヶ月間、何度も想像したキスは、想像なんかよりもずっと良い。温かい国友の吐と息いきを奪うばうように、離れてもすぐに自分から重ねる。舌が入り込んできた瞬間、背中がぞくりとなった。

「湊」

　耳元に吹ふき込むように名前を囁ささやかれる。

「あ…」

「俺のものになってください」

　国友の目はまっすぐに俺を見ている。逸そらす事なんて許さないみたいな瞳ひとみに、今度こそ涙が頰を伝う。

「本当に俺でいいのかよ」

　国友はとろけるような笑え顔がおで、「はい」と答える。

「あなたに会う前から、ずっと好きだったんです」
















　冷たい手に触ふれられて、思わず全身に鳥とり肌はだが立つ。熱に引かれるように、国友の体に自分の体を寄せる。

　肌の上を滑るかさついた指が、尖とがっていた乳ち首くびを押しつぶす。

「ふっ…ぁ…国友…」

　耳を甘あま嚙がみされて、思わず悲鳴じみた声が出た。足を開く形で国友の上に乗せられて、体中に触れられる。しつこいくらいに胸をいじられて、もうそれだけで、肝かん心じんの場所は触れられてもいないのに濡ぬれはじめる。

「英次」

　そう言いながら国友は俺の唇くちびるをなぞった。

「……英次」

　乞こわれるがままに呼びたいと思っていた名前を口にすると、国友は満足そうに微笑ほほえんで「せめてベッドの上ではそっちで呼んでください」と言った。

　国友の手が尻しりを撫なでて、その奥にある場所に触れる。

「んっ」

「誰ともしてなかったんですか？」

　敏びん感かんに反応した俺を見て、国友が額に口づけながら言った。

　その馬ば鹿かげた質問に、俺は思わず目の前にあった国友の鎖さ骨こつに嚙みつく。

「お前以外の誰としろっていうんだよ」

「あなたはモテるから」

　だから相手には不自由しないだろうと言外に言われて、俺は再び同じ場所に嚙みつく。

　痛くないように加減をしながら、歯を立ててそれから少し赤くなった自分の歯形を舌で舐なめる。

「男は、英次以外としたことない」

　前もそう言ったのに、驚おどろいた顔をした国友に安陪との仲を誤解されていたことを思い出す。俺が聞いても腹が立つが、安陪が聞いたら卒そつ倒とうしかねない。

「こんなの、お前としかできない」

　国友以外の男に触れられるのを想像しただけで吐はき気けがする。それにきっと他ほかの奴やつに触さわられたって、こんな風に気持ちよくなれないだろう。

「お前こそどうなんだよ。俺は、お前を独どく占せんしたい。あの子とお前を共有するなんて嫌だ」

　面めん倒どうくさい相手だと思われるだろうか。

　もとはあっちとつき合っていたんだから、俺は浮うわ気き相手になるんだろうな。向こうのほうが若くて、国友とのつきあいも長い。だけど俺の方が、国友を引き立ててやることができる。デザインの世界では、あの子よりも俺の方が上だ。そんなところしか自信を持てないなんて、悲しい話だけど。

「あの子？」

　訝いぶかしげに国友が言う。

「誤ご魔ま化かすなよ」

「誰のことですか？」

　本当に分からない、と言う国友に「前に会ったお前の友達だよ。俺に嫉しつ妬としてた子だ」と言ったが、国友はまだ分からないようだった。

「俺とわ庵あんに行った時に会っただろ？」

「もしかして、純太の事ですか？」

「ああそうだ」

「高校時代からの知り合いだから気安いだけで、あいつはただの友達です」

「噓うそつけよ、前に抱き合ってたじゃないか。それに電話でも〝早く会いたい〟とか言ってただろ。個展にもあいつのこと呼んでたじゃないか」

　詰なじるようにそう口にすると、国友が俺の太ふと股ももに手を這はわせた。

「んっ、ちゃんと答えろよ」

「あなたが嫉妬してるのが可愛かわいくて」

　くすりと笑って国友はそう言うと、もう既すでに勃たちあがっている敏感な部分に手を伸のばす。

「はぁ…あ」

「確かに抱だき合ってましたが変な意味はありません。それに電話は恐おそらく個展に高校時代の恩師が来るという話だったので、〝早く会いたい〟と言ったんだと思います」

「じゃあ、あっ、個展に、呼んでたのは？」

「俺達のサークルのリーダーは純太なんです。安心しましたか？」

　そう言われたが、それでもまだ納なつ得とくできない。いくら国友がそう言っても、あいつは国友のことが好きだ。

　それくらい分かる。あの時俺を見るあいつの目に浮かんだのは嫉妬以外の何物でもなかった。個展で会った時も、あいつは必死に国友から俺を遠ざけようとしていた。

　あの時、彼が言った「英次は俺の物だ」という言葉が噓か本当かは分からない。だけどどうせ信じるなら、騙だまされても許せる方を信じたい。どちらにも証しよう拠こがないなら、国友を信じたい。もし噓だとしても、国友に騙されるなら諦めがつきそうだ。

「あなた以外の男になんて勃ちません」

　国友はあっさりとそう口にする。

　そこまで言われて、俺ははっと気付いた。国友の話が本当なら、どうしてあの日国友はあんなにも簡単に俺の誘さそいにのったんだろう。

「もしかして、お前……男好きじゃなかったのか？」

　国友の指は勝手に体のあちこちに触れてくる。会話なんてどうでもよくなりそうだったが、今聞いておかないとまた聞けなくなりそうだった。

「あなた以外の男とこういうことをしたいとは少しも思ったことはありません」

　至し極ごく当たり前のようにそう言う国友に、じゃあ初めての時はさぞかし困こん惑わくしただろうと思って、赤くなっていいのか青くなっていいのか分からなくなった。

「よく、断らなかったな…」

「相手があなただったから。本当は純じゆん粋すいに憧あこがれてただけだったんですけど、でもあなたの裸はだかを見た瞬しゆん間かん箍たがが外れてしまって、とても優やさしくなんてできませんでした」

　そう言われて、その時の事を体が思い出す。

　国友の手が俺の腰こしを引き寄せる。

「好きです」

　勃ちあがった国友の性器が体に押しつけられる。硬かたくて太いその熱が嬉うれしいと思ってしまう。

　愛情と直結した欲望が愛いとしい。

「あ…っ…ん」

　ゆっくりと宥なだめるように潜もぐり込んだ指が、劣れつ情じようを煽あおっていく。体の内側を引っかき回されて、腰が揺ゆれる。

「英次…も」

　吐と息いき交じりに名前を呼んだ。足を広げて年下の男に媚こびる自分に対して、ジレンマを感じないわけじゃない。だけどそんなもの、それより大きな熱情に流されていつのまにか感じなくなる。

「俺も……俺も好き」

　そう言った瞬しゆん間かんに口付けられる。

「んっ」

　柔やわらかな舌同士をすりあわせていると、自分の性器の先せん端たんに先走りがゆるく滲にじむのが分かった。

「っあ…駄だ目めだ」

　内側を指で突つかれながら、国友は俺の性器を擦こすった。いやらしい手の動きに、体が震ふるえる。

　そんな風にされたら、すぐにでもイッてしまいそうだ。

「英次、手を…」

「気持ちいいですか？」

　答えなんて知っている癖くせに、国友がそう聞いてくる。甘くて低い声が脳を溶とかしていく。

「気持ち、いいけど……それ、駄目だ」

　前も後ろもぬちゃぬちゃと音を立てて、恥はずかしくて顔が赤くなる。

「どうして？」

「イきそう……おかしくなる」

　首を振ふりながら答えると、指が増やされた。

「ひ…っぁ」

「イくの、嫌いやなんですか？」

　からかうようにそう聞かれて、「嫌だ」と答える。

「指だけじゃ、嫌だ…英次が欲しい」

　躊躇ためらいながら誘いの言葉を口にする。その途と端たん、今まで余よ裕ゆうを残していた国友が力任せに腰を摑つかんできた。入っていた指が乱暴に抜ぬかれ、硬い性器があてがわれる。

「っあ」

　触ふれただけで感じた。早く飲み込みたくて、ひくつく。

「英次…」

　名前を呼んだのが合図のように、国友が中にはいってくる。異物感はまだ感じる。だけどそれが、逆に心地ここちよくて奥の方まで受け入れることに恍こう惚こつ感すら感じた。

「っは、凄すごい。いっぱい、奥まで……入ってる」

　繫つながったところが熱くて、おかしくなってしまう。思わず口にした言葉に、国友の目の色が変わった気がした。

「気持ちよさそうな顔してますよ」

　国友の手が頰ほおを滑すべる。瞳ひとみの中を覗のぞき込まれて、きゅっと体の奥が収縮する。

「かわいいです」

「っ」

「かわいくてこんなにいやらしい」

　かわいいなんて、そんなセリフを年上の男に言うのは止やめて欲しい。そういうセリフにはもっと見合った相手がいるはずだ。

「あっ、あっ、んっ、ぁ、はっ」

　腰を激しく揺さぶられて、がくがくと頭が揺れる。腹の間で性器が擦すれる。

「英次っあ……っん」

　乳ち首くびに舌が這う。押しつぶすように舌で弄いじられて、思わず国友の頭を抱かかえてしまう。

「っん…そんな風にするな…っ…ぁ」

　もう限界が近づいてる。そんな風に弄られたら堪たまらない。背骨を辿たどるような指先に震え、体の内側を熱に支配され、敏びん感かんになった性器を弄られて、胸まで犯おかされる。

「かわいい、もう限界ですか？」

　国友の唇くちびるが頰に当てられた。音を立てて顔にキスされる。

「も、無理……っ、出る」

　肩かたに縋すがり付いてそう口にすれば「いいですよ」と耳に直接言葉を吹ふき込まれる。

　柔らかく耳に嚙かみつかれて、思わず中を締しめ付けた。

「ひぃっあ」

　背中が反る。頭の奥が真っ白になる。白はく濁だくした精液がどろりと腹の上に零こぼれた。

　熱いその飛沫ひまつが国友にもかかる。

「…っ」

　ずるりと内側から国友が抜けていく。

　そのままぼんやりしていると、今度はベッドに体を押しつけられた。国友を見上げるような格好になって、まだ焦しよう点てんのうまく定まらない目を向ける。

「かわいい顔、もっと見せてください」

　その言葉に顔が赤くなる。うまく呼吸が整わないうちに、国友が足を開く。

「っ…何？」

　問いかけには答えずに、国友はまだ過か敏びんな俺の性器を舌で、見せつけるように舐なめた。

「っぁ」

　目を逸そらしたくなるような光景に、太ふと股ももを閉じそうになるが国友の手に摑まれてそれもままならない。

「駄目だ、英次っ…っん…や」

　出し切れなかった精液が国友に促うながされるように、とろとろと零れていく。それを舐め取るように国友の舌が掬すくっていく。

「ン…駄目だ…」

　首をふるとぱさぱさと髪が音を立てる。そんな場所を国友に舐められていると思うだけで、出したばかりの性器が再び張り始める。

　全部国友の口に含ふくまれてしまうと、ひどく感じ始めた体を治めることができなくなった。

「あ…ぁ…、も、駄目」

　だけど、再び硬く張りつめてしまうと国友はそこから口を離す。快感の途と中ちゆうで放りだされ、訝いぶかしんでいると今度は先ほどまで国友を受け入れていた場所に舌が伸のばされる。

「ひっぁ…嫌いやだ英次、そんなところ…っぁ」

　ひくひくと蠢うごめく場所に国友の舌が入れられる。恥はずかしいのと、過ぎた快感に目に涙なみだがにじんだ。

　止めて欲しいのに、気持ちよくて拒こばみきることができない。

　そんな場所を舐められるなんて、想像もしなかった。

「英次……嫌だ…」

　声を抑おさえながらそう言うと、国友はようやくそこから舌を離す。

　はあはあと荒あらい息をどうにか整えようとする。そんな俺の努力を台無しにするように、国友は再び俺の中に入ってきた。

「っあ…ふっ…んん」

　硬かたすぎて痛いくらいだ。まだ一度も達していない国友の性器が、先ほどまで舐められていたところに突き立てられる。

「くっあ……ぁ」

　二度目だから一度目よりも簡単に飲み込んでいく。

「さっきより熱い」

　感心したように国友が呟つぶやく。

「や、っあ…ぁ…く、あぅ」

　すぐに動かれて嬌きよう声せいしかでない。壊こわれてしまいそうで、怖こわくなって国友の首に抱だきついた。

　耳をかすめる国友の吐息を聞くと安心する。激しく脈打つ鼓こ動どうに思考を支配されて「気持ちいい」しか感じなくなる。

　汗あせばんだ国友の肌はだが触れてる場所が心地いい。

　いつの間にか寒さを忘れて国友の腰こしの動きにあわせて、自分でも腰を振ってる。

「んっんっ…、あっ」

「中に出していいですか？」

　焦あせるような声で尋たずねられて、がくがくと頷うなずいた。

「ほしい、出して」

　国友の手が俺の性器の先端をぐりぐりと擦る。

「やっあぁ…」

　敏感な場所を乱暴に弄られて、堪らずに達してしまう。その瞬しゆん間かん強く中を締め付けた。

　締め付けに堪たえかねたように、国友が小さく息を吞のんで俺の中で弾はじける。

「あぁー…」

　どくどくと熱いものを注ぎ込まれる。まるで種付けされてるような気分になる。女だったら、妊にん娠しんしてるんじゃないかってぐらいに、奥まで国友の熱が侵しん食しよくしてくる。

「体、洗ってあげますね」

　しばらくして国友が体内から抜けていくと、そんな事を言われる。いやらしい手つきでとろとろと精液があふれ出る場所をつつく国友に、おそらくバスルームでもこんな風に繫がるんだろうと想像してしまう。

　だけどそうと知りながらも頷く。

　平静に戻もどりかけた鼓動が、また高鳴るのを感じた。
















「交通事故だなんて、災難だったわね国友君」

　森田の心配そうな顔に、国友は曖あい昧まいに「はぁ…まぁ」と答える。

「でも、命があっただけ良かったよ。もう記き憶おくは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　金井も気き遣づかうように口にした。

「それにしても、記憶喪そう失しつなんて本当にあるんだなぁ」

　松島が感心したようにそう言うと、他ほかの社員たちも一様に珍めずらしいものを見るような目を国友に向ける。

　国友は「ご迷めい惑わくをおかけしました」と頭を下げてから、俺のところに来ると「すみません、事故のことでご相談があるので」と俺をミーティングルームまで呼び出す。

　入って鍵かぎを閉めた途と端たん、国友は「どういうことですか？」と聞いてくる。

「昨日話しただろ？　お前は休職してたことになってるって」

「それは聞きましたが……」

　この二ヶ月間、国友の辞表を受理せずに保留にしてあった。国友が戻ってくると、心のどこかで信じていたかったんだ。受理してしまえば、そのかすかな可能性すら否定してしまう気がした。俺より先に誰かがどこかのデザイン会社で働く国友を見つけたら、もしくは国友の口から「辞やめる」と聞いたらその時に受理すればいいと思っていた。

　だから昨日、もう一度俺の下で働きたいと国友が言ってくれた時、本当に嬉うれしかったんだ。

　けれどホストクラブの方もすぐに辞めることができないので、一週間ほど兼けん業ぎようになる予定だ。俺としては早くあんなところ辞めて欲しい。毎晩毎晩女が国友にしなだれかかっているのを想像するのは俺の精神衛生上良くない。

「理由もなく何ヶ月も休職になんかできないだろ」

「それにしても、もっと良い理由があると思いますが……」

　国友はオフィスの方をちらりと見て言う。

　国友はこの二ヶ月間交通事故にあって、記憶喪失になっていたことになっている。

「なんだよ、駄だ目めだったか？」

「昼の時間帯にやってるテレビドラマじゃあるまいし…」

　唸うなるようにそう呟いてから、「なんとか誤ご魔ま化かしてみますが」と口にする。

「確かに、噓うそを吐くのは俺よりお前のほうがうまそうだな」

「そうでしょうか」

「そうだろ？」

「社長も相当噓がうまいと思いますけどね」

　そう言って、近づいてきた国友は俺の唇くちびるに自分の唇を重ねる。

「おい、こんなところで…」

　国友はシャツの上から俺の胸に触ふれた。明け方まで抱かれていた体がまた疼うずきそうになる。

「こんなキス一つでどきどきするぐらいに俺のことが好きなのに、初めてあなたを抱いた時、あなたは俺になんてまるで興味ないように見えました」

「んっぁ」

　しゃべりながらボタンがいくつか外され、入り込んできた手が直じかに胸を弄いじった。

「やっ」

「こんなにかわいい声も顔も見せてくれなかった」

「っぁ、英次……やめろ」

　腰が砕くだける。ぺたんと床ゆかの上に崩くずれた俺に視線を合わせるために、国友がしゃがむ。

　ちゅ、と音を立てて唇を吸われた。

「言い訳はお前が考えろよ」

　唇が離はなれてから、そう言った。

「よろこんで」

　国友は微笑ほほえみながらそう答える。その笑え顔がおにまだ慣れずに赤面する顔を隠かくすように俯うつむく。

　病やみ上がりでミーティングルームに俺と二人で閉じこもった事情なんて、俺にはうまく誤魔化せる自信がない。

　鋭するどい森田辺りを騙だますには、きっと国友に任せたほうがうまくいく。

　ついでに俺に舞まい込んできた仕事もいくつか押しつけてやろうと目もく論ろみながら、キスをしかけて来る国友を受け入れるように目を閉じた。
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